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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　闇やみの中にひとり。

　あたりが暗闇に覆おおわれているのは、自分が目を閉ざしているからか、なにかに覆われているからか。

　自分を包み込むやわらかな布は、熱を閉じ込めるもののはずなのになぜか寒々しく、頰ほほに感じる空気は、凍いてつくように冷たい。

「かようなことはけっして……！」

　冷気を裂さく、女の金切り声。

　その反はん響きようから、ここが屋内だとわかる。そしてその声から、自分は状じよう況きようを察した。

　──ああ、またこの〈夢〉だ。

　夢の中にいてなお、〈夢〉だとわかってしまうほど、くり返し見た光景。

　そしてその夢の結末もまた、自分は知っている。

　女の訴うつたえをさえぎるように、男は低い声こわ音ねで告げた。

「連れてゆけ」

　まだ壮そう年ねんにも届いていないだろうに、生きた年月以上の重みと苦く悩のうを感じさせる声。

　その命めいにしたがって、男にむかって叫さけびつづける女の声が遠ざかり、やがて室内には重い静けさだけが残された。

　室内に何人いるのかわからない。沈ちん黙もくの空気に吞のまれて、みな一様に息を殺して押おし黙だまっていたが、やがて、

「──この御お方かたはいかがいたしましょうや」

　硬かたい空気をひかえめに揺ゆらしたのは、年老いた声音だった。

　しばしの沈黙。そののち、問われた男は、重々しく口をひらいた。

「……でよかろう」

　しかとは聞き取れなかったが、告げたのはおそらく地名。

　──そう、自分はこれからそこに送られるのだ。

　自分を包み込んでいる布がわずかにめくられて、隙すき間まから、釣つり灯ひの明かりに薄うすぼんやりと照らしだされた男の顔が見えた。

「不ふ憫びんな子だ」

　見おろす憐あわれみを帯びた目。

　その目はいったいなにを語りかけていたのか。

　しかしそれを確かく認にんすることはかなわぬまま、その目が自分の見た男の最後の姿となった。







　──夢から覚めて目をあけると、そこにはまた薄ぼんやりとした闇がひろがっていた。

　厚い天てん蓋がいのむこうには人の気配。呼い吸きと気配を消していてもわかる。刺し客かくではなく、自分を守るために控ひかえる者だ。

　守られすぎることにはいまだに慣れない。

　身を起こすと、しっとりとした寝ね汗あせを冷気がなぶった。

　前まえ髪がみをかきあげると汗あせで湿しめっている。夜風にあたりたいと思ったが、護衛についてこられるのも億おつ劫くうだ。

　季節は春。

　気候は北の辺境よりはるかに温暖で、隙すき間ま風かぜなど入る余地がないほど建物の奥おくにいるというのに、なぜか寒々しい。

　それはこの室へやで紡つむがれてきた冷れい酷こくな判断が澱おりのように積みかさなっているためか、それともみずからに流れる血が過去を呼び起こしているためか。

　──夢で聞いた声音が耳の奥から離はなれない。

　あれはただの夢ではない。ここからそう遠くはない室で過去に起きた現実だ。

　あのときからいまもなおつづいている悪夢。

　その現実に息苦しさをおぼえて、自分は、古い記き憶おくを封ふうじ込めるかのように胸を押おさえた。




　穏おだやかにすごせる場所がほしいと思った。

　──せめて夢の中だけでも。
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　ドドドドド……と響ひびく、乾かわいた大地を蹴ける音。

「でっ、出た……っ！」

　その音を聞きつけて、男はあわてて背を向けると、いまだ姿の見えないそれから一目散に駆かけだした。

　自じ慢まんの大おお店だなを背にして、人通りの多い大路を駆ける。

　往来の者はみなその音に気づいていないのか、必死に駆ける男を不思議そうに眺ながめるばかりだ。

　だがもう何度も襲おそわれたことのある男は、それの恐おそろしさを知っていた。

　襲われたあとの自分がどうなったのか思い出せないまま、男はただ恐きよう怖ふ心しんにかきたてられるままにひたすら逃にげる。

　しかしそれの勢いは激しく、足がもつれてまろびながら逃げる男にどんどん迫ってきた。

　荒あらい鼻息。

　大口を開けて滴したたらせる唾だ液えきのにおい。

　得体のしれないなにかは確実に近づいてくる。

（喰くわれる……！）

　肉食の猛もう獣じゆうに襲われる本能的な恐怖に男は気を失いそうになりながら、嗄かれる息の中から必死に叫さけんだ。

「助けてくれ…………っ!!」







　やわらかな香こうが立ち込める室へやに、ほのかに赤みを帯びた灯ともしびが揺ゆれる。

　艶つやめいたしつらえの室の中に、枕まくらをならべる男女がふたり。

　男は恰かつ幅ぷくのよい中年、女は女によ人にんというよりむしろ少女と呼ぶのがふさわしい年ねん齢れいの娘むすめだ。

　しかし室の雰ふん囲い気きに反してふたりの間に艶めいたものはない。

　現に男は寝しん台だいに、女は床ゆかに敷しいた布に横たわり、ふたりの間は隔へだたれている。

　男のはげしいうめき声。

　それに反応して娘は、ふ、と目を開き、そして身を起こすと、寝台に横たわる男の肩かたに手を置いた。

「丁てい普しんさま、お目覚めくださいませ」

　娘の呼びかけに、苦く悶もんの表情を浮うかべていた男は、はっと目を見開く。そして寝ね汗あせをぬぐいながら起きあがった。

「夢、か……」

「ええ。ひどくうなされていらっしゃいました」

「そ、そうだ！　いつも夢の中でなにかに追いかけられて……」

　中断したばかりの夢をおぼえていた男は身をふるわせる。

　そんな男に「ええ、そうですわね」と娘はうなずいた。

「わたくしも視みておりました」

「なんと」

　男は目を瞠みはった。噂うわさには聞いていたが半信半疑だったのだろう。

　共とも寝ねの相手とおなじ夢を見る──など。

　しかし娘は再度おおきくうなずいてみせた。

「丁普さまを追いかけていたもの、その姿もはっきり視えました」

「それはなんだ!?」

　食い入るように詰つめ寄よった男だったが、つづく娘の返答に男は目をぱちくりとさせた。

「馬車です」

「馬車……？　馬車とはあれか？　積み荷を運ぶ……」

「ええ、そうです」

「そんなはずは……」

　毎夜のようにうなされ、追ってくるなにか。

　虎こ浪ろう山さんに棲すまう獣けものか、仙せん獄ごくの沼ぬまに居つく魔ま物ものかなにかだと思っていたのに、娘が告げる正体は実に呆あつ気けないものだった。

「たしかに、ただの馬車ではございません。重い荷を積んだ六頭立ての馬車にございます」

　六頭立てといえば、大貴族のお大だい尽じんが乗るか、輜し重ちようでよほど重い荷を運ぶときに使うものだ。いくら男が大商人でも、そんな大層な荷馬車など持っていない。

　しかし娘はよどみなくつづけた。

「あの音からすると、おそらく積み荷は『銭ぜに』でしょう」

「は？　銭……？」

　ぽかんと口をひらいて言葉を失った男に、娘は微笑ほほえんだ。

「丁普さまを追っていたのは銭を積んだ馬車、つまり大きな財でした。最近、いままで手て掛がけたことのないほどおおきな商談があったのではございませんか？」

　すると男は「そういえば……」となにやら口ごもった。──図星だ。

「その商あきない、丁普さまにおおきな富をもたらすと告げています」

「なんと！　まことか!?」

「ええ。貴方あなたさまの夢がそう告げています」

　目をおおきく見開いた男に、娘はにこりと、ことさら眉まゆじりを下げて告げた。

「相そう違いございません。──夢は未来を映す鏡ですから」
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　洛みやこ・康こう安あんの夕暮れ時、洛の西せい端たんの慶けい雲うん坊ぼうの一角に灯が点ともる。

　それを皮切りに桃ももの花のようにやわらかな灯あかりが軒のき先さきにぽ、ぽ、と点りはじめ、大路に花が咲さきそろったころ、夕ゆう闇やみとともに妓ぎ楼ろうひしめく小路こうじの門が開く。

　あでやかな朱しゆ塗ぬりの軒のきに感かん嘆たんの息を漏もらす者、勝手知ったる様子でなじみの店へと足をすすめる者たちで小路はあっという間に埋うめつくされ、あたりは祭りのような活気に満たされる。

　しかしそのような喧けん騒そうも一刻ばかり、みな夜が深くなるにつれ収まるべき店に収まり、夢から覚める前の夜明けごろに人は小路をあとにする。

　そして陽が昇れば、はかない一夜の夢などみじんも感じさせない日常が、今日もまたはじまる。




　そんな慶雲坊きっての妓楼と名高い永えい華か楼ろう。

　客の捌はけたあとの永華楼の一室で、妓楼勤めにしては細めで小こ柄がらな娘が算そろ盤ばんをはじいていた。

　年は二は十た歳ちまでまだ数年、白い肌は熟れる前の桃のよう、顔立ちはおおきな黒目のせいであどけなく見える。

　しかし娘が真しん剣けんそのものの面おも持もちで帳ちよう簿ぼと向き合っていると、背後から声がかかった。

「昨日はご苦労だったね、綾りよう華か」

「あ、姐ねえさん。おつかれさまです」

　算盤をはじいていた娘──綾華に声をかけたのは、妓ぎ女じよの蓮れん蓉ようだ。

　蓮蓉は、二十歳を超こえているようだが年齢不ふ詳しよう。

　華きや奢しやな綾華とは対照的に、細身ながら女性らしい豊かなふくらみを持ち、ふっくらとした紅こう唇しんに余裕の笑みを浮かべる彼女は、〈永華楼一の妓女〉という肩かた書がきにふさわしい貫かん禄ろくの持ち主だ。

「綾華のおかげで丁普さまは上じよう機き嫌げんで帰っていったよ。一いつ攫かく千せん金きん、これでまたいっそう太い旦だん那なになってくれそうだ」

　丁普は昨夜の夢占をさっそくなじみの蓮蓉に伝えたのだろう。嬉うれしそうに吹ふい聴ちようする姿が目に浮かぶ。

「そうなるといいですね」

「なるさ。綾華の占せんははずれ知らずだからね」

　そう言って蓮蓉は幼子にするように綾華を抱だき寄せると、綾華の頭をなでた。

「いまや裏の界かい隈わいで〈夢ゆめ占うら小しよう華か〉を知らない者はいやしないよ」

〈小華〉というのは綾華の幼いころの愛あい称しようで、夢占としての通り名でもある。

　夢占とは人の見た夢を占うらなう者。

　夢占小華──それはいまやちょっと知れた名だ。

「まさか、こんな一年ばかりで小華が店の看板になるなんてねぇ。おかげであたしの株もうなぎ上りさ」

　綾華は母亡なきあと、母の知人の蓮蓉に引き取られ、蓮蓉の身のまわりの手伝いをしていた。そこで妓女たちを相手に夢占をはじめたところ、またたく間に評判となり、永華楼の客相手に夢占をするようになった。

　いまでは、〈小華〉の夢占目当てに永華楼の客となる者もいるほどだ。

「太い客も何人もできたことだし、もうひとりで店を持つこともできそうだけど、そのつもりはないのかい？」

「お店だなんてそんな……お客さまがついているのも永華楼に置いてもらえているおかげですし、わたしは店のお役に立てればそれで」

「欲のないことだねえ。いつまでも大旦那に上うわ前まえを撥はねられるのも癪しやくだろう？」

　すると、〈上前〉の一言にそれまでのおっとりした様子から一変、綾華は目つきを鋭するどくして、やおら算盤をはじきはじめた。

「永華楼にお代の一部を上納しているのはたしかですけれど、上前っていってもこれくらいですし、永華楼の建物とお室へやをお借りして、お客さまもいただいているとなると看板代を負担していただいているも同然です。衣い装しよう、食事、寝しん具ぐの洗せん濯たくなどにかかる費用がこれくらい、夢占のお代がこちらで上代がこれだけですから、お店に置いていただいたほうが断然稼かせぎがいいですね」

　手早く利益をはじきだした綾華は、その額を見て満面の笑えみを浮かべ、蓮蓉に算盤を見せる。

　そんな綾華に蓮蓉はあきれた息をついた。

「夢占を廃はい業ぎようしても算盤で立派に食っていけそうだねえ。さすが店の帳簿をまかされているだけあるよ」

「ああ、そうでした！　昨日も姐さんのお座ざ敷しきはいい額が出てますよー」

〈帳簿〉の一言に綾華は顔を輝かがやかせると、喜々として語りはじめた。

「春になって雪漬づけの酒が入ってきたおかげで酒代の売り上げが大きいです。やっぱり酒は利り幅はばがいいですよね。あ、名めい月げつ酒しゆ蔵ぞうの新酒の雪せつ月げつ花か、あれは質も利幅もいいのでじゃんじゃんお勧すすめしちゃってください！　ほかのお酒より二割は売り上げが上がります！」

　次点で利幅がいいのは雲うん龍りゆう酒造の八はち龍りゆうですかねー、と綾華の利幅別おすすめ情報は止まらない。

「美味しく飲んで、楽しく売上増！　みんな幸せになれて万ばん々ばん歳ざいですね！」

　そんな綾華に、蓮蓉はふくよかな赤い唇くちびるからおおきな嘆たん息そくを漏らした。

「ああまったく、どうしてこうも締しめる子になってしまったんだか……金で苦労させたおぼえはないんだけどねえ」

　そう嘆なげいて眉を寄せる蓮蓉に、綾華は算盤片手ににっこり微笑んだ。

「お金は生活の基本ですから」

　なにをするにも先立つものはお金、いくらあっても困るものではない。

　もらえるものはもらう、締めるところは締める、それが綾華の信モツ条トーだ。

「独り立ちのことだって、信しん頼らいのおける男おとこ衆しさんを探しだして雇やとう賃金を考えたらとてもとても。永華楼にいたほうがずっと実入りがいいです」

「たしかに、あんたの夢占は、女おんな手でひとつではじめるにはちょっと厄やつ介かいなしろものだからねえ」

　蓮蓉は神しん妙みような面持ちで告げた。

「なんたって、共寝で相手の夢を見ちまう──なんてさ」

　普ふ通つうの夢占は、見た夢の内容を客から聞いて、夢の吉きつ兆ちようを占う。しかし綾華の占いはちがう。

　夢占小華は、昨晩丁普にしていたように、共寝した相手の夢を占う。というのも綾華は、常人は持ちえない才を持っているからだ。

　共寝した相手の夢を視みる──

　通常、人は夢の内容を曖あい昧まいにしか憶おぼえていない。しかし綾華は、自身が客の夢を視て占うことができる。

　実際に見ているのだから、客から話を聞いて占うほかの夢占よりも、群を抜ぬいて精度が良いい。そのため客を取りはじめて一年、小華の夢占はまたたく間に評判となった。

　しかし、かよわい娘が男客相手に共寝するなど、腕うでに覚えのある男衆のいる妓楼でなければ危険きわまりない。

　小華に夢占を頼たのめるのは永華楼のなじみ客だけ、一いち見げんさまお断りというのは、綾華の身を守るためでもある。

「丁普さまにもなにもされなかったろうね？」

　蓮蓉の心配に綾華は「まさか」と苦く笑しようした。

「姐さんのお客さまがそんなことするはずないですよ。それに永華楼で狼ろう藉ぜきをはたらいたりすれば、この洛みやこ中じゆうに居場所がなくなります」

　すると蓮蓉は「そりゃそうだ」と嗤わらった。

「洛中どころかこの国中、いやこの世にも居場所がなくなるかもねえ」

　そう冗じよう談だんめかしたが、まったく冗談では済まないことを綾華は知っている。

　永華楼の男衆は手て練だれぞろいだし、馴染み客として多くのお大尽を抱かかえる永華楼の看板に泥どろを塗ったとなれば、商人としてはもちろん、一私人としても無事では済まない。

「でもさ、小華は金を貯ためてなにがしたいんだい？」

「──え？」

「養う相手、貢みつぐ相手がいるわけでもないのに、そこまできっちり締めてるんだ。なにか使いたい途みちがあるんだろう？　夢があるなら応おう援えんさせておくれよ。幼いころから面めん倒どうを見てきた姉のようなものだからね。普通は姐あね貴き分ぶんとして店出しを手伝うものだけど、妓女になる気はないんだろう？」

　そう問われて、綾華ははたと考え込んだ。

（わたしの夢……？）

　たしかに小金は貯めている。昨年までは妓女たちからもらう小こ遣づかいと帳簿の給金だけだったが、今年に入って稼いだ額はちょっとしたものだ。永華楼を基準にすると金銭感覚が麻ま痺ひしてしまうが、ひとりの街娘としてなら嫁よめ入いり資金くらいは優に貯まっている。

（貯まったお金の使つかい途みち……）

　綾華はすこし考え込んだが、ふっと微笑んで口をひらいた。

「──わたしはこのままここにいたいです」

「……なんだって？」

　妓女になる気かい？　と訊たずねる蓮蓉に、綾華は首を横に振った。

「いえ、わたしが永華楼の妓女になんてなれないことはわかってます。容姿も芸事も全然およびませんから。でもわたしはいまの暮らしが好きなんです。夢占として働きますから、このまま姐さんたちとここで暮らさせてください」

　すると蓮蓉はあきれた顔で息をついた。

「未来を紡ぐ夢占のわりに自分の未来に欲がないねえ。このままって言ったって、あたしも年季があけたらいなくなるかもしれないんだよ？」

「年季って、もうとっくに勤め上げているじゃないですか」

　一いつ般ぱん的てきに、妓女は身内の借金や店出しでかかった分を返済して、年季があけて引退するのが通常だ。

　永華楼にかぎっては借金の片かたに娘を集めているわけではないので年季という仕組み自体がないが、〈永華楼の蓮蓉〉といえば洛みやこ一いちの名花との呼び声も高く、蓮蓉こそとうに店をかまえられるほど稼いでいる。

　なのに、それでも蓮蓉は永華楼を離はなれない。それは蓮蓉自身が永華楼にいる意味を感じているからだ。

「なんだい、あたしが年とし増まだって言いたいのかい」

　こら、と蓮蓉にこづく真ま似ねをされて、綾華は笑った。

　たしかにお金は大切だし、もらった給金はきっちり貯めている。だが高価なものが欲ほしくて貯めているわけではないし、けっして綾華に欲がないわけでもない。

　ただ、こんなささいなやりとりが嬉しくて、身寄りのない綾華にとってここはなによりも大切にしたい場所で、家族のような彼女たちがいるここにいつづけたい──そう願っているだけだ。

　永華楼には、娘たちがその看板の下で洛一番の名めい妓ぎをめざしてやってくる。一流の容姿や芸事の持ち主が接客を学び、もてなしを売る。みなが一流の誇ほこりを持って働いている。

　そんな永華楼の女人たちが綾華は大好きだ。

　芸が第一、お代はその対価。

　そんな場所で自分も夢占として名をあげて、店の売り上げに貢こう献けんできれば、ずっとこの場所にいられる──

　しかしその想おもいをさえぎるように、不意に階下からあわただしい足音が聞こえた。

「小華、小華！」

「おや、大旦那だ。あわててどうしたんだろうね」

　洛随ずい一いちの妓楼を持つ大旦那だ。いつもは大君らしくゆったりかまえているというのに、いったいなにがあったのだろう。

　しかも普ふ段だんは〈綾華〉と呼んでいるものを〈小華〉と呼ぶなど──胸むな騒さわぎがする。

「旦那、どうしたんだい」

「よかった、蓮蓉もここにいたのか。いま小華にお会いしたいという方がお見えになったのだ！」

「わたしに？」

　小華の客は永華楼のなじみ客にかぎられる。ということは漏れなく大旦那の客でもある。

　永華楼に通うのは名だたるお大尽ばかり、とはいえそれほどあわてるようなお客さまがいただろうか。

「いったいどなたが……」

「失礼しますね」

　綾華が訊ねる前に顔を覗のぞかせたのは、若い男だった。

　目元に落ちついた知性を感じさせる青年で、まとう黒の長ちよう衣いもひかえめながら生き地じがいい。

　しかし青年はやっと二十歳を超えたばかりというところ、とても自分の稼ぎで永華楼に上がれるような年ではない。

（名家のご子息なのかしら？　でも大旦那さまのこの驚おどろきようはおかしいわよね。あ、この生地って白はつ海かい県けん産の絹？　ってことは──）

「ああ、あなたが夢占の小華ですか」

　身なりから素す性じようを探さぐっていた綾華に、青年が視線を向ける。

　落ちついた声こわ音ねと細めた目は穏おだやかながら、瞳ひとみの奥おくでわずかに値ね踏ぶみされているような気がした。

　一見いい人に見えるが中身はちがう。いい人を演じられる人だ。

　とはいえけっして悪人でもない。

（この感じ、そしてこの衣きぬ……この人、お役人？）

　この若さでにじみでる自信。しかし自分を過大評価しているのではない。

　絶対的な権力が自身の背後にある、そう知ればこそのものだ。

（科挙合格者なのかしら？）

　白海県産の絹は特上品で、産出量が限られるため、ほとんどが祝いの場に着る衣にあてられる。そして、科挙合格の祝いに支給される反たん物ものというのが白海県産の絹だ。

　科挙合格者はその絹で官服をあつらえると聞く。それに最難関の国試である科挙に合格すれば、若くして大官となる。大旦那があわてふためくほどの地位に若くして就くのも不可能ではない。

「奥まで踏ふみ込むなんざ無ぶ粋すいな客だね。妓楼の作法も知らないのかい」

　しかし高官など見慣れている蓮蓉が、気け圧おされることなく長い睫毛まつげをすがめて睨にらみつけると、青年は苦笑した。

「申しわけありません。客として来るときは店のしきたりに従いますが、いまは仕事で来たものですから」

「仕事？　妓楼にかい？」

「ええ。夢占小華にご依い頼らいを」

　ぴりっとその場の空気が硬かたくなった。

　そんな空気の変化は青年も感じているだろうに、硬い雰囲気をものともせずに青年は言葉をつづけた。

「夢占小華に皇こう宮ぐうまでお越こしいただけないかと」

　その一言に空気が完全に凍こおりついた。

「皇、宮……？」

「ええ。皇宮にあなたの力を必要としている方がいらっしゃいます」

（それって……）

　もし、必要としているのが皇宮に勤める官かん吏りならば、皇宮ではなく邸やしきに呼ぶだろう。

　となれば皇宮から出られない妃きさきや女官かと推測するが、いまの皇宮は皇こう帝ていが代だい替がわりしたばかりで妃はいない。後宮の解体とともに古い女官も皇宮を出たので、高官を使い走りにできるほどの権力を持つ女官もいないはずだ。

（──ということは）

　小華の力を必要としている方というのは、言葉にするのもはばかられる相手なのではないだろうか──？

「ちょいとお待ちよ」

　まっさきに事態を把は握あくして、割って入ったのは蓮蓉だ。

「うちの大切な娘を力ずくで取り上げようっていうんじゃないだろうね？」

「まさか。夢占の仕事のご依頼です」

「どうだか。貴族の娘だけで飽あきたらずに手あたり次し第だいってわけかい」

「選せん秀しゆう女じよでしたらこと足りてますよ。国母となることをお望みになる方は大勢おられますから」

　選秀女というのは、皇帝のお妃きさき試験。

　つまり綾華を必要としている相手は〈皇帝〉だということだ。

（あたらしい皇帝陛下ってたしか……）

　昨年即そく位いした新皇帝は、先せん帝ていの第一公こう子しながら、長らく〈不ふ遇ぐうの公子〉と呼ばれていた。

　というのも、生まれて間もなく謀ぼう略りやくにより生母である一の妃が廃はいされ、彼かれもまた辺境に追いやられたためだ。

　父である先帝の即位前の事件だったために一の妃は皇后となることはできず、彼もまた後こう継けい者しやたる太子になれなかった。

　それから二十年の月日が流れ、帝てい位いとは無む縁えんと思われていた彼だが、先帝の崩ほう御ぎよ間近に皇后の一族が失しつ脚きやくしてしまった。世よ継つぎと目されていた皇后の子も連座して失脚し、皇宮が世継ぎ争いで混こん迷めいしかけたところに、先帝の遺命により即位したのが〈不遇の公子〉と呼ばれていた彼だ。

　新皇帝は、長らくの不遇な辺境暮らしで、性格が苛か烈れつで猜さい疑ぎ心しんが強く、逆らう者には容よう赦しやがない、と噂されている。

（そんな方が、わたしを……!?）

「おいでいただけますか？」

　青年の口調は穏やかだが、そんな皇帝に逆らえばなにをされることか。

　綾華は驚きと恐怖で、否いなやの返事はできなかった。

「ずいぶんと強ごう引いんなことだね」

　蓮蓉の揶や揄ゆにも青年の目が揺らぐことはない。かたわらの大旦那も、ぐっと息を詰つめて口を挟はさめずにいる──挟める相手ではないということだ。

「その方はひどく夢に苦しんでおいでです。悪夢を天運に変える夢占、あなたの力がぜひとも必要なのですよ」

「──！」

　その一言に綾華は目を見開いた。

（それ……は）




　悪夢を天運に変える夢占──




　それは夢占小華の宣伝文句、大旦那が勝手に言い出したことだ。

　実際綾華にできるのは共寝した相手の夢を視ることで、人の天運をあやつることなどできようはずもない。

　けれどもあの新皇帝相手に、それは単なる呼び文句です、わたしにそんな力はありません、などと言った日にはどうなることか。

（もしかして才能を偽いつわったって処しよ刑けいされちゃう!?）

　しかも、ことは自分ひとりでは済まないかもしれない。偽りの看板を掲かかげた店の連座もあり得る話だ。

（永華楼がなくなる……？）

　その可能性に、綾華の心がすっと冷めた。

　大事な人を失いたくない────もう二度と。

　普段は奥おく底そこに沈しずめていたはずの感情、湧わきあがりかけたそれを息を整ととのえて押おし込める。

　──ここはなんとか切きり抜ぬけるしかない。

　綾華ははらはらと心配そうに見やる大旦那に大だい丈じよう夫ぶですとばかりに微笑むと、男に向きなおって告げた。

「夢占小華、ご使者さまのおおせにしたがいましょう」

「そうですか。ならば」

　しかし、「ただし」と綾華は穏やかに制した。

「赴おもむくにあたって条件がございます」

「条件ですか？」

　青年も予想していなかったらしく、素すの表情で問うてくる。

　──ここが、勝負だ。

「ええ。わたくしの夢占は永華楼のお客さまだけに提供しているもの。そのためにお客さまになってくださる方もいらっしゃるほどです。本来であればいかなる御方であろうと、こちらに足をお運びいただくのが筋。しかしそのわたしを請こわれるとおっしゃるならば、皇宮の御方といえどもそれなりのお代を頂ちよう戴だいします」

　そして綾華は逸はやる鼓こ動どうを押おし隠かくすと、笑みを作ってみせた。

　相手を威い圧あつする、永華楼で培つちかわれた最高の微び笑しようを。

「──夢占小華は少々お高うございますよ？」
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　延々と連なる花窓。それを横目に見ながら、綾りよう華かは足を進める石いし畳だたみの歩ほ廊ろうにそっと息を漏もらした。

　永えい華か楼ろうの建物も立派なものだが、皇宮は規模がちがう。永華楼どころか慶けい雲うん坊ぼうがすっぽり入ってしまいそうな広さにもかかわらず、瓦かわら屋や根ねの軒のきは途と切ぎれることなく連なっている。

　はじめは、いざというときに逃にげる道順を覚えようとしていた綾華だが、延々とつづく歩廊を幾度も折れ曲がり、いくつもの門をくぐった時点であきらめた。

　とても逃にげ出だせる場所ではない。

（大おお旦だん那なさまの馬ば鹿か～～～！）

　華はなやかな朱しゆ塗ぬりの欄らん干かんも、いまの綾華にとっては牢ろう獄ごくの檻おり同然だ。

　大旦那の安易な宣伝文句に乗るのではなかったと後こう悔かいしたが、もう遅おそい。

（タダより高いものはないってまさにこのことよね……）

　世間さまのありがたい格言に逆らってはいけなかった。この結果は甘あまんじて受け止めなければいけない。

　問題は、このタダで負ってしまった借金をどう返済するか、だ。

（とりあえず無事お店に帰らなきゃ）

　永華楼の看板を傷つけることなく、自身の誇こ大だい広告も明かされることなく、無事帰る。それがいまの綾華の最大の目標だ。

（要はいつもどおり夢見をして、天運が開けましたとかなんとか言葉巧たくみに丸め込めばいいのよね）

　いままであこぎな商売をしたことはないが、結果的に客の天運を開く結果になってきた。

　今回もおなじ調子で、結果だけいつもより三割増しでありがたみがあるふうに伝えれば、無事お役御ご免めんになるはずだ。

　これで割のいいお代もいただいて無事帰れば、すべて丸く収まって万ばん々ばん歳ざい──などと考えていると、先導していた青年が足を止めかけて、一いつ瞬しゆん早く察した綾華ははっと我に返った。

「小華殿どの、お疲つかれではないですか？」

「え、ええ。そのようなことはございませんが、そう見えましたか？」

「どうも小華殿の足取りが重いように感じられたものですから」

　逃にげ道みちを覚えようと、ゆっくり歩いていたことはたしかだ。逃とう亡ぼうをあきらめてからは、皇こう帝ていを丸め込む算段をしていたせいなのだが、まさかそのようなことを素す直なおに話すわけにもいかない。

（気をつけなきゃ）

　綾華を永華楼に迎むかえにきたこの青年、名を子し康こうというらしい。

　名のりを聞くなり蓮れん蓉ようは「なるほどね」と得心していた。

　蓮蓉の知る世界──政治の上層部ではかなり名の通った人物なのだろう。

　あのあとすぐに永華楼を出たので、どういう意味でなるほどなのか聞きそびれてしまったが、綾華の見立てでは、おそらく子康は相当の知ち恵え者しやだ。

（締しめてかからないと……）

　綾華はそう心に刻み、言葉を選んで口をひらいた。

「たしかにそうかもしれません。皇宮の素す晴ばらしさに圧あつ倒とうされまして、気き後おくれしていたものですから。はたして一いつ介かいの街まち娘むすめが立ち入って良い場所なのかと」

　すると子康は「高名な夢ゆめ占うらがご謙けん遜そんを」と苦く笑しようし、綾華の緊きん張ちようをほぐすためか、数歩もどって綾華と肩かたをならべた。

「夢占小華の御名は皇宮までも届いていますよ。まだ一年足らずだというのにめざましいご活かつ躍やくですね。小華殿はいつご自身の才に気づかれたのですか？」

「幼いころからさまざまな占うらないを試ためしているうちに自然と気がつきました」

「夢占は占い小こう路じに大勢いるようですが、あなたがその若さで別格となった所以ゆえんはなんなのでしょうね？」

「さあ、それはわかりかねます。推測ですが、夢占とは夢の内容をお聞きしてその夢を解かい釈しやくします。しかし私は夢の内容を知る方法が異なるものですから、ものめずらしさがあったのかもしれません」

　いつもはもっとくだけた口調で話しているだけに、高名だという夢占を演じるのも一苦労だ。

　失言しないようにと慎しん重ちように言葉を選んだ答えに、子康は「たしかにあなたの方法はほかに例がないようですね」とうなずいた。

「その稀け有うな才でお助けくださるとありがたいです」

「あの……その御方は夢に苦しんでおいでとのお話でしたけれど、たしか、占いを政まつりごとに持ち込ませないという旨むねのお触ふれがございましたよね？」

「ああ、そうですね。二十年ほど前の先々代の時代ですか、占うらない師しが政に関わってよからぬことを企たくらんだらしい事件がございましてね。それを警けい戒かいして、皇宮から占い師が一いつ斉せいに排はい除じよされたそうです」

「ではいまも？」

「いえ、さすがに当時は占い師が宮中に立ち入ることが厳しく制限されたと聞きますが、二十年も昔のことですからね。当時を知る者の中にはいまも否定的な者もいるやもしれませんが、ご心配なさらずとも捕とらえられたりはしませんよ」

　それを聞いた綾華は「そうですか」と安あん堵どの息をついて見せた。が、内心では安堵半分、残念半分な気持ちだった。

（占い師なんていらないって追い返してくれればよかったのにー！）

『──夢占小華は少々お高うございますよ？』

　そう言って、せいいっぱいの虚きよ勢せいでいつものお代よりも少々どころでなくかなり張った値ねをふっかけたときも、『占いごときにそんな額を払はらえるか！』と断ってくれることを期待していたのに、

「ええ、もちろん。出張料をふくめてきっちりお支し払はらいしますよ」

　と子康はあっさり言い値を吞のんでしまったのだ。

　満額受け取れば、この先十年は帳ちよう簿ぼ仕事をしなくてもいい計算になる。

（ああもう、これだから国家財政に関わる人は！）

　綾華からふっかけたとはいえ、世の生活水準からかけ離はなれた額をぽんと出すとは信じられない金銭感覚だ。

（でもそれくらい出しても惜おしくないお客人、ってことよね……）

　その額に見合うほど重要な仕事──切せつ羽ぱ詰つまっているということだろう。

　猜さい疑ぎ心しんが強く、性格が苛か烈れつ。

　客人だという新皇帝の噂うわさが脳のう裏りをよぎり、胃がしくしくと痛みだした。ああ、永お華み楼せに帰りたい……。

「そもそも太古の政は占せん卜ぼくに従うものでしたから、占いは政に欠かせないものですし、皇宮近くの仙せん教きよう坊ぼうには占い師が多くいたそうです。二十年前の事件をきっかけに、占い師は皇宮から離はなれて慶雲坊に移ったと聞いていますが、それからしばらくは占い師への世間の風当たりがきつくて大変だったでしょう」

「ええ、そうらしいですわね」

　政に影えい響きようを与あたえるほどの力を持ってしまった〈占い〉が、危険視されたのは事実だ。

　しかし国をも動かしたということはそれだけ有用だったということ、表の国政から締しめ出だされた反動で裏社会では占いの需じゆ要ようが増し、それこそ裏社会を動かすほどの暗あん躍やくを見せた──というのが現実だったりする。

　だが表社会の官かん吏り相手に告げることではないと、子康の話に綾華はうなずいてみせた。

「占い小路にあれほどの占い師が軒を連ねていれば、あなたほど名が及およんでいない者は生計を立てるのも難しいのではないですか？」

「さあどうでしょう。わたしは永華楼しか存じませんので」

　値を張った手前、まさか永華楼の帳簿をあずかってお給金をいただいています、などと言えるはずもない。

　さすが永華楼にいらっしゃるだけありますね、と感心してうなずいていた子康だが、不意に足を止めた。

「──失礼」

　子康の目は庭園に向けられ、視線の先には庭園の池のほとりで寝ねそべっている男がいた。

　不ふ慮りよの事故で倒たおれたならうつ伏ぶせになっているはずだが、その者は仰あお向むけだ。そのくつろいだような恰かつ好こうから、おそらく午睡ひるねだろう。

「あの方はお知り合いですか？」

「ええまあ、腐くされ縁えんです。まったく、仕事中だというのにしかたのない人ですね」

　起こしてくるかとばかりに沓くつを踏ふみ出だしかけた子康だったが、ふと思いついたようにうなずいた。

「ああ、ちょうどいい。小華殿、あの者の夢を占うことはできますか？」

（本客の前に夢占の腕うで前まえを見ておこうってこと？）

　綾華の夢占は共に夢に入ることで、すでに寝ね入いっている人の夢を覗のぞくのは本来のかたちではない。しかも夜ではなく晴天下の午睡だ。

（でも、できなくはない、かな……？）

　できるできないの問題ではない。夢占の腕うでをためされているというならやるしかない。

　これもお店のため、お代のためと、綾華はうなずいた。

「やってみます」







　男が横たわる池のほとりは柳やなぎが影かげを落として日光の直射をさえぎり、寝そべる丸まる石いしはつるんとして、いかにも寝ね心地ごこちが良さそうだ。

　とはいえ昼の日ひ中なか、太陽の下で横になるなど褒ほめられたことではない。

（敷しき布ふなんてないわよね……）

　共とも寝ねするには綾華もおなじように石の上に寝そべるしかない。

　しかしこれもお店のため。そう自分に言い聞かせて、綾華は羽織っていた薄うす物ものを敷しくと、男からすこし距きよ離りを置いて横たわった。

　男を見やると、衣い装しようは子康と似ている。だが剣けんを佩はいているところをみると武官なのだろうか。年も子康とおなじ二は十た歳ちくらい、しかし知的さが勝まさる子康とは対照的に、武官らしい精せい悍かんな顔つきをしている。

　目鼻立ちは整っており、男性らしいくっきりとしたのどぼとけが規則的に上下する一方で、長い睫まつ毛げが女性的でもある。

　瞼まぶたを開けたら、いったいどんな表情をしているのだろう──そんな好こう奇き心しんがかきたてられたが、

（いけないいけない、お仕事お仕事……）

　思わず目を奪うばわれていた綾華は、自分に言い聞かせて瞼を閉じ、男の寝ね息いきを探さぐった。そして自身の呼吸を合わせると、心しん拍ぱくをかさねるように集中させる。

　ゆっくりと息をひとつ、ふたつ──

　呼吸がかさなるごとに綾華の意識が吸すい込まれてゆく。




　──はじめに触ふれたのは、冷たい水すい滴てきだった。

　そっと目をひらくとそこはもう夢の中、しかし綾華の目が光を捉とらえることはできなかった。

（暗い……夜？　ううん、これは……）

　太陽の下で目を閉じたときの暗さとはちがう。熟じゆく睡すいして意識が落ちているときの闇やみともちがう。

　まるで冷気の立ちのぼる井い戸どを奥おく深ぶかく覗き込んだような感覚だ。

　ひやりとした闇の中で、ぴたん、ぴたん、とあちこちから雫しずくの垂れる音が響ひびいている。

　幅はばはさほど広くないのに反はん響きようは遠い。どうやらここは長い長い洞どう窟くつのようだ。

　本当に出口があるのかどうかわからない。まるで永遠につづく闇の底のよう。周囲からにじみくる冷気に体熱を奪われ、身体の中まで闇に侵しん食しよくされそうだ。

（なんなの……これ……）

　襲おそってきたのは本能的な恐きよう怖ふだ。

　ここに囚とらわれてはいけない──

　綾華が夢から逃げ出そうと思ったその瞬しゆん間かん。

「────！」

　闇がうねり、綾華は弾はじき飛とばされるようにその世界から締め出された。




　締め出された反動だろうか、横向きに寝たはずの綾華の身体は仰向けに転がっていた。

　目を開けてまず感じたのは光、しかしかすかに翳かげっている。

　翳りを落としていたのは男の顔だ。

（え……）

　傍かたわらで寝ていたはずの男の顔が、綾華の真上、すぐ目の前にある。そして綾華の両手首は男に押おさえつけられていた。

「──何なに奴やつ」

　低い誰すい何か。逆光ながら、その目に厳しい光があるのがわかる。

　殺気を感じさせる緊きん迫ぱく感かん。気け圧おされた綾華は息をすることもできず、目を見開いたまま凍こおりついた。

　動いていたのは早はや鐘がねを打つ心臓のみ。ばくばくと身体からあふれ出そうな鼓こ動どうを感じるが、綾華は天敵に狙ねらわれた小動物のように固まっていることしかできない。

　嚙かみ殺ころされる──

　しかし不意に、男が「いてっ」と声をあげ、拘こう束そくしていた手がゆるんだ。

「なにをする子康！」

「それはこっちが訊ききたいです。なにをいきなり、かよわい女によ人にんに襲いかかってるんですか」

　どうやら子康が男の頭をこづいたらしい。

「なにをって、寝ね込こみを襲われたのは俺おれのほう……ってなんだ？　おまえ」

　子康にこづかれて我に返ったのか、男があらためてまじまじと綾華を見おろした。

「刺し客かくじゃないのか？」

「ちがいますよ。お客人に手て荒あらな真ま似ねはしないでください」

「客？　おまえの？」

「ええ。いまご案内しているところです」

　すると「なんだ、そうか」と男は納なつ得とくして、あっさり綾華を解放した。

　戒いましめられていた手首が解放されて、血が一気に身体中をめぐりはじめる。
















「お客人に手荒な真似をしておきながら謝罪はなしですか」

「寝ているところに無む暗やみに近づいてきたのはそっちだ。普ふ通つうの客人はそんなことしないだろうが」

「普通の人は仕事中に午ひる睡ねなんてしないんですよ」

「じゃあ隣となりで寝ていたこいつはなんなんだよ」

　男はむっとして子康に言い返したが、

「私が無理を言ってお願いしたんですよ。──大だい丈じよう夫ぶでしたか、小華殿」

「え、ええ……」

　まだこわばっていた綾華が子康の手を借りて身を起こすと、その名を耳にした男が目を見開いた。

「──小華？　おまえがあの夢占の？」

「ええ、そうですよ」

　子康の肯こう定ていに男は「へえ」と興味深そうにうなずくと、美術品を眺ながめるかのように綾華をじろじろと見まわしていたが、やがて破顔した。

「夢占小華は名うての夢占というからどれほどの傾けい城せいの美女かと思えば、予想外の小こ娘むすめだな。たしかに〈小華〉だ」

　その言にむっとしなかったわけではない。しかしそれ以上に印象的だったのは男の笑え顔がおだ。

　まるで太陽のような裏表のない笑顔に、綾華は思わず見入ってしまった。

「しかしよく連れてこられたな。攫さらってきたわけじゃないだろうな？」

「まさか。快く応じてくださいましたよ」

　ねえ？　と目配せされても、強気に値を張って抵てい抗こうしたこともあって、綾華もあいまいに微笑ほほえむことしかできない。

「そういうあなたこそ、私が外している間に目を通しておくよう書類を積んでおいたでしょう。ちゃんと終えたんですか」

「ああ、やったやった。いまごろでっかい国印が押されているだろうさ」

（……国印？）

　いますごい言葉を聞いたような気がするが、男はあくび交じりにつづけた。

「あんなかたちばかりの決裁なんざおまえがやれよ」

「そういうわけにはまいりません。それがあなたの仕事ですから」

「だーかーらー形式的なことはもうおまえがやっちまえよ。印もあずけておくから」

「なりません。あなたにしかできない仕事です」

　そう言いきった子康は、決定的な一言を口にした。

「あなたが皇帝なのですから」

（皇帝……!?）

　綾華は驚おどろきに目を見開いたが、当の本人──皇帝天てん英えいはどこ吹ふく風といった様子だ。

「べつに俺でなくてもいいだろ。あんなのだれが押したって変わらないって。現に正書には中書省がでっかい国印を押してるわけだし」

「中書省に決裁権があるわけではありませんよ」

　反論をことごとく言い返された天英は、ああめんどくせえ、と頭をがしがしかいていた。

　──この男がまさか皇帝とは。

（だって、あたらしい皇帝陛下って）

　性格が苛烈で、敵にも味方にも容よう赦しやがなく、猜疑心が強い人物だともっぱらの噂で──

（この人が？　その人って？　──いったいどこが？）

　綾華が啞あ然ぜんとして見つめる前で子康は説教をつづけ、天英はあくび交じりに聞き流している。とても噂に聞いていたような人物ではない。

「──というわけで小華殿」

「はっ、はい？」

　子康は綾華に顔を向けると、穏おだやかな表情をくずすことなく、軽かろやかな一言で重すぎる現実を突つきつけた。

「この方が珂か龍りゆう国こく皇帝、あなたのお客人です。夢占をしていただきたいので、今晩お願いしますね」

（えええええ……!?）
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　その晩、皇宮奥おくの後宮と呼ばれる宮きゆう殿でんのひとつで湯あみをした綾華は、まるで泥どろのついた芋いものようにすみずみまで洗われた。そして水面を埋うめ尽つくす花の風ふ呂ろに浸つかってから、いままで触れたことのないようなやわらかな布で水滴を拭ふき取とられると、薄うす化げ粧しようをほどこされた。

　衣装は刺し繡しゆうの数こそすくないものの、永華楼の妓ぎ女じよよりも上質な刺さしものだ。

（しかもこれって両面刺繡……？）

　表からも裏からも別の絵が現れるように刺す両面刺繡。卓たく越えつした技わざを必要とするもので、これほど精せい緻ちなものとなると、珂龍国のとある地方にのみ伝わる秘ひ技ぎだ。

　永華楼でも店出しの特別な衣ころもでしか見たことがない。さすが皇宮だ。

（でもまさかこれって……）

　とても一介の占い師に貸し出す衣装ではないし、そもそも占い師専用の衣装などあるはずもなく。

　となれば、これはだれのために誂あつらえられたものかといえば──

（夜よ伽とぎ用……!?）

　そう思い至った綾華の心臓がおおきく跳はねた。

　永華楼では夢占のために枕まくらをならべても、手出しするような客はいなかった。もしそのような間ま違ちがいを犯おかせば永華楼から生きて出られないし、出られても洛みやこで生きていけない。

　永華楼の看板で綾華の身は守られていた。しかし皇宮ではその保障がない。看板が通用しないここでは、綾華の身を守るものはなにもない。

（なっ、なにか武器になりそうなもの……！）

　綾華はあわてて見まわすが、皇帝の寝しん所じよにそのようなものがあるはずもない。髪かみに挿さしているのも歩ほ揺ようや簪かんざしではなく、たおやかな生花だ。

（この花にもちろん即そつ効こう性せいの毒なんてないし……）

　この花の根は煮に物ものにすれば意外と美お味いしいのだが、そんな知識はいまはなんの役にも立たない。

　身を守るものは自身の手足だけ。腕わん力りよくを鍛きたえておかなかったことが悔くやまれる。

（って、腕におぼえがあったところで太た刀ち打うちできるとは思えないけれど）

　昼間、綾華の両手首を戒めたあの力──袖そでから覗いた手首は無む駄だな肉がなく、細身ながらも、綾華の力ではぴくりとも動かせなかった。

　もしあの力で組くみ伏ふせられたなら、自分になにができるだろう──と考えていたそのときだ。

「──！」

　綾華の感覚が不意になにかを捉とらえて、びくっと身体がこわばる。

　なにごとかとふり返ろうとしたその瞬間、

「──待たせたな」

（ひあっ!?）

　背後から耳元でささやかれて、綾華は思わずすくみあがる。

　ふり返ると、天英がくくく、と腹を押さえて笑っていた。

「面おも白しろいな。まるで寝ね起おきに驚かされた子こ猫ねこみたいだ」

（小娘の次は子猫？）

　──まったく女人として見られていない。

（まあそのほうが都合がいいけどね……）

　店の男衆がいない場所で男とふたりきりなどどうしようかと思っていたが、天英のこの様子だと緊張する必要はなさそうだ。

「しかしずいぶん察しがいいな。気配を消していたから気づかれるとは思わなかった。軍事訓練でも受けたのか？」

「受けておりません！」

「そうか？　まあたしかに、筋肉のつき方は訓練どころか水みず汲くみすらしたことのない腕だったが」

　昼に手首を取られたことを思い出して、かすかに綾華の頰ほほが熱ほてった。

　あのとき天英はそのようなことまで探っていたのか。

「おまえ、下働きをしたことないのか？　妓ぎ楼ろうの見習いは下働きからはじめるものだろう？」

　なぜ皇帝が妓楼の仕組みなどを知っているのかと思ったが、天英は辺境育ちだったことを思い出す。

「ほかの店は存じませんが、当店ではいたしません。芸事の修しゆ行ぎようが第一、下働きをして傷でもついたら事ですから」

　すると「さすが永華楼は普通の妓楼とはちがうか」と言いながら、天英は水差しに視線を向けた。

　水を注ぐつもりだろうか。客人にそのようなことをさせるわけにはいかないと、綾華は水差しに手を伸のばしかけたが、先に制されてしまった。

「それが永華楼のやり方なのかもしれんが、接待などいらん。ここでは猫ねこもかぶらなくていい。その堅かた苦くるしい言葉はなしだ」

「え？」

「普ふ段だんの口調じゃないだろう。無理するな」

　天英はそう言って無造作に水を注ぐと、杯さかずきを呷あおった。

「口調やしぐさから出身や職を探る。こちらはそういう訓練も受けているからな。取とり繕つくろわれてはこちらも落ちつかない。気にせずいつもどおりでいい」

　天英のおおきな瞳ひとみがまっすぐ見つめてきて、綾華は心の奥まで覗き込まれたような気がした。

（……そんなはずないわ）

　永華楼の妓女ほどではないにしろ、綾華もひととおりの接客は学ばせてもらっている。

　そう簡単に素の自分を見み抜ぬかれるはずがないと、綾華は一息ついて平常心を保ちつつ、一枚だけ猫の皮をはいでみた。

「陛下はなぜそのような訓練を？」

「俺か？　辺境は諸外国からの間者が多いからな。人を見るのも仕事の一いつ環かんだ」

　天英はあっけらかんと明かし、みずからの生おい立たちを隠かくそうとする様子はなかった。

「たしか洛から離れてお育ちになったとか……」

「ああ。珂か崔さいって知っているか」

「珂崔といえば北の国境近くの街ですね」

　珂龍国の北の国境の向こうには多くの騎き馬ば民みん族ぞくがいる。国境は常に騎馬民族の侵しん入にゆうに脅おびやかされて危険と隣となり合あわせ、とても公こう子しが赴ふ任にんするような場所ではない。

「珂崔は康安からけっこう距離があるからな。中央の目が届かない分、好きにやらせてもらえた」

　だから皇宮の奴らとノリがちがうのは勘かん弁べんしてくれ、と天英は笑った。たしかにあまりにもちがいすぎる。

「皇帝らしくなくて悪かったな。想像していたのとちがったろう」

「正直、もっと恐おそろしい御方かと思っておりました」

「だろうな。即そく位いに反対する勢力が好き勝手言いふらしたようだからな。まあ、本当のところを明かすわけにもいかないから、子康あたりが勝手に流る布ふした噂やもしれんが。しかしそれでよく登城に応じたな？」

「お断りすれば店に危害が及ぶかもしれないと……」

「ああ、なるほど。断ったからといってどうこうするつもりもなかったが、応じてくれたのはありがたい」

「子康さまから伺うかがいました。夢見がよろしくないとか……なにか思い当たることは？」

　すると「それがわかっていたら、おまえも商売あがったりだろう」と天英は笑った。

「それとも、あらかじめ調べをつけておいて当てにくるクチか？」

　天英は軽口で揶や揄ゆするようにいたずらめいた目めを向けた。

　たしかに、あらかじめ客の身辺について調べておきながら、あたかも占いで知ったかのようにふるまう、そんな詐さ欺ぎまがいの商売をしている者もいなくはない。

「夢占の対価、法外な額をふっかけたそうじゃないか。それだけの才、ぜひ見せてもらいたいものだな？」

　挑いどむように天英の瞳がきらめいた。妓ぎ館かんの習いを知っている男は、占いの相場も知っているらしい。

　しかし綾華は首を横に振ふった。

「私は、お伺いできることならばあらかじめお聞きしておきます」

「なに？」

「陛下が私に望まれるのは、不快な眠ねむりを穏やかなものにすること。私の務めは、知らないことを言い当てるような奇き術じゆつを披ひ露ろうすることではありませんから──そうでしょう？」

　まさか小娘に言い返されるとは思わなかったらしい。天英の口に浮うかんでいた笑えみが一瞬消え、食い入るように綾華を見つめる。

　しかし天英はふたたび面白そうに笑みを浮かべると、寝しん台だいにどかっと座すわり込んで頰ほお杖づえをついた。

「なるほどな。──ではお手並み拝見といこうか、夢占小華」







　それから綾華がしたいくつかの質問に天英は裏表なく答えてくれたが、眠りを妨さまたげる原因にたどり着くことはできなかった。

　元より綾華も会話だけで原因がわかるとは思っていない。その会話は、客人に緊張をほぐしてもらって眠りに入る抵抗を減らし、綾華も客人の人となりを知って夢に入りやすくするためのものだ。

　はなから緊張感など微み塵じんも感じさせない天英とたわいのない会話をして、天英が眠りについたのは夜半も過ぎてからのこと。

　永華楼でしていたように寝台の下で寝るつもりだった綾華だが、天英に命じられていまはおなじ寝台の上だ。

　いくら広くともおなじ寝台、衝つい立たてもなく不安に思っていたのだが、天英は綾華に指一本触れることなく眠りに落ちた。

（こんな裏表のない人だったら夢に入りやすそう）

　そう思ったが、脳裏をよぎったのは昼に垣かい間ま見みた夢だ。

　──冷えきった闇の洞窟。まるで地じ獄ごくの底までつづいているような。

　本人の性格と見る夢が一いつ致ちするとはかぎらない。だが、これほどあっけらかんとした性格の人が見ていた夢とはとうてい思えなかった。

（あれが穏やかな眠りを邪じや魔ましている元げん凶きよう？　なにか原因があるのかしら？）

　あの闇に吞み込まれないようにと身構えながら、綾華は天英の寝息と呼吸を合わせる。

　深みを帯びた香こうが鼻び腔こうをくすぐる。室内に焚たかれたそれは永華楼でも手に入らないような上質な香こう木ぼくで、その香かおりが、綾華をゆっくりと天英の夢へと誘いざなった。




　──はじめに感じたのは澄すんだ風だ。

　すこし乾かわいた風が、草と土の香りをはらんで駆かけ抜ぬけてゆく。

　綾華が目を開けると、そこにあったのは圧あつ倒とう的てきな広さだった。

「──」

　空と大地。そのふたつをつなぐ地平線。ただそれだけしかない。

　どこまでも広がる草原。視力の限界の先、はるか遠くにいるのは羊の群れだろうか。

　見たことのないその光景に、綾華はただ立たち尽つくすことしかできなかった。

　このような場所が現実にあるのか、それとも夢が生みだした幻まぼろしか。その判断もつかないままただ茫ぼう然ぜんとしていると、背後からどすどすと地じ響ひびきのような音が聞こえた。

　それはあっという間に背後に迫せまり、とっさに身をすくませた綾華のかたわらを駆け抜けていった。

　──馬だ、と気づいたのは駆かけ去る後ろ姿を見たあとだ。

　その馬は洛で車を引いている馬よりともが太く、足は力強く大地を蹴けっている。

　そして馬の背には男の姿。男は鞍くらもつけずに、手た綱づなだけでその馬を乗りこなしていた。

「──様!!」

　付き人らしき者が名を呼びながらあとを追う。

　付き人の馬も遜そん色しよくない立派なものだが、人馬一体となって駆けてゆく男とは距離が離れる一方だ。

　その追走を眺めているうちに、馬の足音は風にまぎれていった。




「──視みえました」

　綾華が告げると、ぱ、と男の目が開いた。

　それまで夢を見ていたとは思えない寝ね覚ざめの良さだ。これも受けた訓練のたまものだろうか。

「なにが視えた？」

　自分の見た夢をおぼえているものか、そう訊たずねる天英の目は、包み布にくるまれた贈おくり物ものを前にしたかのような期待に満ちていた。

「草原が見えました。放牧されている羊も多数。あれは珂崔の思い出でしょうか」

「ほう」

「騎き馬ばに興じている陛下の御姿も見えました。とても巧みでいらっしゃるのですね」

「そこまで視えるとはたいしたものだ。共寝で相手の夢を見るというのは本当のようだな。そしてその夢をどう読み解く？」

「私が視たのはそれだけではございません。──店が見えました」

「……なに？」

　天英は不ふ審しんそうに眉まゆを寄せた。

　天英がいたのは珂崔の草原。しかし夢に入り込んだ綾華は、天英とは別の視点で夢の中の世界を視ることができる。つまり天英が駆けてゆく先ではなく、天英がどこから駆けてきたのか、ふり返って視ることもできるのだ。

　ふり返った先には、街があった。

　戦いくさになれば固かたく閉ざされるであろう大だい門もんはおおきく開かれ、大門近くの店前から天英を見送る人ひと影かげがあった。

　見送っていたのは店主、そしてその店はおそらく妓楼だ。

　つまり──

（要するに遊びに行きたいだけじゃないの!?）

　綾華はくわっと目をむいた。

　夢に見るほどに昔の暮らしがなつかしい、ということだ。

　しかし、直じかに告げるのもはばかられて、

「皇宮での生活を窮きゆう屈くつに感じておいでなのではないですか？　公子時代の生活にもどりたい、とか思っていらっしゃいません？」

　具体的な店の内容には触れず、遊びに行きたいというところをまろやかに言葉を換かえると、天英は驚きに目を見ひらいた。

「ご名答。さすがだな、夢占小華」

「…………」

　相手は皇帝、国を揺ゆるがす大事件でも潜んでいるのかと思いきや、こんな他た愛わいのないことだったとは……。

　当たっても褒められてもまったく嬉うれしくない。

（けれどこれで任務完かん了りようよね）

　思わず脱だつ力りよくしてしまったが、これで誇大広告がばれないうちに無事退散できそうだ。

「現実が満たされれば悪夢も消えます。どうぞお好きに息いき抜ぬきなさってください」

　そう言い置いて綾華が寝台を降りようとすると、「まあそう急せくな」と肩に手を置いて引きとめられた。

「おまえが横にいてくれて寝心地がよかった。もうしばらくここにいろ」

「そういうわけには！」

「帰ろうにも、どのみち門が閉まっていることだしな。いましばらく話し相手になれ」

　と抱だきすくめられてしまった。

　思わず身をこわばらせたが、天英の言葉に裏はない。女人としてではなく猫の代わりにでも置いておきたいだけだ。

（いますぐ帰りたいー！）

　天英は綾華がじたばたするのを面白がっていたが、そのとき。

「──！　陛下！」

　気配を感じた綾華がとっさに声をあげる。

　察した天英が綾華を抱きすくめたまま身体をひねる。直後、なにかが寝台の天てん蓋がいを裂さいてふたりがいた場所を貫つらぬいた。

　天英に抱きすくめられたまま二呼吸。

　それ以上のことは起こらず、天英は身を起こした。

「去った、か……」

　視界が開けると壁かべに投げ刀が二本、昇のぼり竜りゆうの彫ほられた柱に突つき立たっていた。

　これがふたりの身体を貫いていたら──想像すると身がふるえる。

「これはいったい……」

「どうやら耳みみ敏ざとい者がいたようだな」

「と申しますと？」

「おまえがここにいることはなるだけ伏ふせていたのだがな。おおかた、召めし出だされた夢占が実は刺客で、皇帝を暗殺して自害、筋書きとしてはそんなところだろう。仕し掛かける前におまえに気配を読まれたから、逃とう走そう時間を稼かせぐために刀を投げたというところか」

　自分の命に関わることを、天英はいともあっさりと告げた。その口ぶりはまるで日にち常じよう茶さ飯はん事じであるかのようだ。

「こういうことはよくあるのですか？」

「即位前は毎晩だったな。しかもべつに雇やとわれた刺客同士が鉢はち合あわせしたりな」

　と天英は笑うが、まったく笑いごとではない。

「最近は数日おきだが、それはそれで堪こたえるな。毎晩だと寝たふりで起きていられるが、あったりなかったりだとつい寝入ってしまう」

（え？　あ、もしかして今日の午睡も……？）

　夜に寝られないなら昼に寝るしかない。昼のあれが天英の本来の睡すい眠みん時間だったということだ。

（じゃあ昼に見たあの夢が問題の悪夢？）

　眠りをあのような夢に支配されていたら、さぞかし苦しいことだろう。

　夜はあんなに楽しい夢を見ているのに──と思いかけて、綾華ははたと気がついた。

（──っていま、寝たふりって言った……？）

　寝起きに見せた天英の好奇心に満ちた目。見ていた夢をおぼえている人もたしかにいるが、あれはまさか。

「陛下はもしかして、見たい夢を見ることとか、できたりします……？」

　おそるおそる訊ねると、天英はあっさりと種を明かした。

「まあいつもとは言わんが、午睡程度の浅い眠りならな。何度も見たことがある夢なら呼び出せる」

　その返答に、綾華は感かん嘆たんの息を漏らした。

（だから夢をはっきりとおぼえていたのね……）

　先ほど綾華が見た夢は、天英が見ようと思って呼び出したものだということだ。

　共寝の相手の夢を見るという、夢占小華の腕を試してみたということか。

　呆あつ気けにとられる綾華をよそに、天英は寝台を降りて扉とびらを開けたので、綾華がついていこうとすると、「来るな」と制された。

「え？」

「見ないほうがいい」

　言葉の意味を取りそこねていると、室外の風とともに入り込んできたのは血の匂においだ。おそらく警護に当たっていた者が襲われたのだろう。

　天英が介かい抱ほうに向かう様子もない。もう手て遅おくれということだ。

　室の外には死体──その現実に綾華が身を凍らせていると、天英は冷静にほかの者を呼び、警戒するように命じてふたたび扉を閉ざした。

「今晩は室から出ないほうがいい。まだ皇宮内に潜ひそんでいるだろうしな」

　血だまりができているような室外には命じられても出たくない──が、一刻も早くここから逃げ出したいのも本音だ。

（ど、どうすればいいのわたし……!?）

　綾華が動どう揺ようしていると、ふと天英が告げた。

「しかしすごいな。さっきは俺より早く気づいたろう。本当に軍事訓練を受けていないのか？」

「受けてません！」

「じゃあ刺客としての訓練は？」

「受けてませんって……！」

　反射的に返すと、「じゃあ小動物の勘かんだな」と苦笑された。

　天英の中では女人どころか子猫からも格下げされて、ネズミかなにかだと思われている気がする。

「では私はこれにて……」

　ネズミで結構とばかりにそそくさと逃げ出そうとした綾華だったが、小動物よろしく襟えり首くびを摑つかんで止められてしまった。

「待て待て」

「ひあ!?」

「夢を視る能力もさることながら、その危機察知能力はたいしたものだ。おまえがいれば危険が迫る前に知らせてもらえそうだ」

「わたしは炭鉱の金糸雀カナリアじゃないんですけど!?」

「金糸雀のように歌えとは言わんさ。ただここにいてくれればいい」

　そのまま背後から抱きすくめられて綾華はびくっと固まった。

　──しかしそのまま待つこと数呼吸、背後から聞こえてきたのは寝息だった。

　襲しゆう撃げきを無事しのいでほっとしたのか、天英はそのまま寝落ちてしまったらしい。

（この隙すきに……）

　と天英の腕から抜ぬけ出だそうとした綾華だが、天英はたしかに眠っているのに腕はがっしりと綾華を捕つかまえていて逃げられない。

　大声を出せば室外にあらたな警護の者がいるはずだが、はたして助けてもらってよいものか。

「ここにいろ」というのが天英の命ということは、そもそも皇帝にしたがう彼かれらが助けてくれるだろうか──

（ということは、一晩中このまま……？）

　完全に眠りに落ちた天英の体熱に包まれながら、綾華は青ざめた。

（わたしはどうすればいいの～～!?）
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　翌朝。綾りよう華かはいままでに見たことのないような豪ごう勢せいな膳ぜんに囲まれて、

（これを全部食べろってこと!?）

　と蒼あおくなっていると、配はい膳ぜんを指示していた侍じ女じよが、

「手の届く範はん囲いすべてに膳をふるまうことがもてなしとされているだけですので、すべて召めし上あがっていただく必要はありません。お好きなものをお召し上がりくださいませ」

　と教えてくれて、ほっと息をついた。

　宮きゆう廷てい料理人が腕うでをふるった料理は、味はもちろん一級品、見た目も色あざやかで、はじめはおののいていた綾華だが、すべての料理に箸はしを伸のばしたくなった。

　こんな料理、いまを逃のがせば一生口にすることなどできない。睡すい眠みん不足がたたって食欲がふるわなかったが、それでも『もったいない』『一生一度』と心のなかでつぶやきながら一皿一口ずつつまんでいると、どれほど時間が経たっていたものか、朝議を終えた天てん英えいが室へやにもどってきた。

　天英は錦きん糸しの竜りゆうの刺し繡しゆうが施ほどこされた正装姿、二十四旒りゆうの冕べん冠かんを外すと、結ゆい上あげた髪かみをまとめる幘さくも錦にしきだ。

（本当に皇こう帝てい陛下なんだ……）

　疑っていたわけではないが、初対面が一武官姿だっただけに、いまさらながらに思い知らされる。このような服が似合ってしまうあたり、育ちはさておき、やはり血は争えないということか。

　しかし当の本人の天英は、高貴さなど朝議の場に置き捨ててきたものか、卓たく子しに無造作に冠を置くとさわやかな顔でのたまった。

「昨日はおかげでよく眠ねむれたぞ」

（おかげでこちらは一いつ睡すいもできなかったんですけど!?）

　くわっと嚙かみつかんばかりの恨うらみが顔に出ていたらしい。天英は大笑した。

「昨晩寝ねられなかったなら午ひる睡ねをすればいい」

　室もいいがおすすめはあの池のほとりだな、などとつづける天英が、午睡にふさわしい場所を求めていろいろ試ためしていたことがよくわかる。

（こんな皇帝でこの国は大だい丈じよう夫ぶなのかしら……）

　などと思ったが、つづく言葉に綾華は思わず息を吞のんだ。

「人のいない後宮の庭は安全でいいぞ。人ひと気けがないからな」

「──！」

　──そう、天英は好きで午睡をしているわけではない。夜に眠れない代わりに午睡をしているのだ。

　周囲に護衛がいなければ狙ねらわれる、しかし護衛もまた味方とはかぎらない。周囲に人がいてもいなくても危険であることに変わりはない。

　そんな天英が見つけた安らぎの場所が、あの池のほとりなのだろう。

　適度に広く、適度に人気がない。睡眠中に人が近づけば不ふ審しん者しやだと気づくことができる。そして綾華にしたように、組くみ敷しいて捕とらえることもできる──

（ゆっくり眠れないのはつらいわよね。眠れないと精神も不安定になるし……）

　同情しかけた綾華だったが、つづく言に思わず叫さけび返した。

「おまえの添そい寝ねはよく寝られるんだがな？」

「添い寝ならお妃きさきさまに頼たのんでください……！」

　ただ傍かたわらで眠るだけなら夢ゆめ占うらとして毎晩していること。しかし抱だきすくめられたのははじめてだ。

　天英は熟じゆく睡すいしているとはいえ、その心音と体熱にどきどきして、綾華は一晩中眠りにつくことができなかった。

　寝ね心地ごこちがよいからと安易に抱き枕まくらにされては困る。思い出すだけで顔が熱ほてる。

「陛下にはお妃さまがたくさんいらっしゃるのでしょう」

　気き恥はずかしさを押おし隠かくして告げた綾華に、天英は気づいた様子もなくさらりと返した。

「残念ながらまだ決まっていないのでな」

（え？　……そういえばお妃さまを選んでいるまっただ中だっけ？）

　本来なら皇帝には太子時代から妃きさきがひとりふたりはいるものだが、天英は太子ではなく洛みやこにもいなかったので、一から選んでいるところだ。

「お妃さまってどうやって選ぶんですか？」

「選秀女という試験の結果次し第だいだ。いまも試験がつづいているみたいだぞ」

「試験の結果次第ってそんな、他ひ人と事ごとみたいに……」

「実際他人事だからな」

　さらりと告げると、天英は口こう端たんを皮肉げに歪ゆがめた。

「俺おれと無関係のところで、年とし頃ごろの娘むすめたちがふるいにかけられている。俺が介かい入にゆうする余地はない」

（自分の妃おく嬪さんなのに？）

　お妃さまひとり自分で選べないなんて、皇帝っていうのも意外と不自由なのね……と思いきや。

「まあ、最終試験は俺の趣しゆ味みだけどな」

「──！　じゃあさっさと選んでください！」

　つまりは選えりすぐりの美女、才女から選びたい放題ということだ。また天英にからかわれてしまった。同情しかけた自分がバカみたいだ。

「きっと小動物を側に置くより寝ね心地ごこちがいいですよ」

　むくれてそっぽを向いた綾華だったが、耳に飛とび込こんできたのは真面目な声こわ音ねだった。

「──正直、おまえの勘かんはとても助かる」

「……え？」

　思わずふり返ると、天英の瞳ひとみがまっすぐにこちらを見つめていた。

　真しん摯しな黒曜の瞳。吸すい込まれるように目を逸そらせない。

「これからも側にいてくれ」

（……！）

　真正面から告げられて、綾華は思わず息を吞んだ。

　ゆっくり眠れない辛つらさはよくわかる。夢にうなされる辛さもだ。

　天英の眠りを妨さまたげるのは刺し客かくと悪夢。刺客を報しらせて、悪夢を解き放つ。その両方が自分にはできる──できてしまう。

　──自分が側にいることで、天英が安らげるというなら。

「……じゃあ、お妃さまが決まるまでですよ」

　気持ちに押おされるまま、すこし目を逸らし気味に答えると、天英の目め許もとがやわらいだ。

「感謝する」

（ああ、笑え顔がおがまぶしい……）

　綾華はくらくらと目め眩まいがした。

　目鼻立ちがおおきく、表情豊かな天英の笑顔は、どこか人なつっこさがある。こんな人が苛か烈れつだと噂うわさされているなんて信じられない。

（でも……）

　昨日の昼、午睡中に近づいた綾華を捕らえたときの天英の目。

　そこにあった野性のような鋭するどい光。

　この笑顔からは信じがたいが、あれもおなじ天英だ。だからきっと噂もまったくの噓うそではなく、そんな一面もたしかに持っているのだろう。

　表情豊かなのに感情を捉えがたい。心に隠かくしているものを奥おく深ふかくに沈しずめて、表に出さない人だ。

「しかしおまえのその小動物的な勘は、訓練で得たものでないとしたらどこで培つちかわれたんだろうな」

「えっとそれは多分、幼いころから──」

　考えごとをしている隙すきを突つかれて、つるっと口に出しかけた綾華は、はっと我に返った。

「──幼いころから妓ぎ館かんにいて、お酒が入ると気が荒あらくなる方がいらっしゃいますから。そういうことから気配を読むのが上う手まくなったのだと思います」

　綾華はなにげなさを装よそおって言葉を繕つくろう。

　天英も「そういうものか」とうなずいて、不審に思う様子はなかった。

（あぶないあぶない……）

　いま天英に告げたこと、それは『噓』だ。

　小動物的な勘が培われた理由ならわかっている。




　──けっしてこの力を知られてはいけないわ。でないと……。




「──ぼやっとして、どうした？」

「えっ、な、なんでもございませんけれど!?」

　つい過去に引き込まれていたらしい。返す声音が裏返ってしまった。

「そうか？　皇お帝れ以上に察知が鋭いなんて、よっぽど身の危険を感じていたんだな。永えい華か楼ろうで泥でい酔すいするまで吞むなんざいくらかかることやら。よっぽどの大たい人じんだな」

　羨うらやましいかぎりだと笑う天英に、「皇帝陛下ほどではないですよ」と軽口で返す。

「お吞みになりたいのですか？」

「そうだな。だが今日はまだはじまったばかりだから、いましばらく我が慢まんだな。──ああ、ちょうどこれから選秀女を見に行く。おまえも一いつ緒しよに行くか？」

　思わぬ誘さそいを受けて、綾華は首を横に振ふった。

「私が行ったところでなんのお役にも立ちません」

「妃嬪候補、つまりは将来の添い寝役だ。夢見が良さそうな者を見立ててもらえると助かるのだが」

　たしかに添い寝は妃に頼めと言ったのは綾華だが、夢見が良さそうかどうかなんて見てもわからない。

（それに陛下のお妃候補──）

　そう考えたときなぜか胸むねの奥おくがちりっとした。

（……え、いまのなに？）

　綾華自身わからない感情に考かんがえ込んでいると、問答無用で天英が綾華の襟えりをつまみあげた。

「さあ行くぞ」

「えええ!?」
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　服は正装のまま、冠かんむりだけ簡素なものに替かえた天英に誘われて、綾華は妃候補の娘たちが試験を受けているという宮きゆう殿でんに案内された。

　宮殿──蘭らん香こう殿でんは後宮ではなく、元は後宮に勤める女官用の宮殿だという。

「いま、後宮は封ふう鎖さされていて女官の数が減っているからな。娘たちは空いたこの宮殿に住んでいる」

「住すみ込みするほど試験って長いんですか？」

「ああ、一年がかりだそうだ」

「一年!?」

　思わぬ答えに綾華は目をむいた。

　最難関かつ最大規模の科挙でもほんの数日だというのに。

「まあ、試験というよりむしろお妃教育だな。教育の過程で素質を見て、後宮内の序列を決めるそうだ。もう半年以上経っているから、かなり絞しぼられているようだな」

　女の至高の座をめぐる戦いだ。どんな熾し烈れつな争いが繰くり広ひろげられていることか──

　綾華がごくりと唾つばをのむ前で、宮殿の大だい門もんが閂かんぬきを抜ぬいて押おし開ひらかれた。

　瞬しゆん間かん。

「きゃあ陛下！」

「いらせられませ陛下！」

「お待ちしておりましたわ！」

（なっ、なに!?　この黄色い歓かん声せい!?）

　動どう揺ようした綾華には、開かれた門の先に花畑が見えた気がした。それはまったくの気のせいで、花に見えたのは娘たちの色とりどりの衣ころもだ。

「みな元気そうだな」

「ええ、毎日有意義に学ばせていただいております」

「昨日はお見えにならずに寂さびしかったですわ」

「いらしていただけて光栄ですわ」

　天英はあっという間に娘たちに取り囲まれていた。

　着き飾かざった娘たちはみな一様に領ひ巾れをひらひらさせて、花というよりむしろ花に群がる蝶ちようだ。

　娘たちの年は綾華とおなじころ、だが人気役者の追っかけのような熱気に圧あつ倒とうされて、綾華は呆ぼう然ぜんと立たち尽つくすことしかできなかった。

　その一方で、天英は娘たちとすっかり打ち解けている様子だ。何度も顔を出していたのだろう。

（もう半年以上っておっしゃっていたっけ）

　天英を取り囲む娘たちは、天英とともにやってきた綾華の存在に気がついているだろうに、だれも見向きもしないし、話を振ろうともしない。あからさまな無視だ。

（なんだか、針の背でちくちくされている感じ？）

　針先のように痛くはないが、胸の奥がざわざわする。

「さあ陛下、こちらでお寛くつろぎくださいましな」

　娘たちに誘われるまま天英は四阿あずまやに歩みだし、突つっ立たったままの綾華が置いてゆかれそうになっていると、天英がふり返った。

「小華」

「は、はい!?」

「こっちへ来い」

　その一言で娘たちが波のように退き、天英までの道が一直線に開かれる。

（放っておいてくれていいのにー！）

　と思いつつも、皇帝の命めいだ。いやおうなしに従わざるをえず、足を踏ふみ出だした綾華だったが、それまで針の背だった空気が針先に変わって突つき刺ささってきた。

（し、視線が痛い……）

「……まあ、こちらの方は？」

「陛下のお気に入りですの？」

　天英の隣となりに立ってようやく娘たちの言葉に綾華の存在が載のった。しかしやはり娘たちは綾華のほうを見ようともせず、視線は天英に釘くぎづけだ。

　自分のほうが美人だとわかっている目つき。

　こんな小こ娘むすめよりわたくしを見て──そう瞳が訴うつたえている。

　綾華も永華楼みせに出られる程度には整った顔立ちをしているが、なんといっても国内随ずい一いちの美女が集つどう試験だ。みな素晴らしい美び貌ぼうの持ち主のうえに、化け粧しようの気合いの入り方がちがう。

（でも永華楼はもちろん、ほかの店の妓ぎ女じよでもこんなにあからさまな媚こびは売らないわよね……）

　いままで媚びを売る必要などまったくなかっただろう名家の娘たち、そんな彼かの女じよらの必死さがひしひしと伝わってくる。〈皇帝〉には彼女たちにそうさせるだけの力がある、その現実を見せつけられた気がした。

　娘たちを引き連れて四阿に向かうと、天英の席の前にだけ小さな卓たく子しが置かれ、ほかは多くの椅い子すだけがならべられていた。

　天英を取り囲む席順で娘たちが争うことはない。すでに序列ができあがっているものか、座すわる位置も決まっているようだ。

　そして綾華は天英のすぐ隣に座ったものの、部外者感はぬぐえなかった。

「陛下はどちらでこの方とお知り合いになられたのですか？」

「ああ、すこし夢見が良くなくてな。この者に看てもらっているところだ」

　天英の口ぶりは、まるで綾華が医生であるかのようだ。

　もちろん綾華に医術の心得などない。だが夢見が良くないことも、天英を看ていることも、噓ではない。上手いごまかし方だ。

「まあ、そうですの。陛下のお体が心配ですわ」

「わたくしが癒いやしてさしあげとうございます」

　同情の声が次々とあがる。娘たちはすこしでも天英の関心を引こうと必死だ。

　しかしそんな中、綾華とは逆ぎやく隣どなりの、天英のもっとも近い席にいた娘が問うた。

「陛下はこの方をこちらにお加えになるおつもりでしょうか？」

　その問いに、空気が凍こおりついた。

　だれもが気にしながら口に出せずにいた疑問。彼女らの序列でもっとも地位の高い娘が代表して聞いたのだろう。

　みな一様に息を吞み、凍いてついた空気は先ほどまでの針の筵むしろどころではない。特大ツララの真下で磔はりつけにされた気分だ。

（こ、怖こわい……）

　動揺する綾華に天英がちらっと視線を向けてきて、綾華は目線で懇こん願がんした。

（お願いだから否定して～～～！）

　天英に肯こう定ていされれば最後、綾華はこの女の修しゆ羅ら場ばのど真ん中に置き去りにされかねない。

　そうなった暁あかつきにはどんな試練が待ち受けることか。

　それだけは勘かん弁べんしてほしいと念を送っていると、天英は面おも白しろがるようにすこし口端を歪めた。

「まあ、そうしたいだけの才の持ち主ではあるがな」

　肯定しないが否定もしない。なにかをにおわすような含ふくみのある返答に、その場の空気がさらに冷ひえ込こむ。

（勘弁して～～～！）

　零れい下かの空気に耐たえきれず、綾華はハリネズミのように丸まりたくなった。

　──と、そのときだ。

（え、なに？）

　綾華の勘がなにかを感じ取った。

　直後、足を蹴けられて、はっと見やると、綾華の前で娘が転びかけていた。

「おっと」

　瞬しゆん時じに反応した天英が腕を伸ばして、娘を支える。

　おかげで娘が倒たおれることはなかったが、娘が手にしていた水差しが石いし畳だたみに落ち、派手な音を立てて砕くだけ散ちった。

「も、申しわけございません、陛下……！」

　天英に助けられた娘は恐きよう縮しゆくしきって、水みず浸びたしになったその場に平ひれ伏ふさんばかりの勢いだ。

「気にするな」

　たいしたことではないとばかりにさらりと告げて、控ひかえていた女官に片づけを命じた天英に、娘が言葉を継ついだ。

「どうやら足をひっかけられてしまったようで」

（え？）

　不ぶ躾しつけな真ま似ねを申しわけございませぬ云うん々ぬんと娘は言葉を連ねている。

（……それって私のせいってこと？）

　もちろん綾華は足を投げ出したりしていない。それどころか、凍てついた空気に身体を縮こまらせていたほどだ。しかし、

「ああ、この者も宮中の衣い装しように慣れていないのだろう。悪く思うな」

　と天英は娘を慰なぐさめ、娘はようやく強こわ張ばっていた頰ほほをゆるめた。

「陛下のおかげでわたくしは無事にございます。この方をお責めあそばされませぬようお願い申し上げます」

（……なんなの？）

　濡ぬれ衣ぎぬを着せておきながらかばうような言い様に、綾華は啞あ然ぜんとする。

　そんな綾華をよそに娘との会話を続けていた天英だったが、やがて、

「破は片へんで怪け我がでもしたら大変だ。今日はこれまでとしよう」

　とお開きを告げた。







「またいらしてくださいましね」

　と口々に告げる蝶たちに見送られて、天英と綾華は宮殿をあとにする。

　天英は気前よく晴れやかな笑顔で応えていたが、綾華の心に生まれた靄もやが晴れることはない。

　宮殿から離はなれてしばらくして、声が届かない距きよ離りになって、綾華は感情を爆ばく発はつさせた。

「わたし、なにもしてませんけど!?」

　しかし天英は顔色ひとつ変えることなく即そく答とうした。

「わかっている。自演だろう」
















「──え？」

「これでも国境の砦とりで、戦いくさの最前線にいたんだぞ。目は良いいほうだ」

　つまり、天英は娘がわざと躓つまずいたことに気づいていたということだ。

「じゃあどうして……」

　娘を慰めるようなことを言ったのか。そう思った綾華に、「ここはそういうところだからな」と天英はあっさりと事情を明かした。

「鈴りん麗れい──あの者は現状、四番手でな。後宮は正せい妃ひが一人、妃が二人。これが三妃と呼ばれ、次は九きゆう嬪ひんだ。妃と嬪の狭はざ間まで焦あせりがあるんだろう。人を陥おとしいれてものし上がった者が勝ち、あそこはそんな場所だからな」

　だから気にするな、と天英はあっけらかんと告げ、綾華は啞然とした。

　まさか皇こう宮ぐうでそんな女の争いに出くわそうとは。まるで妓ぎ楼ろうのようだ。

「……そんな人ばかりでは気が休まりませんね」

「そんなものは期待していないさ。あいつらも必死だし、その貪どん欲よくさは後宮でしたたかに生いき抜ぬいてゆくために必要なものだ」

「でもそんな野心を感じていてはゆっくり眠れないでしょう」

　すると天英はふり向むきざまに、にやりといたずらめいた笑えみを浮うかべた。

「まさか、本当に〈寝る〉ために寝しん所じよに召めすと思っているのか？」

「そっ、それくらいわかってます……！」

　綾華はあわてて反論した。小娘だと思って侮あなどりすぎだ。

　しかし羞しゆう恥ちに顔を赤くした綾華に大笑して、

「まあ今晩もよろしく頼む」

　と天英は子どもをあやすかのようにぽんぽんと綾華の頭を撫なでた。
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（ううう、絶対に女によ人にん扱あつかいされてない……）

　夜。天英はすうすうと安らかな寝ね息いきをたてていた。

　ただし、綾華を片手に抱きながら──だ。

　その晩は宴うたげで軽く酒が入っていたためか、二言三言交かわしただけで天英は眠りに入った。そのとき無意識かどうか綾華を抱き寄せて眠ってしまって、いまのこの状じよう況きようというわけだ。

　天英に意識はないとはいえ、衣越しに伝わる鼓こ動どうと体温にどきどきして、綾華はとても眠れない。

（たしかに男の人の肌はだは熱いって聞いていたけれど……！）

　仮にも綾華は妓楼暮らし、男は知らなくともあの手この手の話は耳にしている。完全に耳みみ年どし増まだ。

　とはいえ、いくら知識として知っていても現実は別。そういうものだからといって鼓動は納なつ得とくしてくれない。

　衣を収める室へやに焚たかれた香こうのにおい、衣装箱から移った木のにおい、それにわずかな酒気とかすかに寝ね汗あせが混じって、綾華の意識を酩めい酊ていさせる。

『まさか、本当に〈寝る〉ために寝所に召すと思っているのか？』

　彼女たちと〈寝る〉ときはこうではないだろうし、天英も気にしていない様子だった。

（けれど、あの心を許せないような娘たちが妃になるのよね……）

　そのことが気がかりだった。

　いまの綾華の心音が落ち着かないのとおなじ、後宮はそういう場所だ、後宮の女はそういうものだと知っていることと、心が納得することは別なのだ。

（いい眠りを得るためには、心安らかにいられる場所が必要よね）

　今晩のように自然と眠りに落ちられる場所。自分が女人扱いしてもらえていないことに傷つかないわけではないが、いまこの安らかな眠りがこれからも訪おとずれてほしい──

　精せい悍かんな喉のどが規則的に上下するのを見ながら、綾華はそう願っていたが、ふと天英の息が乱れ、眉まゆも苦しげに寄っていることに気がついた。

（夢を見はじめたの……？）

　眠りは一定ではなく、深い眠りと浅い眠りが交こう互ごにやってくる。

　寝ね入いってからすでに一時あまり、眠りが浅くなって夢を見ているのかもしれない。

（どんな夢を見ているの？）

　その夢は幸せなものとは思えず、綾華は不安を感じながら、天英と呼吸を重ねた。




　──ぴたん、ぴたん、と雫しずくが岩を打つ音。あたりに漂ただようひやりとした空気。

　綾華は目を開けたが、あたりは依い然ぜんとして、ぼうとした闇やみに包まれていた。

（この夢って昨日の昼の……）

　昨日は恐きよう怖ふを感じて逃にげ出だしてしまったが、これが天英に巣食っている元げん凶きようなのだろうか？

（この先に悪夢の答えがあるの？）

　天英がこの夢をくり返し見るというなら、きっとここに答えがあるはずだ。

（解き明かさなきゃ）

　どこまでつづくかわからない長い長い洞どう窟くつ。

　光の届かないはずの場所がぼんやり照らしだされているのは、だれかが灯あかりを持っているためだろうか。

　綾華は心を決めると、先の知れぬ闇の中で一歩を踏み出そうとした──瞬間、突とつ如じよその世界からはじき出された。




「──！」

　本当に瞬まばたきひとつの間の出来事だった。

　天から落とされたように、綾華の身体がびくりと強張った。

　本来、人は夢から徐じよ々じよに目覚めるもので、綾華も入り込んだ夢の世界から抜ぬけ出だすことには慣れている。このように夢からはじき出されるのはそうそうあることではない。

「──悪い」

　その声音に目を開けると、天英の瞳が綾華を見下ろしていた。

「陛下……？」

　いつも楽しげな笑みを浮かべている天英だが、いまはいつになく静かな目をしていて、心の奥深くに沈めるなにかを感じさせた。

「良くないものを見せてしまったな」

「いえ……」

　急に世界からはじき出されたのは、天英の目覚めがそのようなかたちだったからだ。

　悪夢にうなされて突とつ然ぜん目覚めるというのは、いままでの客にもよくあったこと。しかし今回ばかりは天英の反射能力に綾華がついていけなかった。それだけ急に目覚めたということだ。

「昨日の夢のつづき……ですか？」

「そうだろうな」

「なにか思い当たることは？」

　くり返し見るということは、その夢はよほど強く天英の意識に巣食っている。

　その原因を取り除けば、眠りも安らかなものになるはずだ。

　しかし、天英は考え込むこともなく頭かぶりを振った。

「さあ、思い当たるものが多すぎてどれだかわからん」

「そんな。なにかしら原因があるはずです」

「そうは言っても、皇こ宮こは表も奥おくも野心あらわな魑ち魅み魍もう魎りようが跋ばつ扈こする場所だからな」

　そう告げて天英は薄うすく笑った。

　たしかに皇宮は男も女も野心をうずまかせる場所だ。しかしそれがわからない理由ではないと綾華は直感した。

（はぐらかされた……？）

　わからないのではない。わかろうとしない──いや、わかっていても答えるつもりがないのだ。

　踏ふみ入いらせるつもりはないと、線を引かれた。

　気安く接していても、心を許してもらったわけではないということだ。

　いままでの客にもあった。悪夢から解放されることを願っていても、心の奥を覗のぞかせてもらえるかはまた別のこと。初対面では気を許してもらえず、二度、三度と回数をかさねて、心の距離を縮めることで、ようやく本当の夢にたどり着くことができる。

（陛下は手ごわいかも……）

　はじめから警けい戒かい心をあらわにしている相手ほど、障しよう壁へきが崩くずれたら一息に原因までたどり着ける。しかし心を許してくれているように見える相手ほど難しい。

　表向きは親しく接していても、奥まで踏み入ることを許してもらえない。

（これは長期戦かしら）

　さて、どうすれば気を許してもらえるものか──

　そう思案していると、不意にぽん、と頭に手を置かれた。

「え？」

　視線を上げると、天英の目が綾華を見下ろしていた。

「悪かった。安あん眠みん妨ぼう害がいしてしまったみたいだな」

「──！」

　──どくん、とひとつ、鼓動が跳はねた。

　綾華を見下ろす優やさしい瞳。

　綾華の頭を包み込むように置かれたおおきな手のひら。

　じんわりと熱が伝わってくるとともに、綾華の鼓動が速まる。

（……え、なにこれ）

　蓮れん蓉ように撫でてもらったときとはなにかが違ちがう。けれどなにが違うのかわからない。

　いままでの綾華の暮らしにはなかった感情で、綾華の意思とは無関係にとくとくと速まりつづける鼓動に動揺する。

（いったいなんなの……？）

　天英の瞳に囚とらわれたまま、混乱する頭で原因を考える。

（いま考えていたことっていえば、えーっと──）

　そしてはっと気づいた綾華は、目を見開いた。

（──そうよ！）

「陛下、時は金なりって言葉をご存じですか？」

「……は？　なんのことだ？」

　急な話に天英は目をぱちくりとさせた。

（きっと『長期戦』に動揺してしまったんだわ！）

　この仕事は報ほう酬しゆうが決まっている以上、一晩で終えても一ヶ月かかっても稼かせぎはおなじ。つまり長引かせたら長引かせるだけ一日当たりの単価が下がる。

　すぐに切り上げて永華楼に帰るはずが、引きとめられて混乱してしまったのだろう。

（もらうものはさっさともらって、一日も早く帰って賃仕事しなきゃ！）

　たしかに笑顔で心を閉ざし、眠っても見たい夢を引っ張り出せる天英は手ごわい。

（けれど、話してくれないっていうならこちらで調べるまでよ）

　方針は決まった。原因もわかってすっきりした。

　今晩はもうできることはなにもない。となれば、とっとと寝るべしだ。

（勝負は明日からよ）

「……お、おい？」

　自分をほったらかしで背を向けて布ふ団とんをかぶった綾華に、天英がとまどった声をかける。

　しかし今日はもう営業終しゆう了りようとばかりに、綾華はその声を無視して眠りについた。
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（まずは体力！）

　早朝。しっかり睡すい眠みんをとった綾りよう華かがところ狭せましと並べられた膳ぜんをもりもり食べていると、寝しん所じよから出てきた天英が目を瞠みはった。

「朝からよくそんなに食べられるな？」

「体が資本ですから。食欲第一です」

　年とし頃ごろの娘むすめらしからぬ返答をした綾華だが、天英は意外にも嬉うれしそうにまなじりを下げた。

「いい食べっぷりだ」

「……なんだか嬉しそうですね？」

　リスが餌えさを頰ほお張ばっているみたいだとでも言うつもりか。

　胡う乱ろんな目を向けた綾華だが、返答の風向きはちがった。

「美う味まそうに食べている姿は見ていて気持ちいい。試験中の女たちはいくら勧すすめても食べようとしないからな」

（たしかに、いまは食べている場合じゃないわよね……）

　容姿や体型が重視されるであろう試験の真っ最中に太るわけにはいかない。

　一世一代の大勝負だ。食事を抜ぬいてでも体型維い持じしたいところだろう。

「もしかしてぽっちゃりがお好みですか？」

「そういう性せい癖へきはないが、ふくよかに越こしたことはないな」

　洛みやこの女は細すぎる、と天英は独りごちた。

（この情報を提供したら喜ばれるかしら？）

　ちらっとそう思ったが、自分のもたらした情報など聞く耳を持ってもらえないだろうことも想像がつく。

「で、昨日の夢ゆめ占うらはどうだった」

　期待をこめて訊たずねてきた天英に綾華は即そく答とうした。

「していません」

「は？」

「わたしも眠ねむらないと生きていけませんから」

　天英のあの様子では、昨晩あのまま夢を覗のぞきつづけていても、天英が意識的に引っ張り出してきた夢しか見られなかっただろう。もうごまかされるのはまっぴらだ。

「夢占は夢を占うらなってなんぼだろう？　職務怠たい慢まんなんじゃないか？」

　天英は目をぱちくりさせながら訊きいてきたが、

「たしかに夢占はそのとおりです。でもお側に置いていただいている理由は、夢占としてではないようですので」

　天英に望まれているのは小動物の置き物としてだ。

　そうきっぱりと告げると、天英は「まあな」と苦く笑しようした。

「寝ねていてもちゃんと『小動物の勘かん』は働きますし、夜に休ませていただいた代わりに昼に働きます」

　妓ぎ楼ろう育ちでもお天道様てんとさまが出ているうちに寝るなんてもったいないことはしない。灯あかり代もタダではないのだ。

「ほう、なにをすると？」

「陛下のお暮らしぶりを見せていただけませんか」

「……？　見てなにをするつもりだ？」

「陛下の夢を解きほぐすために必要なことを調べます」

　綾華はあえて言葉をぼかした。具体的なことを告げてはまた天英に隠かくされるかもしれない。

　悪夢を解決したいということと、心を隠したいということ、そのふたつはあたりまえに併へい存ぞんする。人として普ふ通つうのことだ。

「べつにかまわんが、さすがに朝議には連れていけないぞ」

　そう告げる天英に、綾華は「了りよう解かいしました」とうなずいた。




（普ふ段だんの生活からでもなにかわかるはずよ）

　了りよう承しようを得た綾華は、すぐさま天英の観察をはじめた。

　まず朝一番におこなわれるのは御ご典てん医いによる診しん察さつだ。触しよく診しんで体温と脈を測り、体調を問もん診しんする。

　そこで健康上に問題がないと、食事内容に変へん更こうはないことが伝えられ、天英が湯あみをしているうちに朝食が次の間に運ばれる。

　朝食は、量はさほどではないが、色あざやかな八色の膳だ。聞けば、食は医に通じ、すべての色を体内に取とり込むことが健康と国の豊ほう穣じようにつながるらしい。

　天英がすべての膳に箸はしをつけている最中さなか、側そば役やくの者が今日の予定を読み上げる。次いで別の側役が今日の朝議の案件を伝える。

　そうこうしているうちに食事を終えた天英は、身のまわりを整ととのえて、衣ころもを正装にあらため、その間もほかの側役を呼びつけては内容の確かく認にんを取っていた。

（ちゃんとお仕事してる……）

　飄ひよう々ひようとした風ふう来らい坊ぼうの印象があったが、仕事をする姿が板についている。報告に対する理解も早く、指し摘てきも端たん的てきで鋭するどい。科挙合格者であろう側役と能力的に対等に話しているように見える。きっと頭の回転がいいのだろう。

　側役たちは任務に徹てつしていたものの、すこし離はなれた場所から様子を探さぐっている綾華を不ふ審しんに思っているのは視線に表れていたらしく、天英は苦笑しながら、

「あれはそこいらにいるネズミだと思って気にするな」

　と告げて、準備が整うと朝議におもむいた。

　その日の朝議は一刻ばかり。昼前にもどってくるなり天英は正装をくずし、武官服に着き替がえた。

　また午睡ひるねをするのかと思いきや、向かった先はなんと、皇こう帝てい直属軍である光こう禄ろく勲くんの駐ちゆう在ざい所しよだ。

　皇帝を守るための光録勲にごくあたりまえのように入り込んだ天英は、武官にまぎれて騎き馬ばや剣けんの訓練に参加していた。

　ほかの武官とももはや顔なじみのようで、

「あの娘はなんだ？」

「見習い女官か選定女が誤ってまぎれ込んだんだろう。あとで連れて帰ってやるとしよう」

　天英のごまかしを、訓練相手の武官は「ああ、奥おく勤めだもんなおまえ」とするっと納なつ得とくしていた。

「奥勤めはどうだ？　やっぱり美人が多いか」

「そりゃあもう、むさくるしい男どもを眺ながめているより、はるかに目の保養になるな」

「だよなあ。あの娘、おまえに惚ほれたんじゃないのか？　見習いならまだしも選秀女に手を出したら大変なことになるぞ？」

「それはないな」と笑え顔がおで躱かわした天英は「おまえこそ例の女官とはどうなんだ？」などと軽口をたたき合っている。

　和気あいあいとした様子で、しかしときには真しん剣けん勝負で剣の稽けい古こをし、十二分に汗あせを流した天英は、湯あみで汗を洗い落とすと、午後からはふたたび選秀女の娘たちの元におもむいた。

　付いていった綾華に娘たちから向けられたのは、まだいたの、というあからさまに邪じや険けんな目つきだ。

「今日もお側に置いていらっしゃるのですか」

「御典医におまかせになったほうがよろしいのでは？」

　言外に、さっさと追い出せとほのめかすのを、天英は苦笑で流した。

「この者がぜひとも原因を突つき止とめたいというのでな」

　仕事熱心なのはありがたいことだ、と告げる天英に、

「まあ。ならばわたくしもお側に置いてくださいましな」

　と娘たちはすり寄った。

「わたくしには香こうのたしなみがございます。陛下の安らかなお眠りにおためしくださいませんか？」

　ひとりの娘がそう言えば、「わたくしはお花が」「わたくしは筝そうが」と娘たちのさえずりは尽つきない。

　香や花や楽はたしかに効果がありそうだが、こんなにギラギラした野心をむきだしにされてはやはり眠れなさそうだ。

「大輪の花が側にあっては気を引かれてしかたがないが、猫ねこが付きまとうくらいなら悪くない」

「まあ、猫」

　体ていよく断りつつ、暗にこの者はそういう対象ではないとほのめかす。その喩たとえに娘たちは失しつ笑しようした。

「立派な毛皮ですこと」

「猫の皮に騙だまされないでくださいましね」

　娘たちの口ぶりはお上品だが、悪意がだだ漏もれている。

　綾華はとてつもなく居い心地ごこちが悪かったが、お仕事お仕事と念じながら猫どころか石に徹してやりすごす。

「ではまたな」

　ようやくお開きとなり、綾華が天英とともに帰ろうと立ち上がったその瞬しゆん間かん、ぐ、と肩かたを引っ張られる感覚がした。

（え？）

　引かれた肩が傾かしぎ、綾華の足元がよろける。

　でも二、三歩よろけるだけで大だい丈じよう夫ぶ──と思っていたところ、傍かたわらからぬっと別の足が出てきた。

（あ……！）

　突とつ然ぜん出てきた足を踏ふみそうになり、綾華はとっさに身体をひねって躱す。

　しかし重心がぶれてしまい、身体を支えきれずついに転んでしまった。

（え……いまのはなに……？）

　呆ぼう然ぜんとする綾華の上から降ってきたのは、くすくすとこぼれる笑い声だ。

「まあまあ、陛下の猫が転がっておりますわ」

「ここは寝ね転ころがって遊ぶところではなくてよ」

　失笑の中で綾華が動けずにいると、

「しかたのない子こ猫ねこだな」

　と天英は襟えり首くびを摑まえて綾華を起こし、麻あさ袋ぶくろをかつぐように抱だき上あげて蘭らん香こう殿でんから連れ出した。







　蘭香殿の門を出て、綾華を下ろすなり天英は告げた。

「裳もを踏まれたな」

（……そうだったんだ）

　綾華が皇こう宮ぐうから借り受けている正装の裳は、一世一代の勝負に来ている彼かの女じよたちに引けを取らない立派な織で、床ゆかを擦するほどに長い。

　綾華が席に着いているうちに仕組んでいたのだろう。

　しかも、裳を踏んだのと、転ぶように足を出したのは別の娘だった。妃きさきの座を競きそう者同士だというのにたいした連れん携けいだ。共通の敵を排はい除じよするためには阿あ吽うんの呼吸で手を組めるということか。

「察知能力だけでなく反射能力もたいしたものだ。よく避よけたな」

「……未来のお妃きさきさまのおみ足を傷つけでもしたら大変ですから」

　悪意をもって踏んできたと気づきながらも、なおもからかうような声こわ音ねを向ける天英に、なかば揶や揄ゆで返した綾華だったが、

「べつに俺おれは美び脚きやくに執しゆう着ちやくする性癖じゃないから気にしなくていいぞ」

　と、そんな揶揄すら天英は笑って流した。

「無理してついてこなくてもいいんだぞ。俺から離れれば娘たちから敵視されることもなかろうに」

「悪夢にうなされる人を放っておけませんから」

　その返答はもちろん噓うそではない。だが、綾華を急せかす本当の理由はこれだ。

（さっさと解決しないと時間単価が下がるじゃない……！）

　仕事が一日長引けば、その日に稼かせげたはずの帳ちよう簿ぼのお代も、その晩に取れたはずの夢占のお代ももらいそびれてしまう。

　昨晩、胸がざわめいたのもきっとこの焦あせりのためだ。

（一日も早く解決しなきゃ！）

「陛下の問題が解決するまで、わたしはどこへでも付いてまわります」

「しかし娘たちの言動も腹立たしかろう？」

「たしかに度が過ぎている気もしますが、それはしかたがないことだと思います」

　その返答に天英は意外な言葉を聞いたように、「なに？」と眉まゆをあげた。

「だってあの方たちは、気の張りつめた一世一代の試験の真っ最中なんです。なのに、近い将来お側に侍はべるお相手の近くに出どころの知れない小こ娘むすめが先にいては、気持ちのやり場がないでしょう」

　彼女たちも必死で、自分への嫌いやがらせはその焦りの表れだ。そんな自分に嫉しつ妬とや怒いかりの矛ほこ先さきが向けられるのは理解できる。

「娘たちのこと、怒おこっていないのか？」

「そりゃ怒ってなくもないですけど……」

　怒っているとしたら自分に対する仕打ちではなく、

（こんな高価な裳を踏むなんて信じられない……！）

　──ということだった。

（こんなことで破れたりして使えなくなったらどうするの!?　この借り物の衣い装しようはわたしたちの納めた『税金様』でできているのよ……!?）

　皇宮が高すぎる裳を購こう入にゆうしていることは、織おり物もの業界や刺し繡しゆう職人の懐ふところを潤うるおすことにもつながっているので無む駄だな出費だとは思わない。

　しかし、税金で買ったものをふいにするような真ま似ねは許せない──

　というのが本音なのだが、この金銭感覚が皇帝である天英に伝わるかわからないので、黙だまっておくことにした。

「彼女たちのこと、もうすこしなんとかなりませんか？」

　自分は彼女たちが思うようなものではないと釈しやく明めいできればいいのだが、そうもいかない。自分の口から言ってもなんの意味もない。

「陛下から、あの者はなんでもないと一言おっしゃってくだされば、あの方たちの気持ちも収まると思うのですけれど」

　選秀女の試験というただでさえ不安な境きよう遇ぐうにある彼女たちに、これ以上気を揉もませるのは不ふ憫びんだ。

　そう思って提案してみたのだが、天英の返答は思いもよらないものだった。

「なんとかならなくはないが、傍はたから見ていると面おも白しろいぞ」

「面白い!?」

「ああ、本ほん性しようが筒つつ抜ぬけだからな」

　猫の皮の中身を覗くにはもってこいだ、と天英は喉のどの奥で笑った。

　つまり、娘たちが自分をめぐって足の引っ張り合いしていることさえも、高みの見物としゃれ込んでいるということだ。

「……悪あく趣しゆ味みって言われませんか」

「子康に効率的だと褒ほめられたことならあるがな」

（ああ、子康さま……あの方ならたしかにそうおっしゃるかもね……）

　子康とは毎日天英の側で顔を合わせている。おかげで猫をかぶっていたこともばれてしまったが、こちらも人となりを知ることができた。

　天英と交かわす会話から察するに、子康は徹てつ底ていして効率を求める合理主義者だ。子康なら娘たちの感情など二の次三の次、試験の効率を高めるためならばなんでも利用するだろう。

　そして子康の言に納得してしまう天英もおなじ穴のなんとやらで、ふたりは実に似た者同士だ。

「あの娘たちのほうがよほどぶ厚い猫の皮をかぶっているのでな。別の一面が見られるのはとてもありがたい」

　いまも、娘たちの争いの材料として綾華を利用していることを隠すそぶりすらない。

　一向に悪びれる様子のない天英は、ふと思い出したように告げた。

「ああ、そうだ。子康がこの試験を取り仕切っている。娘たちの件は子康に相談してみたらどうだ？」
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『俺はこれから会議があるからまたあとでな。子康なら書簡の整理で執しつ務む室しつにいるはずだ』

　天英が政務に行ってしまったので、残された綾華は子康に相談にゆくことにした。

　天英の執務に関する室だけでも宮きゆう殿でんひとつ分ある。専門部署ごとに室があり、官かん吏りがいるからだ。

　子康はそれらの部署から上がってくる報告を取りまとめる役で、室は天英の執務室のほど近くにあり、綾華は天英の走り書きの地図にしたがって歩を進めた。

（皇帝って意外と忙いそがしいのね……）

　政まつりごとについてまったく知らなかった綾華は、ここに来るまで、皇帝というものは日がな一日酒を飲んで宮女と戯たわむれているものだと思っていた。

　永えい華か楼ろうに来る高官から想像した勝手な印象だ。

（一昨日の夜に見た陛下の夢はとてもお幸せそうだったから、あれが陛下の理想の暮らしってことよね？）

　本人がいまの生活を苦に思っている様子はないが、夢に見ていた暮らしとはまったく異なる。

　昼は草原を駆かけ、夜は妓楼で遊ぶ──

　しかしいまだって、草原を駆けることはできないがちゃっかり騎馬訓練に潜もぐり込んでいるし、妓ぎ館かんに行くこともできないが妓ぎ女じよ以上の綺き麗れいどころのお妃候補が相手をしてくれる。

　しかも、もうすこし待てば夜よ伽とぎの相手も選びたい放題だ。

（剣の訓練も楽しそうだったし、いまの暮らしぶりに不満はないんじゃない？）

　綾華が見られなかった朝議のことで闇やみを抱かかえるような人とは思えないし、政は飄々とこなしていそうだ。

　問題があるとしたら何度も送られてくる刺し客かく、もしくは。

（不満なのは現い在まじゃないってこと？　過去むかしになにかあったとか？）

　そういえば天英にはなにか暗い過去がなかったか──

〈不ふ遇ぐうの公こう子し〉と呼ばれるだけのなにかが。

（……あ、室はこちらでいいのかしら）

　曲がり道にさしかかり、綾華ははたと足を止めた。

　なんの飾かざりも目印もないが、地図にしたがえばここを曲がることになっている。しかし曲がっても、その先もおなじような装そう飾しよくの扉とびらが等とう間かん隔かくにならんでいるだけだった。

（皇帝陛下の宮殿ってもっと華はなやかなものだと思っていたけれど、なんかすごく味気も素っ気もないというか……）

　たしかにほかの宮殿とおなじように花窓や欄らん干かんはあざやかだが、建築当時のもの以上の飾かざり気けはなにもない。室にも特とく徴ちようがなく、室数を数えていなければ通りすぎてしまいそうだ。

　綾華は扉の前をいくつか通りすぎたが、ほとんど物音がしなかった。宮殿全体が静まり返っている。各室には官吏が詰つめているはずだし人の気配はあるので、黙もく々もくと仕事に打うち込んでいるのだろう。

　毎日こんなところにいたら息が詰まりそう──と思ったそのときだ。

（──！　なに!?）

　綾華の感覚がなにかを感じ取った。

　ぴんと張りつめた──これは殺気、だ。

　綾華がとっさに頭を伏ふせると、頭のあった位置に、だん、となにかが突つき刺ささった。

　おそらく投刀。

　しかしそれを確認する余よ裕ゆうなどなく、綾華は一目散に駆けだした。

　途と中ちゆう、走る速度の緩かん急きゆうをつけ、身体を左右に振ふってかがんで得物を躱す。

　それでもなおも背後に迫せまっている気配に、

「だれかっ！」

　綾華が叫さけび声ごえをあげると、先にある一室の扉が開いた。

「子康さん……！」

　顔を出した子康は、振ふり向むきざまに懐ふところから取りだした小刀を投げた。それらは綾華の頰ほほをかすめて飛んでゆき、後方から衣を裂さく音が聞こえた。

　と同時に綾華を追う気配がゆるみ、子康は駆けてきた綾華を抱だき留とめるとすかさず室に連つれ込んで扉を閉ざす。

　逸はやる鼓こ動どうに押おされる息をひたすら押おし殺ころして数呼吸、追つい撃げきがないことを確認して、子康は安堵の息をついた。

「小華殿、ご無事ですか」
















「怖こわかった……」

　ふるえる指で子康の官服にしがみつく。

　すると子康は幼おさ児なごをあやすかのように、綾華の背をぽんぽんと軽くたたいてなでた。

「もう大丈夫ですよ」

　そして綾華の呼吸が落ち着くと、綾華を席に座すわらせて、「ちょうど湯をもらったところなんですよ」と茶を淹いれてくれた。

　ふんわりと漂ただようのは茉まつ莉り花かの香かおりだ。

「落ちつきましたか？」

「はい、ありがとうございます……美お味いしいですね、このお茶」

「茶さ房ぼうを回るのが趣しゆ味みなんですよ」

　そうそう行く時間が取れないので気に入った茶葉を分けてもらってます、と子康は穏おだやかに目を細めた。

　茶葉さえあれば執務室でも飲むことができる。多た忙ぼうな子康のささやかな楽しみなのだろう。

（香りなんて無駄って切り捨てて、武骨なお茶を飲む人だって思ってた……）

　子康と話すのは初日以来だが、天英と仕事のやりとりをしているのを側で見ている。

　情よりも実利優先の合理主義者──そう思っていたが、綾華をなだめたときの優やさしい手と声音といい、文官のはずの彼かれが思いのほか武術に長たけていたことといい、子康の意外な一面を見た気がした。

「よく逃にげ切きれましたね」

「運がよかっただけです。でもどうしてわたしが……？」

　天英を狙ねらった刺客がふたたび襲おそってきたのだろうか。

　そう思ったが、子康は穏やかな口調はそのまま、厳しい現実を突つきつけてきた。

「あなたを邪じや魔まに思う者がいるということですよ」

「……え？」

「いまのあなたは蘭香殿では有名人ですから。娘たちが落ちつかない様子でしたよ。陛下に佳よき人ができたのではないかと」

「そっ、そんなんじゃないですよ……！」

　綾華はあわてて言いい募つのったが、「事実かどうかはあまり関係ありません」と子康はさらりと告げた。

「女によ人にんの棲すみ処かに噂うわさはつきものですから。選秀女では毎回死者が出ているという話ですしね」

　その言に綾華は啞あ然ぜんとした。──げに恐おそろしきは女の執しゆう念ねんだ。

「……まさか彼女たちがわたしを？」

「いえ、彼女たちは蘭香殿から出ることはできませんし、そのような特技も持ち合わせていないでしょう」

「ならだれが……」

「彼かの女じよたち自じ身しんではないにしろ、彼女たちの立身を願っている者は宮中に大勢いるということです」

　言われてはっと気がついた。

（そういえば、名家のお嬢じようさまばかりなんだっけ……）

　選秀女の試験自体は数年おきにおこなわれ、身分も問わない。

　しかし新皇帝が即そく位いした際の選秀女だけは別だ。

　次期皇帝の外がい戚せきになるために名家がこぞって一族の娘を送り込んでくるため、後うしろ盾だてのない平民は政治的圧力で締しめ出だされる。

「娘を入れている親はもちろん、縁えん戚せきをふくめるとあなたに地位を脅おびやかされて困るのは、宮中のほぼ全員といっていいでしょう」

　宮中にいる人すべてが敵とほのめかされて、綾華の血の気が引いた。

「では子康さんも……？」

　すると子康は、「あいにく私は閨けい閥ばつとは無む縁えんなんですよ」と笑った。

「宮中では数少ない例外ですね」

「科挙ですか？」

「ええ、そうです」

「でも勉強にお金がかかったんじゃないですか？」

　科挙に受かるのは、天才や秀しゆう才さいと呼び声の高いごく一部の者だけだ。しかも合格水準に達するまで勉強をつづけるには、かなりの額が必要になる。生家がよほど裕ゆう福ふくでないかぎり、有力者の援えん助じよを受け、見事合格したあかつきには援助してくれた有力者の一族の娘と結けつ婚こんするのが通例となっている。

　そのため、科挙と閨閥は切っても切れない関係だ。しかし、

「私は元々、天英様付きの一侍じ童どうだったんですよ。帝てい位いとは無縁の公子でいらしたはずが急に即位が決まり、私も科挙を受けろといわれてやむなく」

　まだ妻も娶めとっていませんしね、と子康は笑えんだ。

　皇帝といえども恣し意いで科挙は通せない。子康は元が公子付き侍童ということは、秀ひいでた才能を買われて側にいたのだろうが、やむなくで受かってしまうあたりがすごい。

「じゃあ子康さんは陛下の即位前からご存じということですか？」

「ええ、十歳さいばかりのころからお側におります」

「そうなんですね。では陛下の御心に巣食うものに思い当たることはありませんか？」

「巣食うもの、とは？」

「陛下が夢で苦しんでおられる元げん凶きようです。わたしが見たのは、深い洞どう窟くつのような場所なのですが」

「洞窟……」

　子康はしばし思案していたが、「申しわけございません」と目を伏せた。

「私の知るところではないですね。陛下がお暮らしだった珂か崔さいは見み渡わたすかぎりの草原が広がる街で、洞窟らしきものはありませんでした。戦いくさに出ることもありましたが、やはり洞窟というのは記き憶おくにありません」

「そうですか……」

　その返答に綾華は肩を落とした。

「そうなるとやはり陛下に付いてまわって調べるほかなさそうですね……」

　すると、子康はかすかに眉をひそめた。

「あなたを皇宮にお呼びしたのは私ですが、危険も迫っていたことですし、あまり目立たぬ方がよろしいのではないかと」

　その言は自分を気き遣づかっての言葉だとわかったが、

「そういうわけにはいかないんです」

　綾華はきっぱりと告げた。

「陛下の眠りを妨さまたげている夢に気づいてしまった以上、それがなんなのか、調べをやめるわけにはいきません」

「なぜですか？　命を狙われたというのに？」

　お金のためもあるが、命あっての物種だということもわかっている。

　夢占としての誇ほこりなどとかっこつけるつもりもない。

　ただ──

「──悪夢に苦しむ人を放っておけないんです」

　綾華はかみしめるようにゆっくりと告げた。

「眠りは人を安らげるためのもの。それを取りもどすお手伝いをするのが〈夢占〉ですから」

　綾華とちがって、実際に人の夢を覗くことができない夢占にも客はついている。

　それは自分の見た良よい夢が現実となるように、また悪夢が現実に返らないようにと、人々が幸せな暮らしを求めているからだ。

　その願いの手助けをするのが〈夢占〉だと、綾華はそう思っている。

「おそらく陛下はご自身の闇の正体に気づいておいでです。でもわたしには話していただけません。わたしだけでなくだれにもお話しになれないから、闇が昇しよう華かされないまま夢の中に巣食いつづけているのです」

　話してもらえないのは、心を許していないから、語るほどのことではないから、などなど理由はさまざまだ。けれど。

「わたしを受け入れはしないものの拒きよ絶ぜつもされないということは、けっして知られたくないわけではないのだと思います。ですからわたしは陛下についてまわります。それがなんなのか、語らない陛下の代わりに突き止めるために」

　綾華はまっすぐ見つめてそう告げる。

　子康はじっと聞いていたが、やがて感かん嘆たんの息を漏らした。

「そこまで言っていただけるとありがたいですね」

　御おん礼れい申もうし上あげます、と子康は指を組み合わせて頭を下げた。

「そんな、礼だなんて」

「歩ほ廊ろうに死体が転がっていてもなお、そこまで言ってくださる方はあなたがはじめてですよ」

「う……それは言わないでください……」

　刺客が殺あやめた天英の警護役。綾華が皇宮から帰れなくなった理由もその一件だ。

（小動物の勘しか当てにされてないから話してもらえないのかも……）

　などと綾華がへこみかけていると、

「あなたの志に感謝します。お若いのにご立派なことですね。過去に期することでもあったのですか？」

「あ……」

　訊ねてきた子康に一いつ瞬しゆんごまかしそびれた綾華は、「いえ……」と言葉をにごした。

　期することがなかったわけではない。綾華の心の深い場所にある思い出だ。

（母さま……）

　官吏である子康に告げることでもないと思ったが、ごまかされてくれなかった子康は、「なにか？」と訊ねてきた。

　穏やかな口ぶりながら、瞳ひとみに宿るのは鋭い光だ。

　科挙合格者の子康相手では逃にげられないと観念して、綾華は口をひらいた。

「あの、いまでこそ永華楼にご厄やつ介かいになっていますけれど、うちはずっと貧びん乏ぼうで……皇宮から占うらない師しが排除されたとき、在野に流れてきたその人たちに仕事を奪うばわれてしまったんです」

「排除……ああ、二十年前のあの一件ですか」

「はい。わたしの生まれる前の話ですが、その影えい響きようで慶けい雲うん坊ぼうの占い師が飽ほう和わしたと聞いています」

　皇宮に出入りしていた高名な占い師はありがたがられて貴族並みの財を成したが、綾華の家はそうではなかった。

　占い師がひしめく小路こうじで細々と生計をたてて、ひもじい思いまではしなかったが、けっして楽な暮らしではなかった。

「だから、せいいっぱいお仕事に向き合ってないと後こう悔かいするんじゃないかって、わたしにも不安があるのだと思います」

　綾華とおなじ夢占としての才を持っていた母。

　もし母が本気を出せば、それこそ国をも動かすほどの夢占として名を馳はせることもできただろう。だが母はあまりに秀でたその才を秘めたまま夢占をつづけ、贅ぜい沢たくを知らないまま亡なくなった。

『けっしてこの力を知られてはいけないわ。でないと、悲しいことが起きてしまうから』

　悲しいこととはなんだったのか。

　その言葉は母の遺ゆい言ごんだと思って従いつづけているが、湧わき上あがる疑問はいまも綾華の心に小骨のように刺ささっている。

　そんな綾華の説明でどこまで理解が及およんだものか、子康はそれ以上追つい及きゆうすることなく、「そうでしたか」と肯うなずいた。

「ご依い頼らいにせいいっぱい向き合っていただけるのはありがたいことです。しかし私としてもあなたに危害が及ぶのは望むところではありません。なので人をつけさせてくださいませんか？」

「護衛、ですか？」

　守ってもらえるのはありがたいが、娘たちの警けい戒かい心しんをあおりかねない。

　なおさら危険が増すのでは……と危き惧ぐした綾華に、「そんなに堅かた苦くるしいものじゃないですよ」と子康は目を細めた。

「あとで室に挨あい拶さつに向かわせます。──陛下をよろしくお願いしますね」
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「佳か瑛えいと申します」

　室を訪ねてきたのは三十前とおぼしき女人だった。

　背筋が通って立ち居がきりっとして、化け粧しようも隙すきがない。その一方で目元が優しく、人あたりのよさそうなやわらかな雰ふん囲い気きの持ち主だ。

（あ、この方……）

　蘭香殿で見かけたことがある。若い女官たちを取り仕切っていた女人だ。

　そして綾華が気づいたことを佳瑛も察したのだろう。「蘭香殿ではご苦労が絶えませんね」と控ひかえめに微笑ほほえんだ。

「わたくしがいたらず申しわけございませぬ」

「いえ、女官の方がお気にされることでは」

　試験中とはいえ彼女たちはお妃候補だ。将来仕えることが決まっている相手に意見できようはずもない。

　しかしひそかにかばってもらうならこれほど心強い相手もいない。「よろしくお願いします」と綾華は頭を下げた。

「佳瑛さまは皇宮に長くお勤めなのですか？」

　女官たちをまとめるにはまだ若いと思ったが、

「ええ、十の年から下働きに上がりました」

　その返答に驚おどろいた。

　いま佳瑛が仮に三十歳だとしても二十年、綾華が生まれる前から働いていたことになる。

「先せん帝てい崩ほう御ぎよにともなって後宮が閉ざされましたから、恥はずかしながらわたくしはかなり上のほうになってしまいましたね。本来なら身にあまるお役ですので、どうぞ、〈さま〉などつけずにお呼びくださいましな」

　そう言って佳瑛は微び笑しようした。この魑ち魅み魍もう魎りようの跋ばつ扈こする場所で生きてきたとは思えない穏やかさだ。

「あのお小さかった公子さまがご立派になられて、月日の流れを感じたものです」

「陛下の公子時代をご存じなんですか!?」

「ええ、私が勤めに上がってすぐのことです──おいたわしいことでした」
















　佳瑛は整った眉を顰ひそめた。

「あの、そのことについてお訊きしても？」

「宮中の出来事は口無しであるべしとの定めにございますが、貴女あなたさまへは隠しごとなくお話しするようにと子康さまより承うけたまわっておりますので」

　天英のことを知りたいと言ったから古株の彼女を遣つかわしてくれたのだろう。

　天英が相談しろと言った子康から許可を得ているのだから、天英のことを訊いても問題ないはずだ。

（たしか陛下が不遇の公子になったのって、お母上が廃はいされたからよね）

「あの、陛下のお母上が廃された理由って……」

「──密告があったのです」

「密告？」

　佳瑛は言いにくそうに控えめに、口元を袖そでで隠して告げた。

「ええ……当時、陛下の御父君である先帝陛下はまだ太子殿でん下かであられましたが、先帝陛下の一の妃であった御母君が、とある方とお会いしている、と……」

「───！」
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　その夜。

　身み支じ度たくを整えて天英を待っていた綾華は、昼に佳瑛から聞いたことを思い返した。

　佳瑛は明言しなかったが、言葉をにごしていたということは言いにくい内容だということ。

　とある方というのは男性だろう。

（つまりそれって〈密通〉……？）

　後宮は固かたく男子禁制だ。しかし先帝は当時、太子だった。ということは住まいは後宮ではないし、奥への出入りも後宮ほど厳しくなかった。そのため男性の出入りが可能だったのだろう。

（だから天英陛下は辺境に追いやられたってこと？）

『事を重く見た先帝陛下は断を下され、御母君は杯さかずきを賜たまわり、お亡くなりになりました』

　──つまり、毒で処しよ刑けいされたということだ。

　妃と間男の密通など表おもて沙ざ汰たにできることではない。そのため妃は別の理由をつけて廃され、公子も連座して辺境の地に送られた。そして先帝は即位して皇帝となり、第二公子が太子として立てられた。

　第一公子の存在は忘れ去られ、密通の一件はそれで終わるはずだった。

　まさか先帝も、死の間ま際ぎわに太子となっていた第二公子を廃はい嫡ちやくすることになるとは思わなかったのだろう。

　後ろ盾も強固で帝位が確実視されていた第二公子が政争に巻まき込まれて廃され、皇宮が大混乱に陥おちいっている最中に皇帝が急きゆう逝せいしてしまった。

　そうして死の直前の遺命により即位したのが、辺境に追いやられていた不遇の公子──第一公子の天英だ。

（……あら？　でも、それっておかしくない？）

　いままで噂でしか聞いたことのなかった第一公子の辺境行きと即位。佳瑛から話を聞いたことでようやく事情が見えてきたが、しかしつじつまが合わないことに気づいてしまった。

（お母上の密通で辺境に追いやられていたというなら、先帝陛下は第一公子即位の遺命なんて遺のこされるかしら？）

　密通の疑いがあったということは、天英の父親が先帝ではない可能性も否定できない。

　有力な背後がないにしろ公子ならほかにもいたのだから、自分の血を引くかどうか怪あやしい公子を、わざわざ後こう継けい者しやに指名するだろうか。

（ってことはもしかして……先帝の遺命で即位したというのは噓……？）

　綾華の鼓動がどくり、と跳はねた。

　勅ちよくを欺あざむいて帝位に就つく──天をも欺く行こう為いだ。

　しかも、どこの血とも知れない者を皇帝として仰あおいでいる……？

　その恐ろしい想像にさあっと全身の血の気が引いた。そのときだ。

「──迂う闊かつだな」

「ひあっ!?」

　耳元からのささやきに、綾華は飛び上がらんばかりに驚いた。

　ふり返ると、身支度を終えた天英が不思議そうに見おろしていた。

「なんだ、いつもの小動物の勘はどうした」

「小動物じゃありませんし……！」

　動どう揺ようのあまり叫さけび返したものの天英は取り合う様子もなく、

「小動物がなにか考えごとか？」

「えっ……」

　考えごとをしていたのはたしかだが、とても口に出して言えることではない。

（だってお父君が知れないなんて……）

　もしも天英の実の父親が皇帝とは異なる父祖を持つ者ならば、姓せいが革あらたまる──つまりは〈革命〉、王朝そのものが変わってしまいかねない大事件だ。

　父祖の血統を重んじるこの国で、先帝も、そのような問題を抱えた公子を指名するはずがない。

　ならばその遺命は偽いつわりのもの。天英が即位した裏にはなにかがある──そしてそれはとても綾華が負えるような規模の問題ではない。

　そのように大それたことを、口にするのもはばかられて、

「昼に狙われたことを考えてしまって……」

　と返答をにごすと、「ああ、そういえば災難だったそうだな」と天英は納得してうなずいた。子康から報告を受けているのだろう。

「そんな細ほそ腕うでで刺客から無事逃げおおせるとは、小動物の勘はさすがだな。だがそのことを思おもい悩なやんで勘を鈍にぶらせていたら本ほん末まつ転てん倒とうだろう。俺じゃなかったら一気に食い殺されていたぞ？」

　と天英はいたずらめいた目を向けるが、そんな軽口に応じる余裕もない。

（わたしはどうすれば……）

　歪ゆがめられた遺命。

　その恐きよう怖ふにくちびるを引き結んでいると、昼の一件に怯おびえているように見えたのだろう。

「気にするな。心配しなくていい」

　そう言って、綾華の頭に手のひらを載のせた。







　天英が寝ついたのを呼吸で見計らうと、綾華は偽りの寝ね息いきを解いて目をひらいた。

　天英には、今日も夢見はおこなわずに先に寝かせてもらうと伝えた。そして先に寝たふりをして天英の寝ね込こみを待っていた。

　不意打ちのかたちで勝手に夢を覗くことには抵てい抗こうがある。しかも覗いた先にどのような事実が隠されているのか、考えるだけでも恐ろしい。

（でも、見なきゃ）

　客について知りえたことは口外しないのが鉄則だ。けれど事は国家の根幹を揺ゆるがしかねない一大事、見て見ぬふりをできる問題ではない。

　まずは事実を確認して、ことによってはしかるべき相手にその内容を伝えなければならないかもしれない。

　自分の想像が間違いでありますように──

　そう願いながら、綾華は天英と呼吸を重ねた。







　岩いわ肌はだをたたく雫しずくの音に混じって、足音がふたつ。

　じ、と音を立てたのは、雫に触ふれた松たい明まつだろうか。

　綾華が目を開くと、暗い洞窟の奥からぼんやりとした灯りが近づいてくるところだった。

　姿を見せたのは男がふたり。──否、その腕うでに抱だかれた者もふくめて三人、だ。

　ひとりの若い男が松明をかざして足元を照らし、いまひとりの壮そう年ねんの男が慎しん重ちように歩を進める。

　壮年の男の両手に抱えられているのは、いまだ首も据わらぬ赤子だった。

　若い男は中ちゆう腰ごしで壮年の男の足元を丁てい寧ねいに照らしながら、自分はやや後ろ向きでおっかなびっくり進んでいたが、濡ぬれた石に足を滑すべらせて「おわっ！」と声をあげた。

「──気をつけろ」

　赤子の眠りが覚めていないことを確認して、壮年の男が低く告げる。指摘したのは若い男の身の安全のためではなく、赤子を刺し激げきしないようにするためだ。

　壮年の男は神しん妙みような面おも持もちと厳重な手つきで、赤子を抱いていた。──まるで国の至宝をあずかるかのように。

　しかし若い男にとってはそうではないらしい。打ちつけた腰こしをさすりながら、その痛みから投げやりに言った。

「もうここに捨て置いてもよいのではないですか？」

　その対象が赤子であることはあきらかだ。

　生命力を吸い取る冷気に包まれる場所に、歩くことはおろか、寝ね返がえりすらままならないような赤子が捨て置かれればどうなるか。一日ともたずして命の灯ひは消えてしまう。

　赤子の運命を握にぎった男たちの間に流れる沈ちん黙もく。

　命を左右する恐ろしい時間がどれほどあったものか──やがて壮年の男が重々しく口をひらいた。

「生かす──それがあの方のご判断だ」

　あの方のご判断は絶対的なものらしく、若い男はため息をつきながらも納得し、綾華もほっと息をついた。

「奥おく方がたはどうなりますかね？」

　莫ば迦かな真似をしたものですね、という感情が呆あきれた声音にあらわれている。

「さあな。だがおそらくいまごろ死を賜っているだろう」

　淡たん々たんと告げられた内容に、それまで軽い口ぶりだった若い男がごくりと息を吞のんだ。

「遺された者へのせめてものお心こころ遣づかいだ」

　だからこの赤子は生かすのだ、と言外に告げて、

「さあ行くぞ」

　壮年の男がうながすと若い男はふたたび足元を照らし、赤子は捨て置かれることなく、ふたりとともに闇の奥へと消えていった。







　綾華が目覚めると、指先が冷えきっていた。洞窟に漂う冷気がそのまま身体に沁しみ込んで現実に持ってきてしまったような気さえした。

　きっと先ほどの夢は、生母が廃されたときのもの。抱かれていた赤子は天英自身だ。

（記憶って呼べるほどのもののない時期の、こんな夢を見てしまうなんて）

　まだ目も耳も不十分で、もちろん言葉も理解できない。しかし天英の頭は状じよう況きようだけをまるごと記憶していたのだろう。

　壮年の男の言によれば、天英の母は死を賜った。昼に佳瑛が言っていたとおりだ。

（ということはあの遺命はやはり──）

　恐ろしい考えに至りそうになったそのときだ。

「夢見の悪いものを見せてしまったな」

「──！」

　薄うす暗くら闇やみの中から聞こえた声に、綾華は驚きのあまり呼吸が止まるかと思った。

「起きて……いらっしゃったのですか……」

　綾華が傍らの天英を見上げると、天英は身を起こして髪かみを搔きあげた。

「言ったろう。よく見る夢なら呼び出せる、と」

（じゃあ、あれは故意に呼び出した夢ってこと？）

　またひっかけられたのかと思ったが、よく見る夢なら、と天英は言った。

　つまりあれは天英が意図的に作り出した虚きよ構こうなどではない。いままでに何度も見て、うなされていただろう悪夢だ。

「知りたいんだろう、俺のことが」

　思わせぶりな口ぶりだが、その目にはいつもの冗じよう談だんめいた光はない。そして口くち許もとには自じ嘲ちようの笑みが浮うかんでいた。

（だから悪夢を呼び出したというの……？）

　就しゆう寝しん前は軽口で流していた天英だが、綾華が天英じぶんの過去に気づいて思おもい詰つめていることに気づいていたのだ。

「あれは本当にあったことのようだな。もちろん俺おれ自じ身しんは憶おぼえてはいないが、頭の中は思いのほか自分では開けられない抽ひき斗だしがたくさんあるらしい」

　天英が意図して憶えていたわけではない記憶。

　自分の命が人の手に握られていたときのことなど思い出したいはずがない。できることなら覗きたくなかった深い闇の記憶だ。

「俺の母親は、妃の位を廃されたのち病で亡くなったと聞かされていた。だが実際は夢で語っていたとおり、服毒死だったそうだ」

「……！」

「まあ、それが世の習いだからな。俺が生かされたのが不思議なくらいだ」

　だから遺命で即位が決まったときには驚いた、と天英は告げた。

（え、じゃあ陛下は遺命を偽ったわけではないってこと……？）

　天英自身も驚いたという即位の命。天英はその遺命にしたがっただけで悪意はない。

（でも佳瑛さんをはじめ、当時から皇宮にいた人は第一公子が辺境に送られた理由を知っているわけで……当然出自を疑っている人もいるわよね。そういう人たちが陛下を狙っている可能性も？）

　本当にこの男を皇帝としてよいのだろうか？　自分たちは皇帝にふさわしくない相手を仰いでいるのではないか？

　それは、ほかの公子を推おしたい者には絶好の口実だ。

　この皇帝は偽ぎ帝てい、その命を奪ってでも正統な公子を帝位に立てなければならない──と。

「父がなにを考えて俺を選んだのかは知らん。ろくに話したこともないからな。それ以上に母がなにを考えていたのかわからんが、すくなくとも太子だった父の元に上がったのは政略以上のなにものでもないだろう。それが気持ちを殺した結果だとして、今度は俺が娘たちに気持ちを強しいる立場になるなんて、皮肉な話だ」

（あ……それが巣食う闇の正体……？）

　天英の母がだれかに想おもいを残したまま太子に嫁とつぎ、その結果として哀かなしい結末を迎むかえたのだとしたら。

　今度は己おのが政略で娘たちを迎える立場になってしまった、そんな天英の気持ちはいかばかりか──

　選秀女で美び貌ぼうにも才知にも秀でた娘を迎えられて幸せ、なんて単純な話ではなかった。

　天英にしてみれば、娘たちの存在そのものが、母の哀しい記憶を呼び起こす元凶だったのだ。

　彼女たちと会うとき、天英はどのような顔をしていたか。

（それでも笑って会話をしてた……？）

　天英のその笑顔の下に押おし隠かくされた想いは、どれほど深くに沈しずめられているのだろう。

　その深さがすなわち、天英の抱える闇の深さだ。

（どうすればその闇を解放してあげられるの……？）

　しかし見つめる綾華の前で、天英がひとつ首を振った。

「おまえを巻き込んで悪かった」

「え？」

「俺を廃したい者は大勢いるだろうが、まさかおまえまで狙われるようになるとは思わなかった。おまえの身を危険にさらすのは本意じゃないからな。永華楼に帰っていいぞ」

「えっ、そんな！」

「仮におまえを狙った犯人が選秀女がらみの者だとしたら、皇宮から出ればもう狙われることはないはずだ。夢占の対価はちゃんと払はらうから安心しろ」

「勝手に結論を出さないでください……！」

　綾華が叫ぶと、天英が意外そうに目をまたたかせた。

「対価が欲ほしくないのか？」

「それは欲しいです！　っていうか絶対にいただきますけど!?」

　天英の言うとおりここで永華楼に帰れば、命の危険もなくお代がもらえて、あらたな仕事をはじめることもできる。

（でも！）

「お受けした仕事を投げ出すようなことはできません！」

「悪夢の正体ならもうわかったろう？」

　言われて綾華ははっと息を吞んだ。

（だからあの夢を呼び出したというの？）

　見たくもないはずの悪夢。けれども綾華を納得させるためだけに。

「……わかっていたんだ、はじめから」

　そう言って天英は目を伏せると、淡々と語りはじめた。

「具体的に夢の内容は伝えていなかったが、子康も悪夢の原因はわかっていたはずなんだ。夢占小華の噂を聞きつけたときも、子康がまさか本当に連れてくるとは思わなくてな。共寝相手の夢を見るという才には興味が尽きないが、俺のためにおまえの命を危険にさらすわけにはいかない」

　だからここまでだ、と天英は言った。

「明日にでも永華楼に帰れ」

　そこにいつもの笑みはなかった。

「──また、眠れない夜を過ごすおつもりですか」

「皇帝である以上、刺客が送られてくるのは仕事のうちだからな。それに夢のほうは自分でなんとかするさ。夢む魔まに襲われているわけでもなし、単に過去の抽斗からだだ漏れているだけだからな」

　天英はそう言うが、まだ夢魔のほうがましだ。その夢魔を生み出している元凶を突き止めれば退治できる。

　しかし原因が過去にあるとわかっているのに悪夢を見つづけるのは、過去を昇華できていないからだ。

　天英の場合、その過去があまりに大きすぎる上に、現在にも将来にもかかわる問題をはらんでいる。原因がわかった以上、なおさら放り出すなんてできるはずがない。

「悪夢の正体がわかったから、はいそれまで、というわけにはいきません」

　天英自身が悪夢の解決をあきらめているというなら、引きとめるまでだ。

「そんな仕事をしたら夢占小華の名折れです」

（ここが勝負よ）

　綾華は心をさだめて、天英の瞳をまっすぐに捉とらえた。

「悪夢を天運に変える──それが夢占小華ですから」

　それは、永華楼の大おお旦だん那なが言い出した宣は伝つ文た句り、しかしいまはそのはったりを突つき通とおせるかどうかが勝負だ。

　わたしにはあなたを救う力がある──

　見み抜ぬかれるわけにはいかないと、綾華は天英をじっと見つめる。

　そのまま一呼吸、二呼吸──心が折れて呼吸が乱れたら負けだ。綾華は張りつめた空気の中で呼吸をつづける。

　そしてやがて、先に視線を逸そらしたのは天英のほうだった。

　天英はふいと目を逸らすと、背を向けた。

「勝手にしろ」

「ええ、そうさせていただきます」

（勝った……）

　天英との根比べには勝った。あとは手に入れた時間でどうやって解決するか、だ。

（報ほう酬しゆうだけもらって帰るわけにはいかないのよ）

　天英の悪夢を天運に変える。そのためにはどうすればいいか。

　背を向けたまま寝しん台だいに横たわる後ろ姿を見つめながら、綾華は今後の策を思案しはじめた。
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　翌朝。綾りよう華かが目を覚ますと、すでに寝しん台だいはもぬけの殻からだった。

（えっ!?　まさか寝ね坊ぼうした!?）

　あわてて寝台の上にある香こう時計を見ると、まだ朝の四時。就しゆう寝しんしたのが深夜だったので、一刻ばかりしか寝ねていない。

　いまだ夜闇の漂ただよう隣りん室しつを覗のぞくと、不ふ寝しん番ばんの佳か瑛えいが控ひかえていた。

「綾華さま、おはようございます」

「おはようございます……あの、陛下は？」

「もう政務に行かれましたわ」

「そう、ですか……」

　皇こう帝ていという立場は綾華の想像していた以上に早起きで多た忙ぼうだったが、朝議までにはまだずいぶん時間がある。準備があるにしろ、いつもは身み支じ度たくを調ととのえながら報告を受けるかたちだ。

　逃にげられたことはあきらかだった。

（負けないわよ！）

　はっきりと拒きよ絶ぜつされたことに傷つかないわけではない。だがこの程度でへこんでいる場合でもない。

（小動物のたくましさを思い知らせてやるんだから！）

　天英を追い回すためにも、まずは栄養補給だ。

「佳瑛さん、お食事をお願いします」

　皇帝の夜食の所しよ望もうに応じるため、この宮きゆう殿でんには常に料理番が控えている。

　しばらくして出てきたのは麵めん入りの汁しる物ものだった。昨日までの朝食とはちがうが、こちらのほうが綾華が普ふ段だん食べなれているものだ。

　闘とう志しをかき立てるように湯気の立ったアツアツの汁物を口に入れていると、佳瑛がにこにことまなじりを下げていた。

「そんなにいい食べっぷりですか……？」

　昨日、蘭らん香こう殿でんの娘むすめたちは食べないと言っていた天英の言を思い出して訊たずねると、

「それもありますが、綾華さまは陛下と夜をご一いつ緒しよされているのですね」

　思いがけない返答に、綾華は思わずごふっ、とむせ返った。

「そっ、そそっ、それは誤解です……！」

　あわてふためくあまり飲みかけていた汁つゆがおかしなところに流れてしまったが、それでもなお綾華は言いつのった。

「ご一緒だなんてそんな！」

「おなじ室へやでお休みになっているのでしょう？」

　佳瑛の目はまるで息子むすこの婚こん礼れいを喜ぶ母親のようだ。完全に誤解している。

「仲睦むつまじくていらっしゃるのですね」

「仲はすっごく悪いです！」

　反射的に叫さけび返す。睦まじいどころか、寝しん所じよから逃げられたていたらくだ。

「わたしはただ、治ち療りようの一いつ環かんでご就寝の様子を覗うかがっているだけですので！」

　そう弁解したものの、「そうですの」と佳瑛の目じりはにこにこと下がったままだった。

「国民は一日も早いお世よ継つぎ誕生をと望んでおりますから」

（だからそうじゃないんだってばー……）

　誤解されつづけるのは困るし、相談役の佳瑛に隠かくすことでもないかと、綾華は事情を明かすことにした。

「本当にそういうのじゃありません。わたし、実は夢ゆめ占うらなんです」

「夢占……？」

　予想しない返答だったらしく、佳瑛は目をぱちくりとさせた。

（あ、それとも『夢占』をご存じないのかしら？）

　二十年前に占うらない師しが政まつりごとを操あやつったという疑ぎ惑わくから、いまの皇こう宮ぐうは占い師を受け入れていない。佳瑛も勤めて二十年、皇宮に出入りしている占い師もいなければ、十歳から勤めに上がっているという佳瑛は占い師とは無む縁えんの人生だっただろう。

「夢占というのは夢を占うらなう占い師です。お客さまがご覧になった夢の内容をお聞きして吉きつ兆ちようを占って、危険が迫せまっていることを忠告したり、心配ごとの相談に乗ったり、天運が開けるように助言したりします。

　わたしは陛下の夢見がよくないというので子康さんに召めし出だされただけで、陛下とは数日前にお会いしたばかりなんです。そして陛下にとっては夢占というよりむしろ、眠ねむりの番人というか、小動物の置き物というか……」

　恥はずかしくなってもごもごとしりすぼみになっていると、佳瑛は汲くみ取とってうなずいてくれた。

「そうでしたの。そう、夢占……陛下の天運が開けるとよろしいですわね。太子殿でん下かが不在というのはやはり不安なものですから」

「あ、陛下は太子を立てられていないのですか？」

「ええ。御子がいらっしゃらないときは近しい血けつ縁えん者しやを立てて万が一に備えるのが通例ですが、陛下の場合はご自身の帝てい位い継けい承しようをめぐって、いまだに諍いさかいがございますので……」

　天英の即そく位い自体を認めない勢力がいるということだ。

（血縁者が敵になるのもつらいわよね……）

　本人があっけらかんとしているので気づかなかったが、精神的にかなりきつい境きよう遇ぐうなのかもしれない。

　一日も早く解決しなきゃ、と綾華は気合いを入れ直して麵をすすり、早すぎる朝食を取り終えると、天英を探しに出かけることにした。

（政務っていってもまだ表には向かっていないはずよね）

　朝議を行う表の宮殿に行かれてしまっては手も足も出ないが、こんな早朝から大官が出勤しているはずがない。皇帝という立場上、先に朝議の間に入っていることはありえない。みなが列席しているなか重々しく席に着くはずだ。

　それに冕冠の旒で隠れているとはいえ、顔を知られている皇帝が表をほいほい歩き回っているわけにもいかない。ということは天英が出入りできる場所はかぎられる。

　綾華はまず天英の執しつ務む室しつを覗いてみたが、灯あかりはなかった。

　隣となりの子康の執務室もしかりだ。

（そりゃまだ夜も明けていないもの、さすがの子康さんもお休みよね……深夜でも怪あやしまれない場所ってどこかしら？）

　また池のほとりで寝ているかと思ったが、さすがに明け方は冷ひえ込む。好すき好このんで寒空の下で仮か眠みんを取ることもないだろう。

　夜でも人が起きているところ──と考えた綾華は、光こう禄ろく勲くんの詰つめ所しよを覗いてみた。

　光録勲は皇宮の警備も兼かねて不寝番をしている。昼には訓練にくわわっていたくらいだ。いまも夜勤にまぎれているかもしれない。

（いらっしゃるかしら……）

　柱の陰かげからそろーっと様子を窺った綾華だったが、さすがに皇帝直属軍の兵士だ。暗くら闇やみの中からでも視線を感じたものか、すぐに綾華と目が合ってしまった。

（見つかった！）

　即そつ行こう逃にげ出だそうかと思ったが、

「おや？　あんたはたしか……」

　しかし目が合って近づいてきた者には綾華も見おぼえがあった。

　昨日、天英と剣けんの稽けい古こで手合わせしていた青年だ。

「こんな時間からずいぶん熱心に追いかけてるんだな。あいつに用か？」

「あ、はい……いらっしゃってますか？」

「あいつなら夜はいねえよ？　いつも夜勤番だって言ってたから」

「そうですか……」

　さすがに夜には出歩いていないらしい。刺し客かくが襲おそってくるにしても、夜は休まなければ体がもたない。

「よくこちらにお見えになるんですか？」

「あー昼の訓練にはな。夜勤明けだっていうのに、奥おく勤めは身体が鈍なまるってわざわざこっちの訓練に来てんだよなー」

　熱心なことだよな、と青年は感心しきりだ。

「身体を動かすことがお好きなのでしょうか」

「それもあるだろうけど、以前は前線にいたみたいでさ。洛みやこに来て勘かんが鈍るのが怖こわいんじゃねぇかな」

「怖い……？」

　思わぬ言葉に綾華は問い返した。

「ああ。俺おれも戦いくさに出たことあるけど、皇こ宮ことは空気からして全然ちがうからさ。戦場は緊きん迫ぱくした空気がぴりぴりして、気を抜ぬくのが逆に怖い。それがあたりまえの生活だったなら、皇宮に来たからってそうそう気を抜けるものじゃないしさ」

　青年は腰こしに佩はいた刀に視線を落として、言葉をつづけた。

「さすが前線での実戦を知ってるだけあって、訓練用の刀を使っていても、本気になると意識が過去に引きもどされるんだろうな。手合わせしていて、こっちがひやりとするときもある」

　綾華はこくんと息を吞のんだ。毎日見ていた天英とはちがう一面だ。

（そしてそっちのほうが本当の陛下……？）

　天英の姿を思い出すとき、まっさきに浮うかぶのはあっけらかんとした笑え顔がおだ。

　いつも浮かべていたあの笑えみは、過か酷こくな前線での暮らしを覆おおい隠かくすための仮面だったのだろうか──

　そんな不安が面に出ていたのか、青年は、怖がらせるつもりはなかったとばかりに眉まゆを下げて、

「まあ、そういう相手だからこそ、こっちもいい訓練をさせてもらってるんだけどな」

　と補い、話をもどした。

「そういやあんた、女官見習いに来た娘か？　まさか選秀女じゃ……ないか」

　名家秘蔵の姫ひめ君ぎみって感じじゃないもんな、と自分で言って納なつ得とくして青年は笑った。

（たしかに姫君じゃないですけど!?）

　衣い装しようだけなら選秀女の娘たちにも引けを取らないはずだ。なのにさっくり見ぬかれたことがくやしい。

「選秀女の姫君なら追っかけなんて言語道断だけど、女官も交際関係はけっこう厳しく見られるからな。あいつは悪い奴やつじゃないから本気になるなとは言わないけど、あんたも見習いのうちは羽目を外しすぎないほうがいいぞ？」

　もうすこし余よ裕ゆうができたらまた会いにきな？

　そう言い置いて青年は持ち場にもどってゆき、綾華はほっと胸をなでおろした。

（追っかけ扱あつかいでよかった……）

　皇宮内を勝手に歩きまわって、不審者として捕ほ縛ばくされては大変だ。

（あ……でもそれなら陛下も状じよう況きようはおなじよね？）

　皇帝だと見知られている場所には行けないし、見知られていなければ不審者扱いされない場所に限られる。万が一にも皇帝が捕縛されなどすれば大だい珍ちん事じだ。

（こんな時間から蘭香殿には入り込んでいないだろうし……）

　小動物よろしく衛士の巡じゆん回かいを気配で察しながら、天英が行けそうな場所をこそこそと探さぐってまわっていた綾華だが、陽が昇ってもなお天英を見つけることはできなかった。

（もう、陛下はどこー……？）

　観察しようにも対象が見つからないのではどうしようもない。ここは一いつ旦たん、朝食をいただきながら対策を練ろう──と室に帰った綾華だったが、そこにいたのは食事中の天英の姿だった。

（やられた……）

　綾華が探しに出たのを見計らって、室に戻もどったのだろう。かたわらで給きゆう仕じをする佳瑛が、申しわけありませんと目で伝えてきた。

「ずいぶんと寝ね相ぞうがよろしくないようですね」

　寝所を黙だまって抜ぬけ出だしていたことをあてこすると、

「それも治療の一環か？」

　と返された。先ほどの佳瑛との会話が聞こえる場所にいたのかもしれない。

「寝相を治してさしあげたいのはやまやまですが、どうも患かん者じやさまが行方ゆくえ不明がちですので」

　いない者は治しようがない、と婉えん曲きよくに告げると、

「患者も治療を望んでいないんだろう」

　と返す言葉は素っ気ないものだった。

「今朝も命があってよかったな、小動物」

「それって命を落とす前に帰れってことですか？」

「皇宮で行方知れずになったら最後、死体も帰ってこないぞ」

「──！」

　軽口ながら内容は重く、声こわ音ねにいつものからかう響ひびきがない。

　脅おどしではなく事実なのだろう。かといってこちらも尻尾しつぽを巻いて逃げ出すわけにもいかない。

（そんな脅しには負けないわよ!?）

　がるるる……と威い嚇かくするようににらみつけると、

「どのみち妃きさきが決まるのも時間の問題だ。そのときはさすがに室には入れないぞ」

「たしかにお妃きさきさまが決まるまでと言いましたが、そんなお気持ちのままではなにも解決しません」

　それどころか、想おもいもないまま野心だけで皇宮に上がった妃を側に置けば、母のことを思い出してしまって、天英の心はかえって疲ひ弊へいしてしまうかもしれない。

「夢は心を映す鏡です。心の病が放置されているのを見過ごせません」

「それも夢占の誇ほこりとやらか。まあ好きにするがいいさ」

　と天英は食事を終え、身支度を整えて向かった先は蘭香殿だった。

　目の敵かたきとはよく言ったものだ。まだいたの、と声になっていないだけで、娘たちの目が如によ実じつに告げている。

　しかし女性は機き微びに敏びん感かんだ。

　昨日までとはちがい、輪に入れない綾華を天英がほったらかしているのを見て取ると、寵ちようが薄うすれたと判断したものか、途と端たんに興味を失って綾華を警けい戒かい対象から外した。

（まあそのほうがいいんだけどね）

　すぐ隣の席から天英を凝ぎよう視ししているわけにはいかないが、娘たちから注目されていなければ、すこし離はなれたところから天英の様子をゆっくりと観察できる。

（やっぱり全然覗かせないよねー……）

　天英は娘たちとにこやかに対話をつづけている。そんな彼かれが妃候補の娘たちに抱いだいている複雑な思いなど微み塵じんも感じられない。

　あっけらかんとしているようでいながら、なかなか防御ガードが堅かたい。

（まあ腹芸ができないようじゃ、皇帝陛下なんて務まらないんだろうけど）

　しかし青天の下、草原を駆かけていたときとはちがう笑顔だ。そして武官の青年から聞いた天英の一面を思うと、苦しいものを感じる。

（どうすれば陛下の御心をゆるめてあげられるのかしら──）

　その思し惟いは年若い女官の声にさえぎられた。

「お茶はいかがですか？」

「あ……ありがとうございます」

　いつも天英の給仕は選秀女の娘たちがしている。天英の隣にいた綾華は邪じや険けんにされてお茶を出してもらえなかったが、今日は輪の外にいるのを見てとって女官が気を遣つかってくれたらしい。

　湯気の立つ茶器を手にしただけで心がほっこりする。

　ただでさえ空気が凍こおっているものね──と茶を口にした綾華だったが、思わず顔をしかめた。

（え、なに……）

　香かおりはいいし、味も多少の苦みはお茶の醍だい醐ご味みだ。

　しかしたしかにおぼえる違い和わ感かん。

　感じ取ったのは舌だろうか。味とは別のなにか、かすかにひきつる感覚。

　直後、激しいしびれを感じて、綾華は「うっ」と口元に袖そでを当てた。

　そんな綾華に真っ先に反応したのは天英だ。

　天英ははっと真顔になると、すぐさま叫んだ。

「吐はき出だせ！」

　でも高価なお衣装が──などと思っているうちに急激にしびれが増し、ふるえはじめた綾華の口こう端たんから茶がこぼれる。

　口の中に残ったものを出さなきゃ。そう思ったが、力が入らないまま視界が闇に覆おおい尽つくされてゆき、身体が前に傾かしぐ。

　このままでは椅い子すから転がり落ちる──

　そう思ったが、綾華を支える腕うでがあった。

　そしてその腕に仰あお向むけにされたかと思うと、綾華のくちびるからなにかが注そそぎ込まれた。

「────！」

　注ぎ込まれたのは水、注ぎ込んでいたのは天英のくちびるだ。
















　そのことに気づいた綾華は、一気に現実に引きもどされた。

　目を見開くと、すぐ目の前にあったのは天英の顔。

（あ……）

　綾華は天英の真しん摯しな瞳ひとみに見入りかけたが、すぐさま腕の中で身体を転がされて胸を圧あつ迫ぱくされる。

　すると、口こう腔こう内にあったものがこふっ、とこぼれ出た。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「は、はい……」

（あああ……皇帝陛下のお召めしものに……）

　お茶とはいえ、国宝級の衣装を汚よごしてしまったことに気が遠くなりそうになった綾華だったが、

「ほとんど飲んでいなかったようだな」

　えらいぞと言うように天英はやさしく綾華の背中をさすり、その手にゆだねて呼吸をくり返していると、ふるえが治まってきた。

　そして視界も回復してきて、周囲の様子が見えるようになると、娘たちが取り巻いて固かた唾ずを飲んで見つめていることに気がついた。

（こんな人前で……!?）

　さきほどからの一連の行動が思い出されて、綾華の冷え切った身体に一気に熱がまわりはじめる。

　しかしあわてふためく綾華を抱き支えたまま、天英は、輪から後ずさる足音を聞きつけると、すかさず呼び止めた。

「──待て」

　ひっ、と喉のどを鳴らしたその者は踵きびすを返かえして駆かけ出だす。しかし騒さわぎを聞きつけて立ち入っていた衛士にすぐさま取とり押おさえられ、天英の前に引き出された。

　そこに跪ひざまずかされていたのは、綾華に茶を出した年若い女官だ。

　天英は綾華を石いし畳だたみに横たわらせると、女官の正面に立った。

「なぜ逃げた？」

「もっ、申しわけ……っ」

　ございませぬ、という言葉は恐きよう怖ふにふるえて声にならず、女官の様子に天英は目を細めて睥へい睨げいした。

「なにを飲ませたのか、自覚はあるというわけだな」

　感情を殺した声音。しかし殺しきれない負の感情が、さらにその場の空気を凍いてつかせる。

「だれに命じられた？」

　淡たん々たんと紡つむがれる問いに、女官は青ざめた唇をわななかせるだけで、なにひとつ声にならない。

　そんな姿に眉をひそめた天英は右手の袖を揺ゆらした。

　手を置いた先は腰に佩いた刀の柄つかだ。

「答えるつもりはないか」

　天英はためらいなくするりと刀を抜いた。

　正装の飾かざり刀だとばかり思っていたが、鞘さやをはらった刀身はたったいま鍛きたえ上あげられたばかりのような光を湛たたえている。

　その光は、綾華に研とぎあげたばかりの包丁を連想させた。

（すぱっと切れちゃう！）

　刀とう剣けんの切れ具合など知らないが、刀より刃はの小さい包丁でも大魚の頭を落とせるのだ。あの刃が閃ひらめけば女官の命は消されてしまう。

「ならば冥めい府ふで釈しやく明めいしてこい」

「だめ……っ！」

　自由がきかない身体で、綾華は転がるようにふたりの間に割って入った。

「──退どけ」

　見上げると、天英の目にはいつもとはあきらかに違ちがう威い圧あつ感かんがあった。

　このような天英は見たことがない──否、一度だけ見たことがある。

　はじめて会ったとき。池のほとりで午睡ひるねしていた天英に襲われたときのことだ。

　そしていまの天英の目には、そのときにはなかった怒いかりがにじんでいた。

　それはけっして綾華じぶんの命が狙ねらわれたからではない。

（きっと、毒で亡なくなられたというお母上の死とかさなったから──）

「退きません。──わたしは生きています」

　自分はお母上とはちがう。そう強調すると、かすかに天英の瞳が揺らいだ。

　綾華も自分の命を狙った相手に怒りがないわけではない。しかしいまは天英の感情を鎮しずめることが先だ。

「詮せん議ぎも行わずに処しよ罰ばつなど、もしやなさいませんわよね」

　毒殺未み遂すいの現行犯だ。罰ばつされてもおかしくはないが、みずから手を下すなど為い政せい者しやのすることではない。

　舌にはまだしびれが残っている。滑かつ舌ぜつよく言えたわけではないが、真意は伝わったはずだ。

　退くつもりはない、と片手を広げて女官をかばい、じっと天英を見み据すえる。

　綾華と天英の間には抜ぬき身みの刀。

　皇帝の命に逆らっているのだ。あの刃が綾華に振ふり下ろされないともかぎらない。

　みなが固唾を飲み、一呼吸、二呼吸──どんどん空気が堅くなってゆく。

　そんななか、やがて天英はひとつ頭を振ると、刀を収めて命じた。

「──連れていけ」

　その言葉を最後に、ふつ……と綾華の意識が途と切ぎれた。
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　綾華がはっと目を覚ますと寝台の上だった。

（わたし、気を失ってた……？）

　いつも休んでいる天英の寝台だ。しかし天英が刀を収めたあとから記き憶おくがなく、かたわらに天英の姿もない。香時計を見るとすでに深夜だ。

　寝台を降りて隣室を覗くと、佳瑛が詰つめていた。

「お目覚めになりましたか。おかげんはいかがですか？」

「はい、もう大丈夫です」

　特に体調の悪さは感じない。気を失ったのも毒のせいではなく、緊きん張ちようで張りつめていた糸が切れたためだろう。

（刀の前に出るなんてはじめてだものね……）

　あの鋭するどい刃を思い出すだけで身体がふるえる。

「あの、女官はどうなりました？」

「命じた者を自白しました」

「え？　真犯人はだれですか？」

「選秀女の慧けい鈴りん麗れいという娘です」

（慧けい……鈴りん麗れい？　その名前、なんだか聞きおぼえがあるような……）

　考え込んで、はたと気がついた。

　天英の前で蹴けつまずいて、綾華の足にひっかかったせいだと言っていた娘だ。

（けれど慧けい家けのお嬢じようさまがどうしてわたしに恨うらみを？）

　慧家は永えい華か楼ろうの上客ではあるけれども恨みを買ったおぼえなどないし、綾華に蹴けつまずいたときもその場は天英が鈴麗の言い分を入れて立てていた。

　天英が自演だと見抜いていたことを、彼かの女じよは知らないはずだ。

（わたしを殺したいほど邪じや魔まだったってこと？　よほど妃になりたかったのかしら。でもたしか、いま四番手って）

　妃は上位三人、しかし選秀女の試験を受けているわけではない綾華を排はい除じよしたところで、鈴麗自身の順位が上がるわけではない。四番手は四番手のままだ。

（なら、わたしを殺してもなんの得もないわよね？）

　どうも釈しやく然ぜんとしない。

「あの女官に会って、お話を伺うかがうことってできますか？」

　ひっかかるものを感じて綾華が訊ねてみると、佳瑛は首を横に振った。

「それは適かないません。──彼女は亡くなりましたから」

「え!?」

（まさか陛下が……？）

　処断を下したのでは、と懸け念ねんした綾華だったが、「隠かくし持もっていた毒を飲んだとのことです」と佳瑛は告げた。

「……では鈴麗さんは？」

　それほどの覚かく悟ごで自分を害そうとしていたのかと背筋が凍るのを感じながらも、綾華がさらに訊ねると、

「蘭香殿の一室に囚とらえておりますが、お会いになるのは危険です」

　佳瑛は眉をひそめて止めたものの、そこをなんとかと頼たのみ込んでみると、心配しながらも了りよう承しようをもらえた。

　蘭香殿を訪ねると、扉とびらの前に立っている衛士から、「武器は持っておりませんが、つないでおりませんのでお気をつけて」と忠告され、綾華はうなずいた。

（たしかに名家のご令れい嬢じようだものね）

　まだ女官の自白しかなく、疑われているだけの立場だ。先ほどの女官のように現行犯でもないかぎり、捕縛するなど無礼な真ま似ねはできない。

　室に入ると、はじめは気落ちしてすがるような目を扉に向けていた鈴麗だが、入ってきたのが綾華だとわかると、さっさと演技をやめて皮を脱ぬぎ捨すて、あからさまに邪険な目つきをした。

　小顔に丁てい寧ねいに収まったおおきな目は、わずかな動きで気持ちが如実に表れる。

　なにをしにきたの、という内心は言葉にせずともひしひしと伝わってきた。

「あの、お話を伺ってもいいですか？」

「なにを聞こうって言うの。もう何度も言ったことだけれど、わたしはなにも知らないわよ」

「女官があなたの差し金だと言っているそうですが」

「そうらしいわね。でも知らないものは知らないんだもの」

　あの者が勝手に言ってるだけでしょう、と鈴麗は整った鼻をつんとしてそっぽを向いた。

　たしかに佳瑛から、まだ証しよう拠こはあがっていないと聞いている。

「仮にわたしが犯人だとしてあなた、いったいなにしに来たのよ。あなたの足を蹴け飛とばした恨うらみ言ごと？　それとものこのこ殺されに来たの？」

　名のとおり鈴の音のようなころころとした美声だというのに、その指し摘てきはずばっと直球でまったく遠えん慮りよがない。

「鈴麗さまが事件を示し唆さした真犯人だということに違和感をおぼえたものですから、事情をお伺いできればと思いまして」

「違和感もなにも、わたしがあなたを殺してなんになるのよ。理由なんてないでしょ。あったとしてもそもそもどうして女官に頼たよったりするの。そんな危あやうい橋を渡わたってここに留まっても、一生脅されて強ゆ請すられるだけよ」

（言われてみればそれもそうね）

　選秀女の試験を受けている鈴麗は、妃にしろ嬪にしろなんらかの地位を得て後宮の住人となる。そしてこれからずっと後宮で生きていくのだから、女官に弱みを握にぎらせては絶好のカモだ。

（そんな危険をおかしてまでわたしを殺す意味なんてないわよね）

「お父さまに早く連れん絡らくしてくださるかしら。こんな室から出してくださいって」

　鈴麗はまったく悪びれる様子がなかった。殺人未遂の疑いで囚われているというのに、恐怖からいらだったり、逆に情に訴うつたえてすがることもない。

（本当に関係ないっぽい？）

　虚きよ勢せいではなく、自分が無実だと信じきっている。これも演技のうちかもしれないが、演技にしてはずけずけと言いすぎのような気もする。

（そういえば、あんまりお嬢さまらしくないような……）

　天英の前にいた従しよう容ようとした娘はどこにいったものか──

　そう思いながら眺ながめていると、鈴麗も綾華の視線の意味に気づいたらしく、いたずらが見つかったような笑みを浮かべた。

「わたし、養女なのよ」

「え？」

「もちろん慧一族の娘よ。でも当主の実の娘じゃないわ。実家は本家から見れば末席も末席、かろうじて一族にぶらさがっている程度の家よ。一応慧一族だから名家ってことで働きには出ていないけれど、家の中でできる賃仕事をしていたくらいだもの」

　お嬢さまの口から出た〈賃仕事〉という言葉に驚おどろきつつも、

（ああ、それで……）

　と綾華は納得した。

　先ほどの強請り云うん々ぬんの話といい、なんとなく自分のいた世界と似た空気を感じると思ったら、彼女もまた自分の手で稼かせいでいたのだ。

「一族の年とし頃ごろの娘をかき集めて、知性や美び貌ぼう、特技やら性格やら健康やらを吟ぎん味みして、これぞという娘を当主の娘として送り込んでくるの。どこの家でもやっていることよ。いま蘭香殿にいるのも大半はエセお嬢さまね。まあ、実の娘を送り込みたいのはやまやまなんだろうけど、あまりに栄達が望のぞみ薄うすだとかえって外聞が悪いしね」

　と鈴麗はあっけらかんと内情を明かした。

「わたしは栄えい華がを極きわめられると見込まれて、ここに送り込まれたの。実家では考えられないほど高価な衣装や装そう飾しよく品ひんを届けてもらっているっていうのに、もし妃にもなれずに本家から援えん助じよを切られたら、それこそ下働きよりみじめな鳥とり籠かご生活よ。だからわたしはなんとしても上りつめないといけないの。出だし抜ぬくことも力の内うちよ。あなたに蹴つまずいて利用したことも謝あやまらないわ」

　そう言ってしまえる鈴麗のたくましさは、永華楼の娘たちに通じるものがあった。

　その心意気には心地ここちよさすら感じる。

「でもだからこそ、あなたを狙ったり、女官に狙わせるなんて、あとあと面めん倒どうになりそうなことなんてしないわ。わたしはこれからも地位争いの綱つな渡わたりをつづけなきゃいけないんだから」

「じゃあ、あの女官はどうしてあなたが犯人だと？　なにか揉もめごとでも……？」

「知らないわ。女官なんて張り合う対象じゃないもの」

　女官など眼中にない、と鈴麗は切り捨てたが、ふと「でも、もしかしたらあれかしら」と思い出したように言った。

「わたし、あの女官の家の針仕事を受けたことがあるわ」

「え、針仕事……？」

　話の流れからすると、刺し繡しゆうなどというお上品な趣しゆ味みではなく、繕つくろいものだろう。

　針仕事は永華楼ですら外注している。とても名家のお嬢さまがする仕事ではないが、

「針どころか、水みず汲くみも料理もなんだってやってるわよ。だって実家の使用人は男しかいないんだもの」

　鈴麗の言に綾華は啞あ然ぜんとした。

　包丁はおろか、箸はしすら持ったことがないようないまの鈴麗の白魚の手からは、にわかに信じられない話だ。

　彼女も名門の一族の内から選ばれて、本当のお嬢さまになりきるために努力したのだろう。

「宮きゆう廷てい女官って、いいところのお嬢さまの勤め先なのよ。うちから見れば断然お金持ちのお家うちね。それでこの試験の前から面識があったんだけど、皇宮の外ではわたしよりよっぽどいい暮らしをしていたお嬢さまが、慧家の一族の娘ってだけで選秀女に送り込まれたわたしに仕える立場になってしまったのだもの。そしてやがては皇宮内で自分より上の地位に就くっていうんだから、それが許せなかったのかもね」

　たしかに、賃仕事を与あたえていた家のお嬢さまが複雑な気持ちになるのも無理もない。皇宮の外で面識があったならなおさらだ。

（鈴麗さまの言い分はよく理解できるし、とても噓うそをついているようには思えないわ。だけど、陥おとしいれるためだけにあんな事件を起こすかしら？）

「それって、自分の命と引ひき換かえにしてまで許せないことだったんでしょうか」

　すると、「え？　命と引き換えってどういうこと？」と鈴麗が目を丸くしたので、女官がみずから命を絶ったことを伝えると、

「本当に？　亡くなったの……？」

　鈴麗は言葉を失なくした。

　この室に囚われていた鈴麗は、女官の死を知らされていなかったらしい。

　それまでただの女官の嫌いやがらせ程度に思っていたらしい鈴麗は、女官が死んだことに衝しよう撃げきを受けていた。

「そんな、え、本当に……？」

　毒殺未遂の一件がにわかに現実味を帯びて迫ってきたのか、鈴麗の整った眉が途と端たんに力を失いはじめる。

　そんな鈴麗の態度に不審な点は見当たらない。しかし事件の糸がつながりそうでつながらない。

　だれかが噓をついている──いったいだれが？

（どうすれば本当のことがわかるの？）

　そう思案しはじめた綾華は、はっと気がついた。

（そうよ。夢を視ることができれば……）

　表面をどれだけ繕っても、夢の中の自分自身は偽いつわれない。夢を視れば綾華には本当のその人がわかる。

　亡くなった女官の夢はもはや視ることが適わないが、鈴麗ならまだ間に合う。

「わたしは鈴麗さまの無実を明かせるかもしれません」

「本当!?」

　すると女官の死におののいていた鈴麗は、綾華の申し出に飛びついた。

「どうやって明かしてくれるの？」

「それは──」

　自分は夢占だと伝えれば、しょせんは占いでしょと言われるかもしれない。だが皇帝である天英は、綾華の能力が本物であることを知っている。

　天英なら自分の言葉を受け入れてくれるはずだ。

「もしわたしを信じていただけるなら、ですが」

「信じるわ！」

　即そく答とうだった。

「無実を明かせるっていうならなんだって信じるわ。だって本当のことだもの。こんな巻まき添ぞえを食くらうのはまっぴらよ」

　やましいところは微塵もないということだろう。

「では今晩、こちらに泊とめていただいてもいいですか？」

「こちらにってこの室に？　泊まってなにをするの？　作戦会議？」

「それは」と答えかけたつづきは、訪問者にさえぎられた。

「──残念ながらそれは適いません」

「佳瑛さん？」

　室内に入ってきたのは佳瑛だった。

　佳瑛は酒器と酒しゆ杯はいの載のった盆ぼんを手にしていた。夜食の差し入れついでに様子を見にきたのだろうか。

（でも囚われている人にお酒？）

　かすかな違和感をおぼえたものの、やっぱりお妃さま候補は待たい遇ぐうがちがうのかしらとも思いながら綾華は訊ねる。

「どうしてですか？　わたしなら大丈夫です。ご心配にはおよびません。鈴麗さまがわたしに危害をくわえるとは思えませんし、本当になにもしておられないなら無実を明かしてさしあげないと」

　しかし佳瑛は「その必要はございません」と頭を横に振った。

「すでに上意は下されました」

「え？　上意……って……」

　理解できないまま一呼吸、それから言葉の意味を察した綾華は、ようやく佳瑛が手にしていた酒器と酒杯の理由を悟さとった。

（その中身ってまさか、毒……？）

　おなじく察したらしい鈴麗も顔の色をなくしていた。

「陛下のご命令です」

「そんなはずないわ！」

　綾華は反射的に声をあげた。

（だって、そんな）

　上意による毒殺──天英の母を死に追いやったのとおなじ方法だ。天英がそのようなことをするはずがない。

（──でもいまの陛下なら？）

　女官が綾華を殺そうとしたのも毒。未遂とはいえ、その事実が天英の心の傷を刺し激げきしてしまったのかもしれない。

　天英が心の奥おく底そこに抱かかえつづける闇。その闇が天英の心を麻ま痺ひさせて、冷れい酷こくな決断をさせてしまった可能性もある。

（──それでも）

「佳瑛さん、お待ちください」

　綾華は努めて落ちついた声音で、卓子に酒器と酒杯をならべはじめた佳瑛を止めた。

「わたしが陛下に確かく認にんしてまいります」

（こんなことを見過ごせない。真意を聞かなきゃ）

　その上意は負の感情に流された結果なのか、それとも鈴麗が犯人だという確たる証拠を得て、冷静に下した判断なのか。

　しかし万が一にも鈴麗が本当に犯人だったとしても、このようなやり方は天英の傷を深くするだけだ。

「陛下はどちらにいらっしゃいますか？」

　佳瑛は答えなかった。仕事柄、答えられないことの多い立場だし、皇帝に関わることなどその最たるものだ。

（いいわ、また皇宮中を探しまわってでも見つけてやるんだから）

「わたしはいまから陛下を探して伺ってまいります。鈴麗さまも絶対に飲まないでくださいね」

　綾華の忠告に、鈴麗は強こわ張ばった面おも持もちでこくこくとうなずく。鈴麗が罪の意識から自殺するということはなさそうだ。

　そのことに安心して綾華は踵きびすを返す。そして無言の佳瑛のかたわらをすり抜ぬけようとしたそのときだ。

　──感じたのはかすかな風。

　綾華は直感から身をひるがえす。

　その風を躱かわしてふり返ると、風の正体は佳瑛の手が振ふり上あげたものだった。

　佳瑛の手に握られていたそれに、綾華は目を瞠みはった。

（短刀……？）

　佳瑛の手にあったのは短刀、風を切ったのはその短刀の刃だ。

「どう、して……」

　なぜ佳瑛はそのようなものを手にしているのか。なぜその刃が自分に向けられたのか。

　なぜ、なぜ、なぜ──理解が追いつかず、綾華の頭の中を疑ぎ問もん符ふがめぐる。

　上意に背そむくことは許さないという威い嚇かくだろうか？　そう思ったがちがう。

　刃がかすっただけの綾華の衣ころもはすぱっと裂さけていた。その刃がまともに身体を裂いていたら大おお怪け我がを負うところだ。

　──いや、怪我どころではない。

（命を、狙った……？）

　まったく殺意を感じない。しかし綾華に刃を向けた佳瑛が動どう揺ようする様子もない。

　それどころか、佳瑛は口端に微び笑しようすら浮かべていた──いつものように。

「確認にはおよびません」

　佳瑛は化け粧しようの行きとどいた端たん正せいな唇で、穏おだやかないつもの表情そのままに、その一言を告げた。




「──あなたもここで逝ゆくのですから」
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「佳か瑛えいさん……いったいなにを言って……」

　やわらかな温かみのある声こわ音ねはいつもとおなじ。けれども告げられた一言は声音に反する冷れい酷こくな内容で、とても冗じよう談だんとは思えなかった。

　佳瑛はいまも口元にも目め許もとにも穏おだやかな笑えみをたたえている。いつもとおなじ彼かの女じよの表情だ。

　そう、いつもとおなじ──

　どこまでも完かん璧ぺきな、このまま給きゆう仕じをはじめても違い和わ感かんのない笑え顔がお。それがかえって恐おそろしい。

　いままで見てきた彼女はいったいなんだったのか。いままでの彼女は本当に微笑ほほえんでいただろうか？

　表情と感情が一いつ致ちしていない。心をどこかに置き去りにしたまま、まるで機械仕じ掛かけで動いているような、その在り方のいびつさに綾りよう華かは戦せん慄りつした。

「だれか……っ！」

「無む駄だですわ」

　綾華は思わず声をあげたが、その希望は一言で断たたれた。

「衛士は下がらせております」

　鈴りん麗れいが逃とう亡ぼうしないように扉口にいた衛士。しかし蘭らん香こう殿でんの切り盛りをしている女官の佳瑛に言われれば、命じられるままに持ち場を離はなれるだろう。

「佳瑛さん、どうして……」

「ある御方が鈴麗さまが邪じや魔まだとおっしゃるので」

「──！」

　名指しされた鈴麗が目を見ひらく。

　邪魔だから排はい除じよする──単純で、残ざん酷こくすぎる動機。

「綾華さまを毒殺するよう仕向けた咎とがで処しよ罰ばつされるはずでしたのに、運が良いいこと。おかげで一手間増えてしまいましたわ」

「まさかあの女官も……？」

　女官が自分の毒殺を試みたが失敗して、処しよ刑けい前に服毒死。

　その一件だけを見るとありえる話と思えるが、その事件は第三者が仕向けたものだとすれば、女官の服毒死も自死かどうか怪しい。

「あの女官は、ある御方から綾華さまにちょっとした嫌いやがらせをするようにと唆そそのかされたようですわね。もし見つかれば鈴麗さまから命じられたと騒さわぎ立たてるつもりだったようですが、まさか入れたものが毒だとは思わなかったのでしょう」

　もっとも中身を入いれ替かえたのは私ですけれども、と佳瑛はつづけた。

　つまり、綾華の茶に毒を入れたのは女官だが、女官はいたずらのつもりで毒だと知らずになにかを入れただけ。

　なにかを毒にすり替かえたのは佳瑛で、そしてその女官も自死などではなく、毒を飲まされて殺された──

「うまく首しゆ尾びが運んで鈴麗さまを真犯人に仕立て上げることができれば、追放程度で済んだかもしれませんのに。哀あわれなこと」

　佳瑛はそう言ったが、その顔には微び笑しようが浮うかび、まったく感情が伴ともなっていなかった。

「ですが綾華さまみずから鈴麗さまの室を訪ねてくださいまして助かりましたわ。元の筋書きにもどることができますもの」

「え？」

「鈴麗さまが綾華さまを刺さし殺ころしてご自害、これで予定どおりですわ」

「───！」

　佳瑛の筋書きとやらにしたがえば、綾華も鈴麗も命はない。すべてこの室内で片づけられ、生き残った佳瑛が自身の都合よくふたりの死を外の者に伝えるのだろう。

「や……っ」

　これから起きることを察した鈴麗が、恐きよう怖ふに搔かきたてられて逃にげ出だす。

　しかし表情に反する素す早ばやい動きで佳瑛に領ひ巾れを摑まれ、態勢をくずしたところに首に腕うでをまわされた。

「すべてが終わるまで、おとなしくしていてくださいな」

「うっ……」

　佳瑛はまわした細ほそ腕うでに力を籠こめ、喉のどを圧あつ迫ぱくして鈴麗の意識を奪うばう。あきらかに訓練を受けた者の動きだ。

　しかし佳瑛は鈴麗の命までは奪わなかった。〈綾華を殺あやめて服毒死〉という筋書きに乗せるためにも、〈窒ちつ息そく〉で殺すわけにはいかないのだろう。

　鈴麗はあくまでも、綾華を殺めた自責の念から服毒死しなければいけない。

　そう理解した綾華は、佳瑛が毒杯に手を伸のばそうとしたのを見てとって、とっさに逆方向に逃げ出した。

（わたしが仕留められなければ鈴麗さまは飲まされない……！）

　ここで綾華じぶんに逃にげられれば、鈴麗の服毒死の理由がつかなくなる。

（わたしが逃にげ切きれば！）

　その読みどおり、佳瑛は鈴麗に飲ませるより先に綾華を仕留めることを選び、鈴麗から離れた。

　綾華は距きよ離りを置きながら、佳瑛の動きを注意深く探さぐる。

　佳瑛は普ふ通つうの人とはちがって気配や視線から予測できずに難しかったが、無駄がない動きだからこそ逆にいち早く動きを見み抜ぬけば先が読める。

（出口は……っ）

　室の奥おくに追おい詰つめられないように右に左にと駆かけながら、扉の位置を確かく認にんする。

　出口は一箇か所しよ。

　佳瑛も慣れているのか、けっして綾華を扉に近づかせない。

　室内を逃げつづけていた綾華だが、たんっ！　という音とともに、不意に動きが妨さまたげられた。

「あ……っ」

　重心がぶれて綾華はつんのめる。

　裾すそを投刀で壁かべに縫ぬいつけられたのだ──そう気づいたときには距離を詰つめられていた。

　がっ、と無造作に頭を摑まれ壁に押おしつけられる。

「本当にちょこまかと……さすが陛下がお側に置かれるだけありますわね。仲間が困っておりましたわ。勘かんのいい小動物を置かれてしまったと」

『小動物』の一言に、声を拾える距離で探りを入れられていたことを悟さとった。

　ただ暗殺に移さなかっただけで、狙ねらえる場所に刺し客かくが潜ひそんでいたということだ。

「でも、これといった鍛たん錬れんを受けたわけではないようですわね。まさに逃げまどうだけの小動物」

　可愛かわいらしいこと、と微笑む表情に反して、頭を押さえつける手のひらは容よう赦しやがなく、綾華は身動きが取れない。

　じたばたともがく綾華に対し、嫣えん然ぜんと、どこに刃やいばを突つき立ててやろうかと見まわす佳瑛は、まるで舌なめずりする肉食獣のようだ。

　やがて「ここがよろしいかしら」と首筋を撫なでられ、ぞわりとする感覚が綾華の全身を駆けぬけた。

「ここなら非力な小こ娘むすめでも仕留められますものね」

　あくまで鈴麗が斬きりつけたと見せかけるため。

　佳瑛の指が離れ、斬りつける角度を確認するようにゆっくりと、しかし確実に仕留められるように腕が振ふり上あげられる──

（斬られる……！）

　綾華は恐怖に固く目をつむる。

　──しかし、次に綾華の耳に飛とび込んできたのは、己おのれの首筋を斬り裂さかれる音ではなかった。

　きんっ、という刃をはじき飛ばす金属音。

（え……？）

　不意に押さえつけられていた手が離れたかと思うと、ついで強く抱だき寄せられた。

　衣きぬ越ごしに感じるぬくもり。

　知った香かおりに包まれ、綾華はおそるおそる目を開ける。すると。

「──勝手に上意を騙かたられても困るのだがな」

　綾華を片かた腕うでで抱だき留とめていたのは、剣けんをかまえた天英だった。
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「陛、下……？」

「よく逃げたな。えらいぞ、小動物」

　そう告げると天英は、目線と剣けん先さきは佳瑛に据すえたまま、下がっていろとでも言うように綾華を背後にやった。

　そのぬくもりから離れがたかったが、天英の邪魔になるわけにはいかない。なるだけ佳瑛から距離を取るように部屋の隅すみに寄った。

「中の様子は衛士から聞かせてもらった。上意を騙って毒を飲ませるつもりだったらしいな」

　佳瑛から下がるように言われた衛士は、下がったふりをしながら中の様子を窺うかがい、天英に報告に走ったのだろう。

「抜ぬけ道みちのある室にしておいて正解だった」

　たしかに扉は閉ざされたままだ。天英が扉を通らずに現れることができたのは、抜け道を通ってきたためらしい。

　天英はこの事態を想定して、あえて抜け道のある室に鈴麗を閉とじ込めていたということだ。

「……気づいていらっしゃったのですか」

「女官の死に不ふ審しんなものを感じたのでな。女官を殺したのもおまえのしわざか？」

「──なにかご不審な点でも？」

　佳瑛は女官を殺したことは否定せず、見抜かれるような失態はしていないはず、と言わんばかりに眉まゆをひそめて問い返した。

「いや、前例を知らずにいたら一連の事件として見み逃のがしていたかもしれん。だがあのときとおなじ手口だったものでな。

　──二十年前、母を死に追いやったのもおまえだな？」

（え!?）

　たしか、先せん帝ていの一の妃きさきだった天英の母は、密通の嫌けん疑ぎをかけられて自害したと聞いているが──

「母は密通などしていない。だが何者かが間男を仕立てて母に嫌疑をかけ、母が取り調べられる前に上意だと偽いつわって毒を飲ませて、殺した」

　綾華は目を瞠みはった。

　たしかに上意を信じて佳瑛が持ってきた毒を飲んだなら、鈴麗はそのまま亡なくなっていた。いや、信じていなくとも、佳瑛に押さえつけられて無理やり流ながし込まれれば、逃のがれられなかっただろう。

　──天英の母もそうして自害を装よそおって殺されたのだろうか。

（そして陛下はずっと犯人を捜さがしていたということ？）

「父は母が自らの罪を認めて毒を飲んだと知らされたそうだが、母の密通とその死にずっと疑いを持っていた。捕とらえられた間男は罪を自白したが、手引きしたという娘むすめは詮せん議ぎの前に毒を飲んで自死、証言が取れたのは間男だけで、間男が騙りさえすれば成り立つ状じよう況きようだったからな。間男も家族を人ひと質じちに取られれば、偽りの自白でもせざるをえんだろうさ」

「それらはすべて貴方あなたさまの願望でしょう。たしかにお亡くなりになったお妃きさきさまを見つけたのは、お夜食をお持ちしたわたくしです。しかしながら、疑いを持っていらしたならどうして先帝陛下はわたくしを処断されなかったのです？」

「太子の妃を罠わなにはめるなど、昨日今日皇こう宮ぐうに入ったばかりの小娘がひとりでできることではないからな。かならず仲間が皇宮内にいる。だから泳がせて、入念に背後につながる者を探りつづけた。その結果が昨年の皇后廃はい妃ひだ」

　その指し摘てきに、佳瑛は顔を強こわ張ばらせた。

「おまえたちは実に注意深かったな。母の排除がなったあとはいっさい連れん絡らくを取り合うことなく、おまえも一女官に徹てつして息を潜めていた。しかし動きがなくなったからといって、皇宮内に潜む者が消えたわけじゃない。だから父は真犯人にたどり着くまで、俺おれを皇宮の外に出して育てさせたんだそうだ。

　真犯人が皇后の生家だったことは父も衝しよう撃げきだったようだがな。おまえたちに気取られぬうちに、一気に皇后一族を追放した。おまえも皇后が産んだ第二公こう子しが登極する日を待まち焦こがれて皇宮に残っていたんだろうが、連座で廃はい嫡ちやくになって目もく論ろ見みがはずれたな」

　仮面を貫つらぬいていた佳瑛が顔をしかめた。

　佳瑛は天英の指摘のとおり、第二公子を帝てい位いに就つけるために二十年もの間、皇宮に残りつづけていたのだ。

「せっかく母を排除して第一公子を辺境に追いやったのに、頼たのみの第二公子が廃されてしまった。ならば予定外に帝位に就いてしまった俺の命を奪って第二公子の返かえり咲ざきを目指すか、俺の代はあきらめて次代の太子の座を得るために仕し掛かけるか。その両方をしてくれていたわけだが、次代を見み越こして仕掛けてくるなら選秀女だと思ってな。網あみを張らせてもらった」

「わたくしを蘭香殿付きにしたのはそのためでしたか……」

　たしかに佳瑛自身、『本来なら身にあまるお役』だと言っていた。

　天英は疑ぎ惑わくを抱いていた佳瑛をあえて蘭香殿の女官長に抜ばつ擢てきし、わざと動きやすい環かん境きようを整えて、尻尾しつぽを出すのを待っていたのだ。

「今回、追放された皇后の一族から選秀女に残っている娘はいない。なのにこの娘を殺し、その罪を慧けい鈴りん麗れいに負わせて排除しようとした。おまえはだれの命で動いている？」

　天英はそう訊たずねて一呼吸置いたものの、佳瑛が表情を変える様子がないのを見てとって、

「と訊きいたところで答えるはずもないか」

　と切り上げ、質問を変えた。

「なぜ慧鈴麗に罪を着せようとした？」

「あの娘を目め障ざわりに思う御方がいらっしゃったということですわ。一族の末席の小娘が、庶しよ民みんのたくましさで、なりふりかまわず貴方さまの関心を得ようとするのですもの。煙けむたく感じている方は大勢いらっしゃいましてよ」

　綾華の足にわざと蹴けつまずいて天英に抱き留められたこともしかり、ほかにも周囲を利用して関心を引きつづけてきたのだろう。

　妓ぎ楼ろう育ちの綾華はよく見るしたたかさだが、名家のお嬢じようさまの目には脅きよう威いに映ったのかもしれない。

「そうか。では慧鈴麗を陥おとしいれるための生いけ贄にえにこの娘を選んだのは、この娘が夢ゆめ占うらと知ったからか？」

（え？　……夢占だから襲おそわれた？）

　そんなに嫌きらわれるような職業だっただろうかと思ったが、天英は綾華が思いもよらない過去を告げた。

「二十年前も夢占に咎を負わせたな。母が頼みにしていた夢占に間男の手引きをした罪を着せた」

「──！」

　すると「まさかそこまでお膳ぜん立だてしていらっしゃったとは」と佳瑛は嘆たん息そくした。

「そうですわね。貴方さまのお母上は、夢占を側に置くようになって、みるみるうちに天運を引き寄せられた。先帝陛下の寵ちようを受け、一の妃となり、ついには第一公子である貴方さままで授さずかられた──このまま皇后にまで上り詰めるとだれしもが思いました。やがては国母にもおなりになるだろうと。

　それは困ると、夢占が間男の手引きをさせたことにして、お母上ともども片づけて、皇宮から占うらない師しを追おい払はらうこともできたというのに」

（それって、二十年前に占い師が皇宮から追い払われたのは、陛下のお母上の事件の影えい響きようだったということ？）

　占うらないで生計を立てていた綾華の家にも、すくなからず関わる話だ。

「そのような時期の記き憶おくなどお持ちにならないはずの貴方さままで、夢占をお側に置かれるなど。また貴方さまは天運を味方につけて栄えい華がを極きわめられる──付け入る隙すきを失うと思いましたわ」

　天英の母も、夢占で幸運を摑んだ者のひとりだった。

　そしてその天運を危き惧ぐする者によって罠にはめられ、占い師自体が皇宮への出入りを禁止されてしまった。

　そんな中で、皇宮に呼ばれたのが自分だ。

（だから陛下は夢占わたしを側に置いたの……？）

　天英にとって必要だったのは、悪夢を天運に変える夢占でも、勘のいい小動物でもない。

　必要だったのはただひとつ。二十年前の犯人を焙あぶりだすための『夢占』だ。

　──つまり自分は。

（犯人を釣つるための〈生いき餌え〉だったってこと!?）

　そう気づいた綾華は愕がく然ぜんとした。

　かつて天運を摑んだ一の妃のように、天英も夢占を側に置いた。夢占に責めを負わせて皇宮から排除したはずの佳瑛にとっては、新たに召めし出だされた夢占じぶんは脅威だっただろう。

（本来の意味で『夢占』として必要とされたことはないけどね!?）

　勘のいい小動物どころか、まさか猛もう禽きんを釣りだすための生き餌扱あつかいだったとは思いもしなかった。

（これは業務外扱いで追加報ほう酬しゆうを請せい求きゆうしてもいいわよね？　ううん、確実に請求できるはずよ。よし、忘れずに子康さんに請求しなきゃ！）

　いくらもらえるかしら、とひそかに拳こぶしを握にぎりしめながら脳内の算そろ盤ばんをはじいていた綾華だったが、つづく佳瑛の言葉に現実に引きもどされた。

「しかも彼女が夢占だと知って恐ろしくなりましたわ。だって昔いた夢占そっくりなんですもの。冥めい府ふからよみがえってきたのではないかとさえ思いました──あの夢占も殺したはずですのに」

「──！」

　あの夢占も殺した──

　いとも簡単に、佳瑛はその恐ろしい事実を口にした。

　佳瑛と一いつ緒しよにいたのはほんの数日、しかし、たしかに側で笑っていたはずなのに。

　それでも佳瑛は綾華の命を手にかけることをなんとも思わなかった。

　その事実に、怒いかりをおぼえるよりむしろ、悲しみが胸の内に広がった。

「佳瑛さん、どうして……？」

「どうして、とは？」

　しかし、訊かれた意味がわからない、そういわんばかりに佳瑛は問い返してきた。

　言葉が通じない。おなじ室内にいるのに、ほんの数歩の距離にいるのに、見つめ合う綾華と佳瑛の間にある心の溝みぞはあまりに深い。

　その溝は生まれながらのものなのか、それともそうなるように育てられたのか。たった十歳で天英の母を手にかけたというなら、その生おい立たちを思うだけで胸が苦しくなった。

「──残念ながらと申しますか、幸いと申しますか」

　突とつ如じよ割って入った第三者の声。

　ふり向くと、子康が鈴麗のかたわらで膝ひざをついていた。

　天英とおなじ抜け道を通ってきたのだろう。子康は鈴麗の首筋で脈を診みていたが、問題ないと判断したものか言葉をつづけた。

「あなたは二十年前に夢占を殺してはいませんよ」

　その言に佳瑛は眉をひそめた。

　自分はたしかに死を確認した、そう言いたげな表情だ。しかし、

「夢占は間男を手引きした嫌疑がかかり、詮議をおそれてその前に毒を飲んだ──ということになっていますが、あなたが毒を飲ませたのですよね。しかし彼女は生きていたんですよ。あなたが見たときは仮死状態だったのかもしれませんね」

　その子康の見解に佳瑛は顔をしかめた。

「どこまでも悪運の強い娘だこと……」

「まあ、そうですね。他人の天運を引き寄せるくらいですから、自身はもっと強い天運を持ち合わせていたのかもしれません」

「生き残っていたその娘が証言でも？」

「いえ、この二十年の間にすでにお亡くなりになりましたので、証言は取れていません。事件後は皇宮から離れて、一いつ切さいかかわらずにお暮らしになっていたようですね。ですがあなたがよみがえったと思ったのも無理はありません。

　こちらにいらっしゃるのは、その夢占のお嬢様ですから」

（えっ!?）

「……なに？」

　子康がさらりと落とした爆ばく弾だん発言に、綾華は目を瞠みはった。

　どうやら天英も聞かされていなかったらしく、驚おどろきを隠かくせずにいる。

　しかし子康はそんな空気などおかまいなしに、知的な瞳ひとみをきらめかせて涼すずしい顔でその事実を告げた。

「この方は、夢占祥しよう華かのお嬢様です」

（母さま……）

　子康が告げたそれは、たしかに、綾華が幼いころに亡くなった母の名だった。

　けっして名の通った夢占ではなく、洛みやこの端はしの慶けい雲うん坊ぼうで細々と生計を立てていた一いつ介かいの占い師。亡くなったのはもう十年ちかくも前のこと、ごく親しい人以外にもはや知る人のないはずの名だ。

（その母さまが？　なんて？）

　天英の母のことだと思って聞いていた話がにわかに自分の母へとつながり、綾華は混乱する。

　しかしそんな綾華をよそに、かつての夢占を知る佳瑛は、「なるほど、ならばこの小娘の天運が強いのも無理もありませんわね」と観念した。

「二十年も前の失態がこのようなかたちで返ってくるなんて」

　未熟でしたわね、と佳瑛は独りごちる。そんな佳瑛に厳しい声音で天英は告げた。

「未熟だったからじゃない」

　怒りを押し殺した声。押し殺そうとしてもなお滲にじむ感情。

　母を殺あやめた相手を前に、天英はきつく見み据すえて、努めて冷静に告げた。

「二十年かけても真実を明かしたい、そう思いつづけるだけのものをおまえは奪ったからだ。人の命をなんとも思わない者にはわからないだろうがな」

　するとその言葉に佳瑛は微笑んだ。──最高の褒ほめ言葉だと言わんばかりに嫣えん然ぜんと。

「陽を奪われて影かげに堕おちた者はどこにでもおります。そういう存在を生み出したのは、まさにいま貴方さまがおられるその地位でしてよ」

「……なに？」

「大切な人の命を奪われた者が、悲しみ、絶望し、新たな影となって次は奪う側に取とって代わる──そうして世の中はまわっているのですわ」

　佳瑛は多くは語らなかったが、彼女が刺客として育てられたのは、大切な人の命を皇こう帝ていに奪われたせいなのかもしれない。

「皇宮で生きていくのは地じ獄ごくでしてよ。もどってきたことを後こう悔かいなさるでしょう」

　歌うように告げる佳瑛の言葉は呪じゆ詛そにも似ていたが、天英は吞のみ込まれることなく撥はねのけた。

「元より悪あつ鬼きの巣そう窟くつだと心得ているさ。生まれてすぐに身をもって教えられたからな」

　そんな強気な天英に佳瑛は挑ちよう戦せん的てきな笑みを浮かべ、

「先に冥府でお待ちしておりますわ」

　そう告げるとみずから運んできた酒しゆ杯はいに手を伸ばす。そして一息に呷あおると、ほどなく鮮せん血けつが口こう端たんを伝った。

　笑みを浮かべたまま佳瑛の身体が傾かしぎ、糸の切れた操あやつり人形のようにその場にくずれ落ちる。

「佳瑛さん！」

　綾華はとっさに駆かけ寄よろうとしたが、天英に片手を広げて制された。

「近づくな」

「まだ助かるかもしれません！」

「無駄だ」

　綾華の願望を天英は一言で斬きり捨すてると、

「即そつ効こう性せいの毒だ。万一助かったところで、こういう手合いは何度でも死ぬ。そういうふうに育てられているからな」

　と天英は厳しい現実を突つきつけた。

「聞くべきところは聞いた」

　だからもういい。そう聞こえた気がして、綾華は愕然とした。

　──目の前で人が亡くなったのに。用は済んだとばかりに切り捨てる、その心の内はいかばかりか。

　佳瑛が言い残した〈影の者〉、天英はそういう手合いにもう何度も遭そう遇ぐうしているのかもしれない。

　そしてはじめは天英も助けようとしたのかもしれない。しかし天英の声は届かず、気持ちを振りきられたのだ。もう何度も。

　いくつもの死を見届けて、徐じよ々じよに凍こおりついていった心──

　しかし綾華の思いをよそに、天英は刀を収めると子康に向きなおった。

「子康、どういうことだ。こいつの母親が絡からんでいたというのは本当か？」

　訊ねる声音は厳しい。しかし子康の涼しい表情が揺ゆらぐことはなかった。

「私が調べたかぎりではそうですね。この方は夢占祥華のお嬢さんです」

　ですよね？　と視線を向けられ、子康の口から母の名が出ることに不思議な気持ちを抱きつつ、話を振られるままに綾華はこくりと肯うなずいた。

「聞いていないぞ」

　天英に責める声音を向けられると、子康はさっくりと返した。

「必要のない情報でしたので」

「なに？」

「彼女の母親は昔、あなたの母上の一件に巻き込まれて殺されかけました──なんて知っていても、しかたのないことでしょう。元より彼女が生まれる以前の話ですしね」

　そう平然と言ってのける子康に、天英は啞あ然ぜんとしていた。

（まあたしかに、わたしの母さまの過去は陛下には関係ないかも、だけど……）

　なにかもやもやするのはなぜだろう──

「しかたのないことって、かつての夢占に似ていたせいで、こいつまで襲われる羽目になったんだぞ？」

（──そう！　それよ！）

　夢占小華としてでも小動物としてでも生き餌としての夢占ですらなく、この顔が必要とされていたなど思いもしなかった。しかし、

「結果的に、彼女が過去に手を下した夢占に似ていたために、あの者も焦あせって手を出すことになったようですね」

「こいつが巻まき込まれたのは結果論にすぎないと？」

「襲ったのは私ではありませんから」

　子康は襲われる可能性を折り込んでいたことを否定しなかったうえに、犯人が勝手に襲っただけだと言わんばかりの口ぶりだ。

（しかもわざと佳瑛さんをわたしに付けてなかった？）

　二十年前ということは子康もまだ生まれたばかり、当然当時の夢占の顔など知るはずもない。入念に調査をかさねて、綾華が夢占祥華の娘であることを突つき止とめたのだろう。

　子康ははじめて会ったときから、綾華の生い立ちをすべて知った上で、この顔を利用していたのだ。

　もはや怒りをとおりこして、驚きよう嘆たんにも似た感動すらおぼえる。

　──本当にこれだから、さらりと科挙に合格してしまうような鬼き才さいは油断がならない。

　永えい華か楼ろうの蓮れん蓉ようが子康を警けい戒かいしていたことに、ようやく得心がいった綾華だ。

「だが危険に晒さらしたことは事実だ」

「出来得るかぎりの警護はつけていましたし、現に彼女の危険を迅じん速そくに知らせてきたでしょう？　それに貴方が私に命じたのですよ。なんとしても母君の一件の真相を探りだせと。私はその命にしたがって〈仕事〉をしただけですよ」

「ああ、たしかにそうだったな。有能な臣下で助かる」

　有能すぎて困るとばかりに天英はため息をつくと、ひとつ頭かぶりを振って切きり替かえた。

「それで背後の者は」

「ひきつづき追わせております」

　微笑まじりの隙を感じさせない子康の声音に、

「そうか、まかせた」

　そう一言残して、天英は室をあとにした。







　綾華が天英を追うと、帰った先はいつもの天英の私室だった。

　ほんの一刻前には佳瑛が詰めていたはずの隣りん室しつ。そこを天英は一いち瞥べつもせずに突っきると、寝しん室しつに入るなり寝しん台だいの上に佩はい剣けんを無造作に放り投げる。

　その所作に、天英の荒あれた胸中が見てとれた。

「──巻き込んで悪かったな」

「いえ……鈴麗さまにお会いしたいと申し出たのはわたしですから」

「そのこともふくめて、おまえをここに呼んだこと自体がだ」

「陛下もわたしの母のことはご存じなかったのでしょう？」

「そうだな。だが事件に夢占が絡んでいたと知っていたんだから同罪だ。──まさかその夢占が母親本人だったとは思わなかったが、程度の差はあれ、おまえを利用したことには変わりない」

　天英は、綾華を夢占だからという理由で側に置いていたことを否定しなかった。

「俺は二十年前の事件を解決したかった。そのために夢占を呼んだ。人選を子康にまかせた結果、おまえがここに来た。それだけで終わる話だと思って、おまえには事情を説明していなかった。悪かったな。

　おまえの母親に関わることだったからな。おおかたの話はあの者との会話で察しているだろうが、あらためて説明させてくれ」

　そう言って天英は二十年前の事件について語りだした。

「ことは二十年あまり前、俺の母親が、当時太子だった父の妃候補として皇宮に上がったことがはじまりだ。生家の権勢からして母は妃にはならず、行ぎよう儀ぎ見習い程度で帰されるはずだった。手がつかなければただの一侍じ女じよだからな。気安く生家に帰っては、なじみの夢占を呼んでいたらしい。それがおまえの母親だという夢占祥華だ」

　皇帝である天英の口から紡つむがれた母の名に、綾華はこくんと息を吞んだ。

「しかし周囲の予想に反して母は父の寵ちよう愛あいを受けた。母も思わぬ境きよう遇ぐうになって不安だったんだろうな。妃となって皇宮から出られなくなった母は、話し相手として夢占祥華を皇宮に呼ぶようになった。やがて母は身ごもって、第一公子──つまり俺を産んだことで、その僥ぎよう倖こうは夢占が開ひらいた天運だと噂うわさになった。

　俺の誕生に焦ったのは名門の奴やつらだ。帝位は長子が継つぐものと決まっているわけではないが、それなりの後見があればやはり第一公子が太子となる。後見の座をめぐって名門の間であれこれあったんだろう。結果として、後見からあぶれた者が母を追い落とすための罠を仕掛けた」

　ここからはあらかた聞いていただろうが、と言い置いて天英はつづけた。

「夢占が出入りしているときを見計らって、間男役の男を宮きゆう殿でん内に連つれ込んで、密会の状況を作り上げた。夢占を召めすと称しようして以前から男を連れ込んでいたとでも吹ふい聴ちようすれば、俺の出自も怪しくなって、共に排除できるからな。

　奴らの仕掛けどおり、密会手引きの咎とがで夢占は捕らえられ、詮議の前に自責の念から毒で自殺した──と表向きはそういうことになっているが、実際はあの女官に毒殺された。助かったのはまさに運がよかったんだろうな。へたにその場で命を取り留めていれば、とどめを刺さされていただろうからな。

　母はあの女官に上意と偽られて毒を飲んで亡くなった。父には自責の念から毒を飲まれたとでも報告したのだろうが、父はずっとその一件の真相を追っていた。

　長い年月をかけて探しだした黒幕は、母亡きあとに父の一の妃となり、やがて皇后の座に収まった女の一族だった。奴らにすれば母を排はい斥せきし、身内である皇后の産んだ第二公子が太子となって万ばん々ばん歳ざいだったんだろうけどな。真相を知った父は、皇后一族の処断を下し、俺を後こう継けい者しやにと言い遺のこして亡くなった──らしい」

「──らしい？」

　その一言に綾華が小首をかしげると、天英は薄うすい笑みを浮かべた。

「俺がそのことを知らされたのは、父が亡くなったあとのことだ。俺はなにも知らずに辺境で暮らしていたからな。だから父の口から真意を聞かされたことはない。会って言葉を交かわしたこともない。再会したときにはすでに骸むくろになっていた」

　思い出すように天英は目を伏ふせて、そしてその一言を告げた。

「捨てられたものだと思っていた……ずっと」

　ずっと──

　二十年の月日と、その間の天英の心の葛かつ藤とう。

　不ふ祥しよう事じを起こしたと言われつづけてきた母への想おもい、母と自分に処断を下した父への想い。

　母からも父からも見捨てられ、言葉のとおり辺境に捨てられたのだと思ってきた月日はどれほど重いものだったか。

「だがこれで父も母も浮かばれるだろう」

　洛から目を逸そらすように草原を駆け、捨てられた先の草原で生きることを覚かく悟ごしはじめていた天英。

　そんな彼かれに突とつ然ぜんもたらされた父皇帝の崩御の報せと、登極の遺命。

　立場や状況が目まぐるしく変わったこともさることながら、その状況を乗り切らなければならなかった天英の心が平静でいられたはずがない。天英が苛か烈れつだと噂されたのも、たしかにそういう時期があったのだろう。

　しかしいま、目を伏せて沈ちん黙もくする天英の心の中で、重くのしかかっていたものが静かに溶とけてゆく──

　綾華はそっと椅い子すから立ち上がると、物思いに沈しずむ天英の頭を抱きしめた。

「──綾華？」

　相手が皇帝だという現実は、このときどこかにいっていた。いま綾華の腕の中にいるのは、深い闇やみに翻ほん弄ろうされつづけた、ただのひとりの人間だ。

　話の途と中ちゆうだったことを思い出して、「すまない」と言いかけた天英に、綾華は頭かぶりを振った。

「いいんですよ。やっと終わったんですから」

　ことは自身の出自のみならず、帝位登極の正統性にも関わる一大事だ。いままで気を張りつづけていた問題が解決して、天英の気持ちが揺れるのも無理もない。

「俺はおまえを利用した」

「いいえ。帰るよう言ってくださったのを、無理に残っていたのはわたしですから」

　夢占を側に置けば、二十年前の犯人が刺し激げきされると思ったのは事実だろう。だが、実際に綾華に刺客が送られたと知ったその晩に、天英は手のひらを返したように帰れと言いだした。

　犯人の危機感を煽あおって出した尻尾を摑むつもりだった。けれども餌えさとなった夢占の──綾華の命まで危険に晒すつもりはなかったということだ。

「利用されたこと、怒おこっていないのか？」

「いなくもなかったですけど、もういいです」

　そのまま生き餌として側に置いておけばよかったものを、綾華を皇宮から出して命を守ろうとしてくれた。それだけで十分だ。

「今晩はゆっくり眠ねむれそうですか？」

「おかげさまでな。──報酬は弾はずむ」

　沈んだ空気を払はらおうと天英は軽口のつもりで言ったらしいが、綾華は首を横に振った。

「お代はお約束の額でけっこうです」

　すると天英は意外そうな顔をした。

「報酬は好きだろう？」

「それは大好きですけど!?」

　割わり増まし請求をしてやろうと思っていたことは事実だ。しかしいまはそれよりほしいものがある。

「その代わりと言ってはなんですが、ひとつお願いが」

「なんだ？」

「──最後に夢占をさせていただけませんか？」
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　天英が眠りに入るまで、そう時間はかからなかった。

　──先ほど、夢占をさせてほしい、そう言った綾華に天英は不思議そうな顔をした。

「なにが視たいんだ？」

「なにも」

「なにも？」

「いまの陛下の御心のままにお休みくださいませ」

　その返答で疑問が解消したわけではないようだったが、「高い代だい償しようにならなければいいがな」とかたちばかりの軽口をたたいて、天英は寝台に入った。

　眠りに入った深い息を聞きながら、綾華はそのときを待つ。

　それから一刻ばかり、かすかに息が変わった瞬しゆん間かんを見計らって、綾華は自身の呼吸を合わせて天英の夢に入り込んだ。




　──はじめに感じたのは、たゆとう冷気。暗くら闇やみのなかに響ひびく水すい滴てきの音だ。

　目を開けば、赤子を抱いて暗い洞どう窟くつをゆくふたりの男。

（やっぱりこの夢……）

　いくら事件の真相がわかったとはいえ、天英が知っている当時のことはこれだけだ。

　そうして夢の結末もおなじ。

（でも、これなら行ける）

　綾華は男たちに背を向けると、やおら男たちがたどってきた道を逆向きに駆けだした。

　──綾華の隠していた才はこれだ。

　綾華は入り込んだ夢の世界で自在に動くことができる。夢を見ている本人とはちがう角度からその世界を見ることができるのだ。

　人の夢をあやつると言ってしまってもいい。夢を見ている相手に与あたえる影響があまりにおおきいため、普ふ段だんは使わず、対外的にも秘密にしている能力だ。

（でもいまは）

　綾華が洞窟を進むとやがて足場が石いし畳だたみに変わった。そしてぼんやりと灯あかりが見えて、周囲の壁もむきだしの岩ではなく、石いし壁かべに変わっていることに気がついた。

（ここは地ち下か牢ろう……？）

　鉄てつ格ごう子しの小部屋がつづくが中に人ひと影かげはなく、使った形けい跡せきもない。

　綾華がそのまま突つき進すすむと階段があり、上がった先には扉がある。扉を開いてみると、吊つるされた燭しよく台だいがぼんやりと室内を照らしており、どうやらそこは廟びようの中らしかった。

（こんなところに隠し通路があったのね……）

　先ほど天英が抜け道を使って鈴麗が軟なん禁きんされている室に現れたように、皇宮内にはこのような通路が張りめぐらされているのだろう。

　足音を潜ひそませて廟の中を進み、外へとつづく扉をそろりと引いてみる。

　まさか内から開くとは思っていなかったのだろう。ぎょっとしたのは扉のむこうにいた衛士だ。

「何奴!?」

　衛士はとっさに手にしていた槍やりを振り上げ、綾華はその一いち撃げきをかがんで躱かわした。

　小娘に避よけられると思わなかったのだろう。二撃、三撃とつづいたが、動きは重心がぶれており、闇やみ雲くもに振りまわしているだけで、綾華はそれらもなんなく躱す。

　荒あら事ごとには無む縁えんの綾華だが、妙みように勘がいいのは、夢の中で何度もこういう修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けているからだ。人間相手はもちろん、猛もう獣じゆうや、現実世界にはいない夢む魔まに襲われることも多い。

（えい！）

　衛士の懐ふところに転ころがり込んだ綾華は、顎あごに掌しよう底ていを打うち込む。衛士が不意を突かれてふらついたところを、綾華は一目散に逃げだした。

　ここ数日、天英を追いまわしていたおかげで、宮殿の造りはおおよそ把は握あくしている。赤子の天英が連れ出されたということは、ここは太子宮のはずだ。

（お妃さまが監かん禁きんされていそうな場所……！）

　駆けまわっていると、宮殿の隅に不自然に衛士が守っている室を見つけた。

　綾華は風上に回り込み、隠かくし持もっていた香こうを燭台に振りかける。香といっても無む臭しゆうで眠ねむ気けを誘さそうもの。商売道具の一種だ。

　それからしばらく待つと、衛士があくびをしてうつらうつらしはじめ、その隙を見て綾華はこっそり室内に忍しのび込んだ。

「お妃さま」

　そっと声を掛かけると、蕭しよう然ぜんとした面おも持もちで腰こしかけていた淑しゆく女じよが、はっと顔を上げる。そして、

「祥華なの？」

　そう言って駆け寄り、両手で綾華の手を取った。

「ああ祥華、大だい丈じよう夫ぶだった？」

　刺客としての訓練を受けていた佳瑛が、昔いた夢占が冥府からよみがえってきたのではないかと思ったと言っていたくらいだ。似ているのだろうとは思ったが、その女によ人にん──一の妃である天英の母も、綾華を祥華と思ってくれたようだ。

「わたしは無事です」

「そう、よかった。あなたが巻き込まれたと聞いて心配だったの」

　実際の祥華は毒を飲まされ殺されかけたのだが、それは伝える必要のない事実だ。

「ねえ、あなたは知ってる？　あの子はどうなったかしら」

　真っ先に妃の口から出たのは、引ひき離はなされた我わが子への想いだった。

（やっぱり）

「公子さまは皇宮を出されました。──これから洛からお離れになって、地方で無事お育ちになります」

　そのとき綾華が語ったのは、第一公子天英の未来だ。

　しかしそれを聞いた妃はほっと息をついた。

「よかった……」

　それは自身の置かれた立場よりも先に、我が子の無事を祈いのる母の姿だった。

　この夢はいま天英につながっている。天英は妃のこの姿を見て安らいでくれるだろうか。

　父皇帝の想いは遺命というかたちで受け取った。では母の想いはどうだったのか。

『気持ちを殺した結果だとして、今度は俺が娘たちに気持ちを強しいる立場になるなんて、皮肉な話だ』

『捨てられたものだと思っていた……ずっと』

　そう言っていた天英に、母である妃の姿を見てほしかった。

　妃は気持ちを殺していたわけでも裏切ったわけでもない。母として、天英のことを大切に思っていたのだと。

　天英が眠りから覚めたとき、この夢が記憶に残っているかどうかはわからない。しかし、表に出てこない心の奥おく底そこで、このあたたかな夢はずっと生きつづけるだろう。

　これが夢占小華からの贈おくり物ものだ。

（この夢がこれからの陛下によき眠りをもたらしますように──）

　そう願いながら綾華は夢から出ようと思ったが、そのとき妃がぽつりとつぶやいた。

「──でも、あの方にはお辛つらいものを背負わせてしまうわね」

「え？」

「私はあの子が無事育ってくれさえすればそれでいいの。あの方は私の望みを汲くんでくださったのよ」

「それってどういう……」

　そのときだ。室の外に人の気配を感じて、ふたりとも息を潜めて気配を探った。

「──お妃さま」

　幼い娘の声。まだ頼たよりない声だが、その声音は知っている──佳瑛だ。

　妃に現実が迫せまっている。その先を知っている綾華の鼓こ動どうがばくばくと高鳴る。

　天英にこの先を見せるわけにはいかない。

（はやく夢から出なきゃ）

　そう思って、意識を切り替えようとした綾華だったが、夢から抜ぬけ出だすことは適かなわなかった。

（え、どうして……）

　意識だけではない。身体も思うように動かない──まるでなにかに乗っ取られているかのように。

　このようなことははじめてだ。綾華がとまどっていると、綾華の口が言葉を紡いだ。

「あの者がお持ちするものを飲んではなりません」

（───！）

　綾華が意図したわけではない。

　この先つづくのは哀かなしい現実。一刻もはやく夢から抜ぬけなければ。そう思っているのに、綾華の口はなおも言葉を紡いだ。

「あの者は上意と偽って毒を持ってまいります」

　佳瑛の偽りの上意によって、妃は毒を飲んで亡くなった。上意ではないとわかっているなら毒を飲むことはない。

（けれど夢の中で言ったところで）

　過去に起きた現実が変わるわけではない。

　それだけではない。この夢と現実が乖かい離りしてしまう。適わなかった夢を見せてしまっては、目覚めたときに天英を傷つけるだけだ。

（はやく出て行かなきゃ……！）

　焦りとは裏腹に、綾華の身体はまったく思うように動かなくなった。

　綾華もまた、自身の目を通して夢を見ているかのような感覚にとらわれる。

　そんな綾華の前で、妃は静かに首を横に振った。

「それはできないわ。私が残れば争いの火種が残って、あの子を争いに巻き込んでしまう……あの方がせっかくあの子を生かそうとしてくださっているのに」

　綾華はその言葉にはっとした。

　妃が生き残れば、妃の地位争いや子の帝位争いの渦か中ちゆうにいつづけることになる。

　しかしこの事件を機に、我が子が帝位とは無縁の穏やかな一生を送れるなら。

（お妃さまは、わかったうえで毒を飲むということ……？）

　妃の真意を察し、身体を操っているなにかと気持ちが同期したものか、綾華の目がおおきく見開かれる。

　そんな綾華と対照的に、妃は目許をやわらげた。

「あの方は皇宮で生きるということがどういうことか、よくわかっていらっしゃる。だから、帝位なんて望まない、生きる場所は皇宮でなくてもいい、そんな私の想いを汲んでくださったの。あの子を皇宮から出したのは守るためよ。私がいなくなっても、きっとこれからも守ってくださるわ」

　太子から思わぬ寵を受け、皇宮で生きることになった妃。

　しかしいま、我が子を守るための道を選んだ妃は、とても穏やかな表情をしていた。

「いままで本当にありがとう。あなたも皇宮を離れなさい。そして……そうね、その〈力〉はこれからは抑おさえたほうがいいわね。天運を呼ぶ夢占として広まってしまった以上、これからきっとあなたの力を利用しようとする権力者が出てくるわ。あの人もこれから皇宮を変えてゆくだろうけれど、ひとりでは難しいかもしれない。だからあなたはもうここには近づかないほうがいいわ」

　生きのびて。皇宮に棲すまう闇に振りまわされないで。幸せになって。

　綾華の頰ほほを両手で覆いながらそう告げて、妃は最後に微笑んだ。




「──夢占祥華、あなたがいてくれて本当によかったわ」
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　その後の子康の調べにより、慧けい鈴りん麗れいを陥おとしいれようとしたのは彼かの女じよよりも上位にいた娘むすめの一族だと判明した。

　昨年の皇后一族につづいてまたしても名門一族が皇こう宮ぐうから排はい斥せきされ、その混乱もあって選秀女の試験そのものが凍とう結けつ状態となっているらしい。




　──という話は、永えい華か楼ろうの客から聞いたことだ。

　あの晩、妃きさきの言葉を最後に天英の夢から抜ぬけ出だすことができた綾りよう華かは、天英が目覚める前に寝しん所じよをあとにして、夜明け前、大だい門もんが開くとともに皇宮から出た。

　そして永華楼にもどって半月、綾華は今日もこうして算そろ盤ばんに向き合っている。

　夢はあくまでも夢だ。目覚めたとき、あの夢をどのように思うかは天英次し第だい。ともに夢を見ていた綾華が口を挟はさむことではない。綾華も共にその夢を見ていたことさえも、知らないほうがいいことだ。

（まあ、夢自体をおぼえていないかもしれないしね……）

　夢ゆめ占うらに来る客はもちろんおぼえている夢について占うらないを求めてくるのだが、興味半分で小華の夢占を望んで共とも寝ねした客で、その晩に見た夢をおぼえている率は半分といったところだ。たいていの夢は、目覚めとともに眠ねむりの中に置き去られる。

　あの夢も、天英の心の奥おくにそっとしまわれていればそれでいい──

　そう思うのだが、天英についてはそれでよくとも、納得がいかないのは綾華自身だ。

（どうして夢の中で動けなくなったのかしら？）

　夢の主である天英の意識からおおきく離はなれて、妃の元に向かったせいだろうか。

　しかしそのようなことならいままでにも例がある。だが身体が思うとおりに動かなくなったのははじめてだ。

（わたしの口で話していたのはいったいだれ？）

　妃と会話していたのは綾華自身、しかしその綾華の口をあやつっていたのは綾華ではない。

　ならば、あやつっていたのはいったいだれなのか──

（もしかして、母さま……？）

　妃は、目の前にいた相手が夢占祥しよう華かだと信じて疑わなかった。母祥華が綾華の身体を乗っ取ってあやつっていたなら、それも得心がいく話だ。

『けっして知られてはいけないわ』

　娘の綾華が自身の夢占の才を受うけ継ついでいると知ったとき、母──夢占祥華が告げたこと。

『夢占として生きていくのはかまわないわ。でもその才のすべてを語ってはだめよ。もしその才を知られたら、おおきな力に吞のみ込まれてしまうから』

　せっかく譲ゆずり受うけた才。この力を使えばもっと人を幸せにできるのに。

　母さまだってこの力を使えば良客がついて、お代も上がって、もっと楽な暮らしができるのに──

　どうして力を伏ふせてまで苦労をするの？　そう訊たずねると、母は「綾華がいてくれたら毎日楽しいわ」と答えた。

　そのときは答えをはぐらかされたと思いながらも、母の言うとおり、『共寝した相手の夢を見ることができる』、そのこと以外の能力はひた隠かくしにしてきた。

　けれども、母の過去を知ってようやく得心がいった。

　実際に皇宮で政まつりごとの争いに巻まき込こまれ、殺されかけた過去があったから母は自身の才を隠かくし、娘の綾華にもおなじ災わざわいが降りかかるのをおそれ、その才を隠させたのだ。

（それもお妃きさきさまの言葉があったから──？）

『その〈力〉はこれからは抑おさえたほうがいいわね。天運を呼ぶ夢占として広まってしまった以上、これからきっとあなたの力を利用しようとする権力者が出てくるわ』

　妃の口から紡つむがれた言葉。

　あの夢は綾華が見た夢。現実ではない──はずだ。

　けれども母も綾華とおなじ力、いやそれ以上の力を持っていた。

　もし母もだれかの夢を伝って妃に会いに行っていたなら──そしてそれが綾華が見たあの夢なのだとしたら。

（あの夢は、まったくの夢だったの？）

　あれは綾華の見た夢か、祥華が見た夢だったのか、それとも現実か。

　夢か現うつつか幻まぼろしか──

　見た夢がどちらかわからないから人は惑まどい、夢占を訪ねてくる。それがまさか、夢占である自分が夢に悩なやまされる日が来ようとは。

（……あああもう！　だれかわたしの夢を占ってくれないかしら!?）

　目の前の帳ちよう簿ぼに集中できず、綾華が頭を抱かかえていると、

「小華」

　不意に声がかかり、綾華はあわてて顔を上げた。

「あ、はい。姐ねえさん、どうされました？」

「〈小華〉にお客人だよ」

　蓮れん蓉ようの声はいつになく邪じや険けんな響ひびきを帯びている。

（姐さんのこういう声、最近聞いたような……）

　いつのときだったか、と思い出すより早く、お客人の声が聞こえた。

「まあ、そうつれなくしないでください。お代はちゃんと払はらいますから」

　蓮蓉の背後についてきたのは、見覚えのある顔だった。

「子康さん……」

「ああ小華殿どの、お元気にしていらっしゃいましたか」

　子康と顔を合わせるのはあの晩──夢占祥華の娘と知りながら皇宮に連れてきたと白状したあのとき以来だ。

　まんまと利用された立場からすると、「おかげさまで」と言葉を返すのがせいいっぱいだった。

「うちの子を巻き込むんじゃないよ」

　蓮蓉は子康を鋭するどく睨にらみつけると、釘くぎを刺さしてその場を離れる。

　そんな蓮蓉を見送る子康の笑えみは微み塵じんも揺ゆらぐことなく、「失礼しますね」と綾華の隣となりの席に腰こしを下ろした。

「小華殿がお代を受け取らずに皇宮を出られたものですから、遅おそくなりました。すぐにお渡わたしに伺うかがうべきだったのでしょうが、いまは皇宮もごたついておりまして」

「お聞きしています。真犯人の一族が排斥された、と」

「ええ、一族の皆みなが皆というわけではないですが、いかんせん高位にいる者が多く、政に深く食くい込んでいたものですから、影えい響きようはおおきいですね。高位を占しめたら次は皇后を立てて、皇こう帝ていの外がい戚せきに……と望んでしまったのでしょうね。あなたも巻き込まれて大変でしたね」

　綾華を巻き込んだのは子康自身だというのに、子康は涼すずしい顔でそう告げた。

　これくらい神経が太くなければ、欲望がとぐろを巻く皇宮で采さい配はいをふるうことなどできないのだろう。

「子康さまのご活かつ躍やくは聞きき及およんでおります」

「いえいえ、私など小役人にすぎませんから」

　小役人が聞けば憤ふん慨がいするか卒そつ倒とうしそうなことをさらりと告げ、

「こちらがお約束のお代です」

　子康は綾華に小さな巾きん着ちやくを手て渡わたした。

　しかし受け取ってみると、大きさに反して予想外に重い。その比重から、巾着の中身が金であることは容易に想像がついた。

「……ずいぶんと多いみたいですけれど？」

　綾華がふっかけた額は、銀で支し払はらわれたらこれくらいの大きさになるだろう。しかし中身は金きん、換かん金きんすれば請せい求きゆう額がくの倍どころではない。

「迷めい惑わく料りよう、と言いたいところですが、次の依い頼らい料りようも込こみで入っております」

「依頼、とは？」

「命令ではありません、私個人の依頼です」

　そう前置きして子康は告げた。

「──皇宮にあなたの力を必要としている方がいらっしゃいます」

　綾華ははっと息を吞んだ。その一言は、はじめて子康が訪おとずれたときに告げたのとおなじ科白せりふだ。

（そして、必要としている相手もきっと……）

「……その方が、なにか」

　訊ねる声がかすかにふるえた。──天英になにかあったのだろうか。

　また刺し客かくに襲おそわれた？　今回も無事とはかぎらない。それとも毒を盛られたか。それとも──

　悪い予感が次々と浮うかぶのがわかったのか、子康は微び笑しようして答えた。

「いえ、お変わりありませんよ。なにも」

　──なにも。

　その言葉にほっとするべきか、しかし相手は子康だ。一枚裏を読んで、危き惧ぐすべきなのか。

「あの方を取り巻く状じよう況きようは、まあ一進一退で良くなったとも悪くなったとも言えません。ただ、あの方があまりに今までどおりなものですから、かえって心配になりまして」

（たしかに隠すのが上う手まい人だものね……）

　心の内に抱えたものを、子康とはべつの意味で覗のぞかせない人だ。

　ただでさえ皇宮という場所柄がら、以前より心の荷が軽くなったとしても、微び々びたるものだったのだろう。

「ですから、私の個人的なご依頼です。夢占小華に皇宮までお越こしいただけないかと」

「──！」

　またあの方に煙けむたがられるかもしれませんけどね。そう言って子康は目を細めた。

『あの人もこれから皇宮を変えてゆくだろうけれど、ひとりでは難しいかもしれない』

　先せん帝ていが倒たおしきれなかったおおきな闇やみ。

　天英はひとり皇宮で、いまも〈影かげの者〉との戦いをつづけている。




　──でも、ひとりよりも二人なら？




『あなたはもうここには近づかないほうがいいわ』

　そんな妃の言葉がよみがえる。けれども。




　──これからも、あの人を、支えたい。




　そう、心が傾かたむいた。

　心が決まると、先ほどまで綾華の頭の中でもやもやしていた霧きりがさっと晴れた。

　誰かに占ってもらうまでもない。

　きっと自分も、そう望んでいたのだ。あの人の側にいたい、と。

　そうとわかればなにも難しいことではなかった。

　綾華は自身の想おもいのままに口をひらいた。

「──夢占小華、皇宮にまいります」





[image: ]






　この長い回かい廊ろうを歩いたのはほんの半月前だというのに、なつかしく感じる。

　とても闇が息づいているとは思えない、うららかな陽ひ射ざしだ。

「ああ、やはり」

　先導していた子康が足を止めると、池のほとりで午睡ひるねしている人ひと影かげがあった。

　綾華は無言で子康と視線を交かわすと、みずから中庭へと足を踏ふみ入いれた。

　武官姿の青年はやわらかな丸石の上で寝ね息いきを立てている。

　その寝ね顔がおは、穏おだやかながらときどき憂うれいを感じたように眉み間けんが揺れる。

　しかしやがて青年は、面に落ちる影かげが流れる雲に生み出されたものではないことに気づいて目を開いた。

　そのとき目を見開いたのは、信じられないものを見たためか、それとも影を落とす場所に近づかれるまで気づかなかった迂う闊かつさのためか。

　自分だからこそ気づかずに眠っていてくれたのだとしたら嬉うれしい──

　そんなことを思いながら綾華は微笑ほほえんで、声を掛かけた。

「またこんなところでお休みになって。不用心ではありませんか？」

　すると青年──天英は、有能すぎる臣下のしわざと察して、してやられたという思いが瞳ひとみに表れたのも一いつ瞬しゆんのこと、おおきく開いた眼めを細め、

「──小動物がいてくれるなら大だい丈じよう夫ぶだ」

　そんな軽口とともに雲が晴れたかのように笑うと、綾華を抱だき寄せた。







　かつて〈不遇の公子〉と呼ばれていた新帝天英は、こののち〈天運を得た皇帝〉として語り継がれることになる。











了
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　こんにちは、九く月つき文あやです。本作をお手に取っていただきありがとうございます。

　いきなりですが、みなさまは夢や占うらないを信じますか？　そんなもの現実じゃないし関係ないやと思っている人も、ときには「正まさ夢ゆめだといいな」とわくわくしたり、逆に「夢で良かった」と安あん堵どしたり、今日の星座占いが１位だと気分がよくなったりしませんか？

　本作はそんな夢や占いをあつかった「夢占ゆめうら」のお話です。




　悪夢を天運に変える夢占──そんな評判を聞きつけて、「夢占小しよう華か」こと綾りよう華かのもとにやってきたのは、皇こう宮ぐうからの使者でした。綾華の夢占は「共寝相手の夢を見る」というもので、皇宮の主の新皇こう帝ていは良くない噂うわさのある人物。危険を感じた綾華は、使者のほうから断らせるためにはったりでお代をふっかけますが、あっさり吞のまれて皇宮に上がることに。

　はたして、新皇帝の夢を見るために寝しん所じよを共にすることになった綾華の運命やいかに？




　ヒロインの綾華は早くに親を亡なくし、妓ぎ楼ろうの姐ねえさんの元に身を寄せて、普ふ段だんは賃仕事で生計を立てている女の子です。「小華」というのは「小さい綾華ちゃん」的な愛あい称しようで、姐さんたちからそう呼ばれて可か愛わいがられている間に夢占として有名になってしまったので、そのまま名乗ることになりました。

　お客さまの皇帝陛下からは「小動物」呼ばわりされていますが、小さいながらも小動物の勘かんでがんばっています。つづきは本編でお楽しみいただけると幸いです。




　さて、このお話までしばらく刊行が空きましたが、約一年お休みをいただいている間に出産しておりました。第一子、男の子です。

　世の妊にん婦ぷさんはばりばり働いていらっしゃいますし、私も出産直前までお仕事大丈夫なんじゃないかなーなどと思っていましたが、甘あまかったです……妊にん娠しん一ヶ月めから撃げき沈ちんしておりました。

　起きることはおろか、枕まくらを高くするだけでも目め眩まいがして、目を開けていると頭痛がするので目は閉じたまま、でも吐はき気けで寝ねるに寝られない、そんな日々を送ること数カ月。途と中ちゆう、インフルエンザにかかったときだけつわりが治まって、ビバインフルエンザ！　と思いながら39度の熱と戦っていました。

　個人差もおおきいのでしょうが、つわりよりインフルエンザのほうがはるかに楽でした……世の妊婦さんに優やさしくしてあげたいなと思いました。




　私の場合、いつ妊娠中断になるかという状じよう況きようだったので、この週数を超こえれば外に出ても生きられる可能性がある、という日を迎むかえた０時に泣きました。

　横になっているほかなにもできないなかで、自分の命、子どもの命、生きるということについて考える一年となりました。

　ゆっくり休ませていただいたおかげで、無事、正産期に元気な男の子を産むことができました。スケジュールを調整してくださった前担当様、新担当様をはじめ、イラストレーターのアオイ冬子先生に御おん礼れい申し上げます。




　私も、「夢や占いを信じていますか？」と訊きかれれば、夢見や占い結果が良いいときだけ信じてみようかなーくらいの気持ちです。

　夢や占いは信じなくても生きていける、けれども信じてみるとちょっと心が軽くなったりすることもある、そんなやわらかであたたかなものだといいな……と思いながら書きました。最後までお読みくださったみなさまに感謝申し上げます。

　またみなさまとお会いできることを祈いのりつつ。


九月　文　　拝
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お休みをいただいて、第一子を出産いたしました。子どもが伸びをするときのお相撲さんのような顔を眺めたり、むっちむちのおみ足をむにむにするのが至福です。
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